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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あの日ひ夏なつ山での騒動が解決してから二週間。

　俺おれは灰色のクマから無事に戻ることができ、比較的落ち着いた日常を過ごしていた。

　七月も上旬が終わろうとし、だいぶ暑くなってきた。早朝にもかかわらず学校までの坂道はすでに強い日が差し、一歩を踏み出すたびに汗が垂れ落ちそうになる。

　こんな日はプールが恋しいな。そんなことを思いながら、すっかり葉桜になった並木道を越えて昇降口に入ると、銀色の長い後ろ髪が目に入った。

「おはよう、桜さくら」

「あ、ベア君」

　ちょうどローファーを脱いで簀すの子こに上がった女子生徒が、長い髪をさらりとなびかせて振り向いた。

　大人しい印象の青い瞳ひとみと透き通るような白い肌が魅力的な美少女──天あま海み桜だ。日夏高校の夏服に身を包み、スクールバッグを肩にかけ、手に閉じた折り畳み日傘を持っている。

「おはようございます……ふぁ～」

　朝が早いせいか、桜が子猫のようにあくびをした。不意に彼女の唇くちびるが目に入って俺はドキリとする。先日の日ひ夏なつ山での一件で、桜さくらがキスをして俺おれを元の姿に戻してくれたことを思い出したのである。

　その一件で、俺は気が付いてしまった──桜が好きだということに。

　だが、人一倍臆病なこともあってなかなか言い出せず、未いまだ何の進展もないままだ。

　ああ、俺がクマのように豪胆であればな……。

「ベア君、ちょっと見張っていてください」

　俺の想おもいに全く気付いた様子もない桜は、スクールバッグから取り出したウェットティッシュで首元を拭ぬぐった。彼女の首にはキラキラと輝く黄こ金がね色いろの蜜が浮かび、ほのかに甘い香りがする。

　桜は、生まれながらにしてハチミツの汗をかく不思議な体質の持ち主なのである。

　いい香り、魅惑の色。うん、今日も美う味まそうなハチミツだ。

　桜がブラウスの中に手を入れて拭いているところを何気なく眺めていると、頰ほおをほんのり赤く染めてジト目を向けてきた。

「あのベア君、見張ってと言ったのは私をという意味ではありません。そんなにジロジロ見ているとクマ化してしまいますよ？」

「わ、分かってるっ」

　俺は慌てて目を背けた。

　桜が特殊な体質を持つように、俺にも特殊な体質がある。クマのハーフである俺は、ハチミツの香りを嗅かぐとクマのような姿に変化してしまうのだ。

　しかし、普通は興奮が治まるまで二十分ほど待たないと元の姿には戻れないところを、極上の桜のハチミツを満足するまで舐なめることですぐに人間の姿に戻れる。桜の方も、俺に舐められることで早く綺き麗れいにハチミツを拭うことができる。

　そのため俺たちはそれぞれの体質を隠すため、桜が汗をかいたら俺が舐めるという協力関係を結んでいるのである。

　ふと桜に目を戻すと、すでに汗を拭き終えてしまっていた。

　できれば一口だけでも舐めたかったな……。

　俺の物欲しそうな目に気付かず、桜が照れくさそうにもじもじとしながら言う。

「それにしても、今日も早いですね。授業まではまだまだ時間があるのに、私に合わせて来ていただいて申し訳ありません。私が涼しい時間に登下校したいと言ったばかりに……」

「いや、これは俺が勝手にやってることだ。気にするな」

　桜は汗をかきやすい夏に備えていくつか対策を練っていた。例えば、登下校をする時間である。彼女は、朝は早めに放課後は遅めにと、比較的涼しい時間を狙って登下校を行うようにしている。

　あと、今桜が持っている日傘も対策の一つだ。外に出るとき常に日傘を差しているだけでもかなり暑さを防げるらしい。他にも、制汗スプレーや冷却スプレー、保冷材などを使って汗をかかないように工夫をしている。

　このように、夏の暑さ対策はばっちりだ。暑くなったせいでこれまでよりもやや汗をかく回数が増えたが、夏ということを考えればむしろ少ない方だと言える。このままいけば、思っていたよりも簡単に夏を突破することができそうだ。

　ただ一つの不安があるとすれば、それは我らがクラス委員長の鈴すず木き麗れい奈なだ。

　鈴木は、自分の体質が知られることを恐れてずっと人を避けてきた桜さくらに唯一できた友達である。桜に友達ができたのは嬉うれしかったが、俺おれにとっては脅きよう威いを近付けることとなってしまった。

　マタギの孫娘である鈴木は、クマ討とう伐ばつ隊のエースを務めるガチのハンターで、クマ化した俺の姿を見つけるなり猟銃をぶっ放してくるのだ。その上、夏で汗をかきやすくなった桜に対し、護身用だと言って猟銃を持たせようとしてきたこともある。

　まったく、鈴木という人間は色々な意味で変人という言葉が似合うやつだ。

　しかし、まあそれも大丈夫だろう。

　あの日ひ夏なつ山での困難を乗り越えた俺たちならば、きっと鈴木という脅威だって乗り越えられるはずだ。何としても鈴木に撃たれずに卒業を迎えて見せる。

「あれ……」

　そんなことを考えていると、桜が靴箱を開けた状態で停止していた。

「どうしたんだ？」

「何でしょう、これ」

　桜が靴箱から何かを取り出した。

　それは何の変哲もない白い封筒。下げ駄た箱ばこに手紙とは古風ではあるが、まさか──。

「──それって、ラブレターか？」

「どうでしょう」

　そう言いながら桜は封筒を開封し始めた。

　えらく落ち着いているな。双子の妹である楓かえでと一緒に二大美少女と言われているだけあって、ラブレターを貰もらうこともよくあるのだろうか。

　入学当時、誰からの好意も厚意も拒絶した桜ならばすぐに断っただろう。けれど、最近の桜は社交的であろうと努めている。俺がうかうかしている内に桜が誰かと付き合ってしまうこともあるかもしれない。そう思うと、一気に不安な気持ちに襲われた。

　封筒の中からは二つ折りにされた白い紙が出てきた。桜はそれを開き、内容に目を通す。

「…………」

「どうだった？　やっぱりラブレターだったか？」

「いいえ、ベア君……ちょっと見てください」

　桜さくらが深刻そうな面おも持もちになって手紙を差し出してきた。

　俺おれが読んでもいいものなのかと迷いつつそれを受け取る。





　　阿あ部べ久きゆう真まから離れろ。

　　お前の汗は、阿部久真を勇ましいクマから弱い人間に変えてしまっている。






　大小のバランスが取れていない不格好な文字で、手紙にはそう書かれていた。

　それは、桜へ届いた脅迫状だったのである。










　桜に脅迫状が届いた。

　一体なぜ、誰から？　分からないことが多すぎる。

　そもそも、手紙の主は何と書いていた？

　──お前の汗は、阿部久真を勇ましいクマから弱い人間に変えてしまっている。

　それはつまり、桜の汗のことも俺のクマ化のことも、あまつさえ俺たちの関係まで知っているということじゃないのか？

　それらすべてを知っているやつがいるとすれば、俺の母さんか楓かえでくらいだが、ふたりがこんなことをする理由が分からない。それに、手紙の文字は俺の母さんのものでも、以前見た楓の字とも違う。もっと子供っぽいというか、書き慣れていない感じだ。

「まずいことになったな……」

　俺は不安そうな目をする桜に訊たずねる。

「なあ桜、最近変わったことはないか？」

「変わったことと言いましても…………えっと、そういえば最近、気が付いたら制服のポケットに使い切りカイロが入れてあったり、授業を受けていると足元に温風を出すヒーターがあったりしましたが、特に気にする必要はありませんよね」

「いや気にしろよっ！　思いっきし狙われてるだろ！」

「な、なにも大したことではないと思ったのですっ。どうせ私に汗をかかせてクマをおびき寄せようとしている鈴すず木きさんの仕業かと……」

　俺おれは呆あきれて頭を抱えた。

「あのなぁ、いくら鈴木でも、お前の秘密が誰かにバレるような真ま似ねはしないだろ……」

「確かに、そうですね」

　桜さくらは納得したように頷うなずいた。

　夏対策をしているのにもかかわらず、最近桜の汗をかく頻ひん度どがやや高くなったのは、これが原因だったのか。恐らく、桜にイタズラをした犯人と脅迫状の犯人は同一人物だろう。

　現時点ではまだ大したことのないイタズラ程度で済んでいるが、このままでは犯人の行動はどんどんエスカレートしていってしまうかもしれない。

「これはどうやら、早いところ手紙の犯人を捕まえないとお前の秘密がみんなにバレちまうかもしれないぞ？」

「はい、ベア君」

　何を考えたのか、唐突に桜が手紙を俺の鼻に押し当ててきた。

「……なあ桜、なにしてんだ？」

「匂においで犯人を見つけられないかと思いまして」

「俺は警察犬か！　というかクマ化しなきゃ無理だ！」

「ではクマ化してください」

「バカ言うな！　そしたら俺の秘密がバレるだろうが！」

「ですが、どうしましょう。私たちの秘密のことが書いてある以上、下手に誰かに頼るわけにも……」

　桜が暗い面おも持もちで手紙に視線を落とした。さっきまでおちょくって楽しんでいたようだが、今は打って変わって瞳ひとみが不安そうに揺れている。

　彼女のそんな顔を見ていると胸が苦しくなった。こいつのそんな顔は見たくない。桜には笑っていてほしい。

　そう思うと、勝手に口が動いた。

「よし、これは俺に任せろ。俺が何とかしてやる」

「ですが、それではベア君にも被害が出てしまうかも……」

　眉まゆを曇らせ、首を振りながらそう言う桜を俺は遮さえぎった。

「桜、これはお前のハチミツの危機かもしれないんだぞ。お前がこのことで悩めば、ストレスでハチミツの味が変わってしまうかもしれない。俺は今のお前のハチミツがいいんだ。だから、立ち上がらないわけにいかないんだよ」

「…………」

「おい桜さくらっ！　無言のまま日傘で叩たたいてくるのはやめてくれ！　俺おれ何か怒らせるようなこと言ったか!?」

　バシバシと、モグラ叩きでもするかのごとく日傘をぶつけてきた。傘の骨が当たって地味に痛い。

「別にぃ～……なんでもないですけど」

　桜は日傘で叩くのをやめてくれたが、拗すねたみたいに口を尖とがらせていた。そのまま頰ほおに赤みが差してボソッと呟つぶやく。

「……でも、ありがとうございます」

「日傘で散々叩かれた後にお礼を言われるとは思わなかったぞ……？　大丈夫か、桜？」

「うるさいですベア君……その、本当に感謝はしているんですから」

　桜は恥ずかしそうに顔を背けた。これが桜なりの感謝の伝え方だ。

　彼女のいじらしい態度に多少なりとも胸が高鳴ったが、俺は平静を装いつつ言う。

「そ、そうか。まあとにかく、この件は俺に任せろ」

　恐らく手紙の主は、必ずまた桜にイタズラを仕掛けてくるはずだ。何としてもそれから桜を守り、犯人を捕まえてみせる。

「俺が絶対にお前を守るからな」

　桜は顔を見せないまま、髪を揺らしてこくりと頷うなずいた。表情が窺うかがえないが、ほんのわずかに甘い香りが漂ってきた。照れているときによくする香りだ。

「あ、あのベア君」

　桜が横顔を見せて恥ずかしそうに呟く。

「今日はまた一段と暑いですね。ちょっと汗をかいてしまいました。ですから、その……」

「舐なめてほしいのかっ？」

　いけない。つい声が弾んでしまった。

　しかし、恥ずかしいのが先に立っているせいか桜は特に気にした様子もなく首しゆ肯こうした。

　よっし！　と心の中でガッツポーズ。朝から桜のハチミツを舐められることが嬉うれしくてたまらなかった。

　俺たちは人ひと気けのない場所を求めて、いつもの屋上を目指す。

　屋上の鉄の扉を開けると、生暖かい風が吹き込んできた。

　青空のもと、テニスコート二面分ほどのコンクリートの床。奥にはベンチが置いてある。

　地上よりも日ひ差ざしが強く感じられるが、風通しが良くて不思議と不快感はない。

　俺たちは、鉄の扉がある塔とう屋やの日陰に回り込んだ。

「今日もここで大丈夫そうだな」

　そう言いながら俺は人の目がないか念入りに確認し、スクールバッグを足元に置いた。












　最近、学校で桜さくらを舐なめるときはこの場所を利用することが多くなった。屋上に出られることを知っている生徒が少ないため、ここに他の生徒が来ているところは見たことがない。まさに絶好の場所なのである。

「それでも油断はできません。はっ、早く舐めてください」

　顔を赤らめつつそう言う桜の頰ほおをきらりとハチミツが伝う。

　そのハチミツを見ていると鼓動が加速し、気分が高揚してきた。頭の両端には新たな感覚が目覚める。クマ化が始まったことで、クマの耳が生えたのだ。

「じゃあ、いただきます」

「ひゃんっ……」

　俺おれは桜を塔とう屋やの壁に押し付け、彼女の喉のど元もとに食いつくようにして舌を這はわせた。

　舐め取ったハチミツが、一瞬にして口の中で溶けて広がる。

　う～ん、今日も美う味まい！

　サクラのハチミツに似たすっきりとした甘さで、決してしつこくない。春を感じさせるような優しい味だ。心なしか、日ひ夏なつ山での一件があってから甘さが増した気がするが、たぶん気のせいだろう。

　俺の手に黒い剛ごう毛もうが生え、鋭するどい爪つめが伸びる。本格的にクマ化が始まった。恐らく今の俺は、骨格だけ人間だが、ほとんどクマにしか見えないだろう。

　クマ化したことで嗅きゆう覚かくが鋭するどくなり、ハチミツの香りをもっと強く感じた。俺おれは桜さくらのブラウスのボタンを外し、鎖さ骨こつの辺りも舐なめ回まわした。

「あうっ……んっ」

　桜がくすぐったそうに身をよじった。

　ところで、ハチミツを一番おいしくいただけるのはやっぱり夏だと思う。

　冬も冬で美お味いしいが、どうしても口どけが違うのだ。冷たいハチミツは粘り気が増して溶けにくくなってしまうが、温かいハチミツはとろりとやわらかくなる。そのため、口の中でより速く溶けきり、香りも甘さも強く感じることができるのである。

　俺がこの上ないほど美味しいと認める桜のハチミツに、その夏という条件が重なれば、まさに鬼に金棒。虎に翼。弁慶に薙刀なぎなた。ずばり無敵な美う味まさだ。

「ひっ……うっ」

　桜の首元の汗を舐め切ると、よほどくすぐったかったのか、彼女は高い声が出そうになるのを必死に抑えた。

　俺の手から剛ごう毛もうが無くなっている。クマ化も解けたようである。俺は桜に合がつ掌しようする。

「ご馳ち走そう様さまでした」

「べ、ベア君、変なことはやめてくださいっ」

　桜が呼吸を乱しながら、赤面して俺の手を払ってきた。

「すまんすまん」

　悪ふざけが過ぎたな、と反省しながら謝罪した。

　俺は桜と自分の分のスクールバッグを拾って言う。

「さあ、桜。そろそろ戻ろう」

　俺たちは衣服を整え、何事もなかったかのように二階の一年Ｂ組教室へと向かった。

　教室に入ると、二人揃そろって右前の方へ行く。桜は廊下側一番前の席、俺はその二つ隣の席。つい先週あった期末テストの後に席替えを行ったのだ。

　この学校の教室には廊下側の壁にも窓があるため風が入ってきやすく、桜のハチミツの香りが届きやすい。注意が必要な席である。

　自分の席に着いて、桜に届いた手紙のことについて考えてみる。

　犯人の目星はまるでついていない。だが何となく子供っぽいやつの犯行な気がした。桜へのイタズラの手口がガキっぽいし、脅迫状の文字が書き慣れていない感じがしたのだ。この犯人は、案外小さな子供である可能性が高いような気がする。

　だが、もし子供だったとしてなぜ桜にこんなことを……？　そもそも子供が日ひ夏なつ高校にいたら目立つはずだが……。

「おっす、おはよう！　阿あ部べ！」

「おはよう、河こう野の」

　朝の眠気も吹き飛ぶような明るい声音で挨拶をしてきたのは、野球部の朝練習を終えた河こう野の秀ひで樹きだった。丸刈りの頭とニカッと見せる白い歯が今日も眩まぶしい。考え事をしていたらえらく時間が経たっていたようである。

　河野は廊下側に目を向け、だらしなく口元を緩めた。

「いやぁ、今日の天あま海みさんも輝いてるなぁ」

「またそれか」

　河野は桜さくらのことを日ひ夏なつ高校一学年二大美少女だなんだと言って崇拝している。毎日のように天海さんが可愛かわいいだの綺き麗れいだのと俺おれに報告をしてくるのだ。

「今日はとくに輝いて見えるぜ～。ほら、阿あ部べも見てみろよ」

「あーあー、そうだなー。今日もあいつは輝いて……──っ!?」

　適当に相あい槌づちを打って合わせておこう。そう思いつつ何気なく桜に目を向けて、驚きよう愕がくした。

　天海桜の横顔は、幻覚でも錯覚でもなく、まるで後光が差したかのように輝いていたのである。

　どういうわけだ。一体全体どうして桜はあんなにも光に満ちている。まさかハチミツの汗をかくだけじゃなく、蛍ほたるみたいに発光するようになったってわけじゃないよな……？

「今日はやけに暑いですね……」

　そう言って桜がしきりにウェットティッシュを使って額や首元の汗を拭ぬぐっていた。彼女が動いたことで、わずかに甘い香りが漂ってくる。

「……ん？」

　よく見ると、桜の向こう──廊下の窓の外でキラリと光るものがあった。中庭に植えられた木の、青々とした葉の中で何かが光っている。

　ひょっとして、葉の陰に誰かが隠れて、桜に光を当てているのか？

　桜に汗をかかせようとしてやっているのだろう。この犯人は今朝の手紙を送りつけてきたやつに違いない。

　俺は咄とつ嗟さに席を立ち、中庭へと走る。

「どうしたんだー、阿部？　もうすぐ一限目が始まっちまうぞー？」

「大丈夫だ、すぐ戻る！」

　去り際、気に掛ける声を上げた河野に一言言って、中庭へと急いだ。

　ぞろぞろと登校してきた生徒たちが教室に入る中、俺だけは流れに逆らうように廊下を進んで階段を下り、校舎端のドアから中庭に出た。

　中庭はコの字の校舎によって囲われていた。中央に芝の空間があり、ベンチや誰の作品かも分からない銅像がある。芝を包囲するように赤レンガの敷かれた通路が通り、その外周に多種多様な木々が植えられていた。

　俺は一年Ｂ組近くに植えられた木の下へ行った。太い幹に『エノキ』というプレートが掲げられたその木は、校舎の三階まで青々とした葉を届かせるほど立派だ。

「ふふふ、天あま海み桜さくらめ……存分に困るがいいです」

　その木を見上げると、すぐに異様な影を見つけられた。そいつはちょうど二階あたりの幹に摑つかまりながら、やや大きい手鏡の角度を熱心に調整しているようだ。

　とりあえず、声を掛けてみるか。

「おーい、そんなところで何してるんだー」

「ふぎぃっ!?」

　やや大きめの声で呼びかけると、木の上のやつは全身をビクンと跳ね上がらせた。それでバランスを崩したのか、悲鳴を上げながら落ちてくる。

　さすがに二階の高さから落ちたのでは怪け我がをするかもしれない！

「危ないっ！」

「んぐっ」

　咄とつ嗟さにキャッチしようと試みたが受け止めきれず、俺おれは背中から倒れてしまった。

「ってぇ～……」

　幸い、落ちてきたやつが軽かったのでそこまで受け止めた痛みはなかったのだが、硬い土に倒れた衝撃が背中に響き渡っていた。

　ふと痛みに瞑つぶっていた目を開くと、あどけなさの残る少女の顔がそこにはあった。

　黒いツインテールの髪に程よく焼けた肌。たぶん小学校高学年くらいだろう。着地したことに気が付いていないのか、まだぎゅっと目を閉じている。

　なぜこんな子が桜にちょっかいなんか……？

　いや、今はそれよりも、この状況をどうにかしなければ。

　女の子は、白い半袖Ｔシャツにショートパンツといったボーイッシュな薄着姿で、仰あお向むけの俺にぴたりと密着して寝そべっていた。こんなところを誰かに見つかれば、あらぬ疑いをかけられてしまいそうだ。

「おい、大丈夫か？　痛いところとかないか？　なければ早く起き上がってくれ」

「ふ……う、あれ……？」

　少女がようやく目を開いて辺りを確認しだした。ゆっくり首を動かして周りを見回し、俺と顔を合わせたところで止まった。黒くて真ん丸の瞳ひとみに、首を傾かしげた俺が映っている。

　そして少女は、唐突に目を見開いた。

「おっにぃっ!?」

「は？　鬼？」

　助けた相手に鬼とはひどい。まあそもそも落ちたのは俺が原因でもあるのだが。

　少女は飛び起き、倒れたままの俺を置き去りにして逃げ去ろうとする。

「あ、ちょっと待てよ！　まだ訊ききたいことが！」

　すぐさま起きて捕まえようとしたが、間に合わなかった。あっという間に少女の背中は校舎の陰へと消えてしまった。あの速さだ。今から追いかけても無駄だろう。

　捕まえることも話を聞くこともできなかったが、おそらく犯人だと思われる相手がどんなやつか分かった。十じゆう分ぶんな収穫といえるだろう。

　だが、一体なぜあんな小学生が桜さくらを狙うのだろうか。

　キーン、コーン、カーン……。

「あ、やべっ！」

　一限目の開始のチャイムだ。俺おれは急いで教室へと戻った。




　休み時間になると、俺は桜に先程の出来事を話し、気を付けて過ごすよう言っておいた。

　そうだ、念のため楓かえでの方にも注意を促しておこう。標的が桜だけとは限らないからな。

　俺は一年Ａ組に足を運び、桜の双子の妹である楓の姿を探した。

　するとすぐに、ライトブラウンの髪をツインテールにした少女を見つけた。

「おーい、楓」

　楓はクラスメイトの女子たちに囲まれて楽しそうにお喋しやべりをしていた。

　女子の一人が真っ先に俺に気が付き、楓の肩を叩たたいてニヤニヤとこっちを指差す。

「ほら楓ちゃん、愛いとしのクマさんが呼んでるよ？」

「クマさん！」

　楓がビュンと音が鳴るような勢いで首をこっちに向け、満面の笑みでパタパタと駆け寄ってきた。

　こいつは桜と同じく特殊な体質の持ち主で、メイプルシロップの汗をかく。しかし、桜とは違い、一定時間おきに蜜の汗を流しきることで、普通の人と変わらずに生活をしているやつなのである。

　その外見は、桜とそっくりだが目元が少し違い、楓の方はやや勝気な印象がある。桜と二人揃そろって、日ひ夏なつ高校一学年二大美少女なんて呼ばれている。

　楓は綺き麗れいな顔をぐっと寄せてくる。

「どうしたのクマさん！　あたしにモフモフされに来たの！」

「そんなわけあるか。実はちょっと厄介なことがあってな」

　俺は桜の身に起きた不可解なこと、今朝の女の子のことについてかいつまんで話をした。

「そういうわけなんだが、お前の方には脅迫状が届いたり変わったことが起こったりしてないか？」

　楓は顎あごに手を当て、真剣な面おも持もちになった。

「そういえばクマさん、大変なことがあったわ」

　しまった。まさか楓の方にも手を出していたとは。

「何があった？」

「あたし……最近クマさんをモフモフしてないの」

「なんだよ、そんなことか」

　拍子抜けした。心配して損したぞ。

　しかし、楓かえでは心外だというように声を荒らげる。

「そんなことじゃないわ！　だってモフモフしてないのよ！　それってケータイを充電しないのと一緒よ、動けなくなっちゃうわ！」

「お前はモフモフなんてしなくても生きてけるから安心しろ」

「そんなことはないわっ！　だから、はいこれ！」

　楓がカラフルな水玉模様の小袋を差し出してきた。

　俺おれは何気なく受け取りつつ言う。

「なんだこれって、訊きくまでもないな。また蜜入りのお菓子か」

「あたしの蜜入りクッキーよ！　クマさんに食べてほしくって頑張って作ったの」

「ちょっ楓、声が大きい！　それにその言い方、変な意味に聞こえるだろっ！」

　今の楓の発言を聞いた一年Ａ組の生徒たちが、俺たちを見てひそひそと話をしだした。

　あたしの蜜入りって、まあ普通はいやらしい意味になるよな。

　でも違うんだ、誤解なんだ。読んで字のごとく本当に蜜なんだ！

　とも言えず、俺は恥ずかしさに耐えることしかできなかった。

　一方の楓は、どうして俺がそんな反応をしているのか皆かい目もく見当もつかないと言った様子だ。

「え、どうして……あ、そっか、体質のことがバレちゃうかもしれないものね」

　ああもう、分からないならそれでいい。

「とにかくお前の方は何も変わったことないな？」

「ええ、クマさんをモフモフしてないこと以外は」

「それならいい。ちょっと厄介なことが起こってるから、お前の方でも気を付けてくれよな」

　そう言い残し、俺は逃げるようにして一年Ａ組を後にする。

「ばいばいクマさん、また遊びに来てね～！」

　去り際、楓が大声で言い、元気に手を振ってきた。

　時々、こいつのこの能天気さが羨うらやましくなる……。




　その後も俺は、桜さくらのことを気に掛けながら一日を過ごした。今朝の少女がまた手出しをしてこないかと警戒していたのだ。けれど、注意して過ごしたおかげか、特にこれといって何も起こらないまま放課後を迎えることができた。

　あとは涼しくなる時間を待って、桜さくらを送り届けるだけ。

　放課後の教室で二人きり、その日の課題をやったり他た愛あいのない話をしたりと思い思いの時間を過ごし、桜を家に送り届ける。それから自分の家に帰るころにはもう午後六時になろうとしていた。

「ただいまー」

「お帰りなさいませ、お兄さま」

　玄関に入るなり、可愛かわいらしい女の子の声が俺おれを出迎えてくれた。

　夕方の黄色い光が満ちた玄関に一つの小さな影が見える。絨じゆう毯たんの上に正座をし、お辞儀をする少女。見覚えのある黒いツインテールで、これまた見覚えのあるボーイッシュな服を着ていた。

　どこからどう見ても、今朝会った小学生の少女である。

「…………」

　俺は無言のままその少女の首根っこを捕まえて起き上がらせた。

「えっ、あのお兄さま、そんないきなりスキンシップなんて！」

　仔こ猫ねこのように持ち上げられた少女は、両りよう頰ほおを手で包み込んで嬉うれしそうに目を細めていた。

「何勝手に上がり込んでるんだ。まあいい。お前とは話したいことが山ほどあるからな。ちょっと来い」

　どうして俺の家が分かったのか、ついでに言えばどうして上がり込んでいるのか疑問だが、問い詰めれば分かるだろう。

　俺はその子を外へ連れ出そうとする。すると、少女は歓喜の声を上げた。

「お兄さまったら大胆！　ですがわたしもお兄さまとお話ししたいと思っておりました！」

「なあその、お兄さまって呼ぶのやめてくれないか？　俺はお前の兄なんかじゃないぞ」

「何をおっしゃいますかお兄さま、わたしは──」

「お帰りなさい、久きゆう真ま」

　ちょうどそこへ、リビングから母さんが出てきた。

「ああ母さん、ちょうどよかった。こいつが勝手に家に上がり込んで、俺の妹だとか言うんだ。ちょっと追い出すのを手つだ──」

「ちょっと久真、九ここ舞まをイジメちゃだめじゃない」

　母さんは少女ではなく俺に叱るような目を向けた。

「は、九舞だって？」

「そうよ、阿あ部べ九舞。あなたの妹よ」

　訳が分からない。阿部九舞？　俺の妹？

　俺の思考回路が停止しようとする中、首根っこを摑つかまれたままの少女が俺に顔を向け、にっこりと笑った。

「九ここ舞まと申します。よろしくお願いしますね、お兄さま」




　どうにも話を聞かなければいけないことがたくさんある。

　俺おれたちはダイニングテーブルに着き、夕飯を食べながら話をすることになった。

　正面に座った九舞がまず自分の生い立ちについて簡単に話す。

「わたしは生まれたばかりの時から、ちょっとしたことでもクマ化してしまったらしいのです。そのためお父様と一緒にクマの里で暮らして、クマ化を制御するための訓練をしていたのですよ」

　父さんのこととかクマの里のこととか、詳しく聞きたいことはいくつもあるのだが、今は最も言っておきたいことがあった。俺は隣で黙々と咀そ嚼しやくする母さんに目を向ける。

「母さん、父さんは海外で単身赴任じゃなかったのか？　それに俺に妹がいたなんて初耳だぞ？」

「言ってなかったかしら？」

「言ってなかった」

「じゃあ今言ったわ」

　母さんは知らん顔で夕食のおかずを口に入れた。

　まったく、ひどい母親だ。この十五年間、家族の存在を教えてくれないなんて。まあ、俺おれがクマのハーフであることを告げる時もえらく軽い調子で言った人だ。この母に何を言っても無駄だろう。












　ところで俺のもう一人の親、父さんはどうしたのだろう。

　俺は九ここ舞まへと向き直った。

「なあ九舞、父さんは帰ってこないのか？」

「まだ少しやらなければいけない仕事があるそうで、いましばらく帰れないそうです」

「そうか……」

　この状況、父さんの口から色々聞いた方が早いと思ったのだが、それはもうしばらく叶かなわなそうである。

　俺は続けて九舞に訊たずねる。

「じゃあ九舞はなぜ今になって帰って来たんだ？　クマ化の制御とかはもういいのか？」

　九舞は明るい笑みを見せて頷うなずいた。

「はい！　完全に制御ができるわけではありませんが、人間世界で暮らす以上は問題のないくらいにはなりましたので」

「そうか、それはよかった」

　九舞の笑顔は、テーブルの上に置かれた写真の中の父さんにそっくりだった。タンクトップの上にオレンジ色の作業着をだらしなく着こなした父さんは、黒髪をツンツンと尖とがらせ、満面の笑みでピースをして写っている。

　この人が、九舞がクマ化を制御できるようにしてくれたのか。

　ちょっとしたことでクマ化するとか言っていたから心配だったのだが、それなら安心だ。何せここ日ひ夏なつ市には、クマを見たら殺しにくるマタギ娘とクマをモフモフせずにはいられないクマニアがいるからな。制御できなければ苦労しただろう……。

　さて、ならば今日の本題に移るとしよう。俺は若干語気を強めて九舞に問う。

「で、だ。九舞はなぜ桜さくらにちょっかいを出していたんだ？　あの手紙もお前のものだろ？」

　九舞が答えるよりも先に、母さんが反応した。九舞を見て、咎とがめるような口調になる。

「何？　九舞ったら桜ちゃんにイタズラしたの？　だめじゃない」

「うぅ……」

　母さんに叱られ、シュンと縮こまる九舞。か弱そうな女の子が落ち込んだところへさらに責めるようで気が引けたが、九舞のためにも訊ねる。

「どうしてあんなことをしたんだ？　話してみろ」

「……お手紙に書いた通りです。天あま海み桜の汗は、お兄さまを弱くしてしまっているからです」

　九舞は下を向いたまま小さな声でそう言ったかと思うと、いきなりテーブルに手を突いて立ち上がり大声を上げた。

「だいたいお兄さまは、お父様のように気け高だかく勇猛なクマであるはずなのです！　でも五日前から日ひ夏なつ山でキャンプをしてずっとお兄さまの様子を観察していましたが、あれではただのハチミツ大好きな変態ではありませんか！」

「待って九ここ舞まちゃん、いったいどんな場面を目撃しちゃったのかな！」

　俺おれが桜さくらをペロペロしているところとかだろうか!?　それ以外に思い当たる節ふしがない。妹に兄の変態行為を見られてしまったかもしれない！

　つい俺まで慌てて立って大声を上げたところで、母さんの注意が入った。

「二人とも、食事中よ。大人しく椅子に座って話をしなさい」

「「はい……」」

　下手に怒鳴るよりも威圧感と迫力のある母さんの声音に、俺たちは大人しく席に着くのだった。

　食事を再開して間もなく、九舞が静かな声でさっきの続きを話し始めた。

「お兄さまはこんな腑ふ抜ぬけなはずありません。何か理由があるはずです。それで考えた結果、真っ先に思い浮かんだのがいつもお兄さまの近くにいる人間、天あま海み桜でした」

「だから、桜へ俺から離れるように手紙出したり、ちょっかい出したりしたのか？」

　九舞は頷うなずいた。自分の行いの何が間違っているのかと問いかけるような強気な目だ。

「汗をかかせる攻撃をして脅おどせば、手紙に従ってお兄さまから離れると思いました。どういうわけか天海桜はまだ離れようとしないようですが、あともう一息のはずです」

「はあ～……」

　思わずため息が出た。呆あきれとか安あん堵どとか、もう色々なものがごっちゃになったものだ。

「危ない変質者の仕業とかじゃなくて安心したよ。だが、これ以上桜に手出しをするのはやめてくれ」

「どうしてですか！　お兄さまは天海桜がいなければきっと！」

　九舞はまた声を大きくして食いついてきた。理由を話したうえで俺からそう言われるのが予想外だったのかもしれない。

「悪いが、俺が弱々しいように見えるならそれは元からだ。父さんがどんなやつかは知らないが、どう頑張っても本物のクマには敵かなわないよ」

「そんなはずは……っ！」

「本当のことだ。俺は弱い人間だよ」

「ですが……！」

「九舞」

「っ!?」

　俺が九舞の頭に手を乗せると、彼女はびっくりして体をすくませた。

　目を丸くする彼女を撫なでながら、落ち着いていても強い語気で言う。

「自分の理想を押し付けるな。そのせいで桜さくらがどれだけ迷惑したか分かってるのか？」

　九ここ舞まは落ち込んだように下を向き、ボソッと呟つぶやく。

「……わかりました。天あま海み桜にはもうこれ以上手出しをしません」

「意外に物分かりがいいんだな」

　これでも頑固さに定評のある俺おれだ。その妹なら、もっと長期戦になると思ったんだがな。

「子供ではないですから。物分かりくらいいいです」

「いや、十じゆう分ぶん子供だろ。そういえばお前、小学校通わなくてもいいのか？」

「へ？　小学校？」

　九舞がポカンと小首を傾かしげた。

「お前、小学生だろ？」

「いやですお兄さま～。わたしとお兄さまは三つ違い。わたしは中学一年生ですよ～」

　九舞は俺が冗談を言っていると思ったのか、笑いながらそう言った。一方俺は驚きを感じていた。九舞の容姿からは、ランドセルを背負ってるのは想像できても、中学校の制服を着てるところは想像できなかったからだ。

「え、そうだったのか。てっきり小学生とばかり……」

「お兄さまに若いって言われた！　きゃ～うれしー！」

「いや若いとかそういう問題じゃ……まあいいや。で、学校は大丈夫なのか？」

　九舞が喜んでいるなら、これ以上何かを言うのはやめておこう。そう思って話を戻す。

「学校は明後日からということになっていますので大丈夫です」

「そうか」

「クマの里の学校では穴掘りや木登りが一位でしたから、それを人間たちに披露するのが楽しみです！　給食にはもちろんドングリパイが出るんですよね？」

　わくわく胸を弾ませながらそう言う九舞を前に、俺は頭を抱えた。

　どうやら、明後日までに教えることがいっぱいありそうだ……。

「二人とも、話ばかりしてないで早く食べちゃいなさい」

「「はーい」」

　あたかも以前からそうしていたかのように、俺と九舞は声を揃そろえて返した。

　というわけで、本当にいきなりだが、我が家に妹がやってきたのである。




　食事を終えると、俺はいつも通り風呂へ向かう。脱衣所で服を脱ぎ、暑い一番風呂に浸つかった。

「ああ」

　つい年寄り臭い声が漏もれてしまった。しかし、それも仕方ない。今日は色々なことがあって疲れたのだ。主に九舞関連のことなのだが。

　まさか俺おれに生き別れの妹がいたなんてな……。

　さっきは驚きと混乱しかなかったが、何となく嬉うれしいのだろうか。自分の感情なのにまだよく分からない。

「妹か……」

　雫しずくが滴したたる風呂の天井を眺めながら妹について考えてみた。

　妹といえど異性であるため、どう接すればいいのか分からない。けれど、ファッションチェックしてもらったり弁当を作ってもらったりしたら楽しいんだろうな。

　それで漫画みたいに「お兄ちゃん♪」って呼ばれたり、口では色々言いつつも甘えられたりなんかしたらきっと幸せに違いない。ああ、早くそうなる日が来ないだろうか。

　これからの妹との生活に期待を膨らませていた時だった。

「お兄さまぁ～!!」

　ガラーッと風呂の戸を開け放ったのはご機嫌な笑みを浮かべた九ここ舞まだった。

　九舞は、服もタオルもない一いつ糸し纏まとわぬ姿。つまり真っ裸だ。未成熟な体の正面がすべて見えてしまっていた。

「なっ、なにやってんだよお前っ!?」

　思わず俺は慌てて背中を向けた。

「お兄さまのお背中をお流ししようかと思いまして」

「いやお前もう中学生だろ！　中学生にもなったらそんなことしないだろ普通っ！」

「え、ですがわたしたち兄妹きようだいですよ？　それにクマの里ではお父さまとずっとお風呂に入っていましたし」

　確かに家族ならばここまで動揺する必要はないと思うのだが、これまで離れて暮らしていただけにどうも気が落ち着かない。

「と、とと、とにかく出てってくれっ！」

「でも、もう入っちゃいました」

「なにっ!?」

　知らないうちに九舞も湯船に浸つかっていた。俺の真横に密着して入っている。

「なら俺が出る！」

「え」

　俺は急いで風呂から上がり、脱衣所へ飛び出した。

「一緒にお風呂入りましょうよーお兄さまー」

　風呂の中から九舞の声が聞こえたが、無視して寝巻きに着替え、二階の自分の部屋へ逃げた。

　まったく、えらい目に遭った……。こんな日は早く寝てしまおう。

　俺は髪を乾かしてから部屋の明かりを消し、ベッドへ横になる。

「お・に・い・さ・ま」

　いつの間に入り込んだのか、ベッドにはすでに九ここ舞まが寝ていた。彼女はにこりと微笑ほほえんで俺おれの顔を見つめている。

　俺は無言で部屋の明かりを点つけ、九舞の首根っこを摑つかんだ。

「きゃっ」

　なぜかまた嬉うれしそうにうっとりとする九舞を部屋の外に放り出し、今度こそ穏やかに眠れる環境を確保した。

　まったく、やはり九舞には教えることが色々ありそうだ……。
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　翌日の昼休み。

　青空のもと、俺と桜さくらは屋上に突き出た塔とう屋やの陰にシートを敷いて弁当を食べていた。

　日ひ差ざしが強い夏の時期は、ベンチではなく塔屋の陰で食べようということになったのである。

　屋上のフェンスからはグラウンドで走り込みをしている楓かえでの姿が見える。体の中で常に生成されるメイプルシロップの汗を流すためだ。

　鈴すず木きはといえば、昼休みのこの時間は教室で女子生徒たちに囲まれて弁当を食べている頃だろう。

　つまり、この時間だけは何の気兼ねもなく桜と過ごせるというわけだ。休み時間は鈴木が桜にべったり、放課後は他の生徒がたくさんいるからな。一日の中でも二人きりの時間は珍しいのだ。

　俺は九舞に関しての一連の出来事を桜に話した。もちろん、風呂やベッドに入ってきたことは抜きにして、である。

「そういうわけで、うちの妹が迷惑かけてすまなかった」

　食べるのを中断して頭を下げた俺に、桜が慌てたように両手を振る。

「いっ、いえ、変な人の仕業ではなくてよかったです。それにもうしないように言っていただけたわけですし、大丈夫ですよ。頭を上げてください、ベア君」

「ほんとにすまない」

　桜の優しさに甘えて頭を上げた。

　弁当箱を空にした桜がメロンパンを手に取り、ぱくりと一口食べて言う。

「それにしても、ベア君に妹さんがいたことに驚きました」

「俺も驚いたよ。ずっと一人っ子だと思ってたからな」

「ひょっとして、妹さんもベア君そっくりの変態さんなのですか？」

　桜さくらが茶ちや化かすような笑みを向けてきた。

「さあ、どうだろうな……」

　昨日の風呂やベッドでのことを思い出し、俺おれも否定することができない。

　桜が続けて訊きいてくる。

「ですがきっと、ハチミツ大好きな変態さんなのですよね？」

「詳しくは分からない。なにせ生まれて十五年間、ずっと知らされてなかった妹だからな」

　ずっと話さなかった母さんも母さんだが、登場の仕方が大胆な九ここ舞まも九舞だ。俺は弁当箱からウインナーを口に入れ、苛いら立だたしげに嚙かみ砕くだいた。

「ったく、突然現れて挨拶よりも先にイタズラ仕掛けてきて、九舞も困ったやつだよ」

「可愛かわいらしい妹さんではないですか。きっと兄であるベア君を取られた気がして嫉しつ妬としたんですよ？　幼い頃、楓かえでも似たようなことをしたことがありました」

　ここ何日か危害を加えられていたのに、桜は柔らかい笑みを浮かべて九舞を庇かばった。

「それに素直でいい子です。ベア君に注意されてもうやらないと言うんですから」

　そう言って桜はメロンパンを膝に置いて、水筒からコップにお茶を汲くみ、ごくりと──

「ごほっげほっ」

　──飲んだ途端、むせ返った。

「大丈夫か桜!?　どうしたんだ！」

　桜がお茶の入った水筒とコップを見て、驚きと疑問が混ざった顔になった。

「これ、熱いです……！　冷たい飲み物を入れてきたはずなのに」

「まさか……！」

　すぐに辺りを見回し、思い当たるやつの姿がないか確認する。

　恐らく、桜のお茶を熱いものにすり替えた犯人は、このイタズラの効果があるかを見張っているはずだ。つまり、今この場にいる可能性が高いと踏んだのである。

　俺はぐるりと塔とう屋やを回り込み、屋上の出入り口である鉄扉を勢いよく開け放った。

「わっ!?　お兄さま！」

　するとそこには、驚きに目を丸くして仰のけ反ぞる小柄な少女の姿があった。黒髪黒目で幼い顔をしており、Ｔシャツにショートパンツという服装。

　紛まぎれもなくそれは我が妹、阿あ部べ九舞である。

　結局物分かりの悪い子供だったじゃないか!!

「おい九舞、ちょっと来い！」

「せ、戦略的撤退ですっ！」

　九舞を捕まえようとしたら逃げられてしまった。

「あっ、おい待て！」

　追いかけようとしたが、あっという間に九舞の姿が見えなくなってしまった。やはり速い。追いつくのは困難だろう。

　俺おれが諦めて塔とう屋やの陰に戻ると、桜さくらはブラウスの中にパタパタと風を送り込んでいた。熱いものを飲んだことで体温が上昇してしまったのだろう。白い首にはきらきらとした蜜が見え、ほのかに甘い香りが漂ってきた。口の中によだれが吹き出す。

　しかし、少量だったため、ウェットティッシュで首や胸元をさっと拭いてしまった。その姿を見ていると、惜しいと思う反面、無性に申し訳ない気持ちが込み上げてくる。

「さっきいきなり飛び出していきましたが、どうしたのですか？」

　桜がうまく状況の摑つかめていない顔を向けてきた。

「悪い、桜……またうちの妹の仕業だ……」

「え、ですが、妹さんはもうしないと」

「たぶん納得してなかったんだろうな。これは俺のせいだ」

「いいえ、ベア君。ベア君は何も悪くありません。それに……」

　桜は熱いものを飲んだせいか顔を真っ赤にし、下を向いてボソッと呟つぶやく。

「べ、ベア君が守ってくれるのですよね」

「ああ、もちろんだ。俺がお前を守る」

　そうだ、俺が桜を守らなければならないのだ。桜のために。ハチミツのために。

　そう決意する俺の横で、桜が眉まゆ尻じりを下げて水筒に視線を落とした。

　桜は水筒の飲み物が飲めないのだ。このままでは申し訳ないので、俺は自分のペットボトルのお茶を差し出す。

「飲み物ないと困るよな。すまないが、ひとまずは俺ので我慢してくれ。さっき買ったばかりで冷たいし、まだ一口しか飲んでなくて結構あるから」

「べ、ベア君の飲みかけ……かん、間接……」

　桜は俺のお茶を見て、顔を真っ赤にして動揺しだした。ウェットティッシュで額を拭ぬぐい、プイとそっぽを向く。

「そっ、そんなものはいりませんっ」

「そうか？　遠慮しなくても……」

「とにかく、いらないったらいらないのですっ」

　そう言いつつも、桜はちらちらとお茶を見ていた。何となく物欲しそうに感じたが、本人がいらないと言う以上受け取らないだろう。

「そうか、じゃあ後で自販機に行って飲み物奢おごらせてくれ」

　そう言って俺がお茶をカバンへ仕し舞まうと、それを見た桜がおもちゃを取り上げられた子供みたいな顔になって、「あぅ……っ」と残念そうな声を漏もらした。

「ん？　どうした、桜？」

「な、何でもないです。それにしても、妹さんも手の込んだことをしますね。いつの間にすり替えたのでしょう？」

「持ち主の知らない内にすり替えるなんて、凄すご腕うでの暗殺者みたいな芸当だよな。それに、今までよりも桜さくらに汗をかかせるコツのようなものを摑つかんできてる気がする。このまま野放しにしてたら危険かもしれないな……」

　教室の中でさっきのようなことがあれば、誰かに秘密がバレかねない。

　昨日よりも気を張って過ごすべきだろう。

「それにベア君……悪い報告があります」

「なんだ？」

　桜がウェットティッシュの袋を持ち上げて、青ざめた表情をする。

「さっきのでウェットティッシュが尽きてしまいました……体を冷やすための道具も、水筒の中身をすり替えられた時に取り上げられてしまったようでして……」

　九ここ舞まのやつめ！　一体どこまで桜に迷惑を掛けたがるんだ！

「俺おれの妹がほんとにすまないっ！　今夜改めて九舞をきつく叱って、今度こそやめさせようと思う。だから今日のところは、万が一汗をかいた場合は俺が責任持って全部舐なめるから安心しろ！」

「わかりま……って、安心できますか！　ベア君のバカ！」

　バコッ、と桜が俺の頭を叩たたいてきた。

　さて、ウェットティッシュや体を冷やすための道具がなくなってしまった。この状況で九舞のイタズラに引っかかれば、抑えることもできずに桜は汗をかいてしまうだろう。

　そのため俺たちは、気を張って一日を過ごすこととなった。
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　その後、俺たちはイタズラや罠わなが仕掛けてありそうな場所に注意して午後を過ごした。

　しかし、警戒したものの結局何も起こらないまま放課後となった。

　涼しくなるのをじれったい気持ちで待ち、桜を送り届けるために俺たちは一緒に昇降口を出る。まだ夕ゆう陽ひが差しているため、桜は日傘を差すことに。いつもよりも早い時間になってしまったが、これ以上学校にいるよりはさっさと帰る方が安全だろう。

「なんだかんだであとは帰るだけだな。今日は無事に終わりそうで安心だ」

「ですが、楓かえでの方は大丈夫でしょうか？」

　桜は日傘を握る手に力を込め、自分の妹のことを案じて眉まゆを曇らせた。

「あいつは常に汗を流しきってるから大丈夫だと思うが、一応様子を見に行ってみるか」

「はい、お願いします」

　桜はこくりと頷うなずいた。いつ九舞が仕掛けてくるかと不安で仕方なくはあったが、寄り道をすることが決定。俺おれたちは体育館脇を通り、グラウンドへ向かった。

　グラウンドの端の方では野球部が、中央のトラックでは陸上部が活動している。楓かえでの姿を捜すと、すぐに半袖短パン姿でトラックを走るライトブラウンの髪の少女を見つけられた。学年二大美少女と呼ばれるだけあって、広いグラウンドの中でも非常に目立つ。今は部活中だから髪を解ほどいているようだ。

「楓はあそこですね」

　桜さくらもすぐに見つけることができたようだ。

　俺たちは楓の練習の区切りがつくまで、グラウンド脇の木の下で待とうと思った。けれど、楓はこっちの視線に気が付き、凄すさまじい勢いでダッシュしてきた。

「クぅ～マさぁん！」

　そのまま満面の笑みで俺に向かってダイブ。ぎゅっと抱き締めてきた。スレンダーながらも柔らかい体が押し付けられ、無意識に鼓動が加速する。暑いせいもあって、どんどん汗が噴き出してきた。

　俺はすぐさま彼女を引きはがそうとする。

「おい！　離れろ楓！」

「どうしてよ？　あたしは常に蜜の汗を流しきってるから、くっついてもクマ化しないはずでしょ？」

　楓はアメシストのような深い色合いの瞳ひとみを丸くして首を傾かしげた。桜そっくりな顔をしているせいで変に緊張してしまう。

「そういう問題じゃなくてだな！」

　楓の体は練習中だったためかしっとりと濡ぬれていた。メイプルシロップではなく一般的な何の変哲もない汗だったが、これはこれで問題だ。

　蜜とは違った女の子特有の甘い芳香が俺の鼻を刺激して、変な気分にさせてくる。

　そこで、俺たちを見てムスッとしていた桜が口を開いた。

「楓、離れなさい」

「えー」

　ナイスだ、桜！　姉として妹をなんとかしてくれ。

「いいから離れなさい。ベア君が困っています」

「やーだー」

　一向に俺から離れようとしない楓に、桜がため息を吐ついて呆あきれたように言う。

「……はあ。では、あとでベア君のクマ化隠し撮り写真を分けてあげますから」

「はい、離れたわよ」

　楓は即座に俺を放してくれ、乱れたボブカットの髪や半袖、短パンを整えた。

　大人しく離れてくれたのはいい。それはいいのだ。

　だが、一つだけ気になる発言があった。

「なあ、俺おれのクマ化隠し撮り写真って、なんの……」

「それで、お姉ちゃんにクマさん。あたしに何の用かしら？」

「おい無視かよっ！」

　真相を訊たずねようとしたら、楓かえでの完璧なスマイルで完全にスルーされてしまった。

「実はですね……」

　再度訊きき直そうとしたところで、すかさず桜さくらが事情を話し始めてしまった。

　双子姉妹の華麗な連係プレイが炸さく裂れつした今、この二人に敵かなうとは思えない。それより九ここ舞まのことの方が大事だ。俺は大人しく、桜と楓の話に交じることにした。

　話を聞き終えた楓はグッと拳こぶしを握りしめて俺に迫り寄ってくる。

「えー、どうして九舞ちゃん、あたしには何もしに来てくれないの！」

「なぜそうなる!?」

「だって、クマさんの妹ちゃんが九舞ちゃんってことは、九舞ちゃんもクマさんなんでしょう！　じゃあモフモフするしかないじゃない！」

　さすがはクマ大好きなクマニア。危害を加えられるかもしれないってのに、モフモフのことしか頭にないようだ。

　いつも通りの妹の様子を見て、桜は安心したように息を吐ついた。

「この様子なら何も起こってないようですね」

「だな」

　そもそも楓は常にメイプルシロップの汗が出ない状態を維持しているからとりわけ心配することはないと思っていたが、イタズラもされていないようでよかった。

「じゃあ、九舞が何かを仕掛けてくる前に、そろそろ帰ろ────っ!?」

　帰ろうか、と言おうとした時だった。

　真横に植えられた木から大量の何かが降ってきたのだ。

　肩に乗った一つを手に取って何か確認する。

「──うおわっ」

　全身に寒気が走り、咄とつ嗟さに取り落としてしまった。俺が手に取ったそれは、緑の背に黄色の腹、カラフルな模様があって、足がたくさん付いている芋虫状のもの。つまり芋虫である。

　俺たちに降り注いだ大量の何かは、すべて芋虫だったのだ。

「「ひゃっいっ！」」

　桜と楓も身を縮めて高い声を上げた。パタパタと頭や肩を払って芋虫を落とそうとする。

「ん……？」

　ふと俺はあることに気が付いた。

　俺おれが落とした芋虫は一向に動く気配がない。まさか落とした時に死んでしまった？　いや、足元に転がる五十匹ほどの芋虫すべてが動こうとしないのだ。

　ひょっとしてと思い、俺は芋虫の一つを拾ってみた。

「大丈夫だぞ。この芋虫はただのおもちゃだ」

「「え」」

　天あま海み姉妹は動きを止めて足元の芋虫を見下ろした。そして俺の言葉が真実であると確認すると、一様に胸を撫なで下おろしていた。

「お、おもちゃでしたか……」「驚かさないでよぉ……」

　それにしても、木から突然これだけの芋虫のおもちゃが降ってくるなんておかしい。また九ここ舞まの仕業に違いない。

　そう考えていた時だった。すぐ真横からどっと濃厚な甘い香りが漂ってきたのだ。

　わくわくし、心躍り、胸が高鳴る香り。ハチミツの香りだ。

　慌てて桜さくらを見れば、彼女の額や首はキラキラと輝いていた。

「桜……すごい汗だ……っ！」

「ほんとですかっ。えっ、どうしましょう……っ！　って、ベア君も！」

　桜はいきなりの非常事態にパニックを起こしつつ、俺の頭を見て指摘。

　頭を触ってみると、ふさふさとした毛の感触がした。クマの耳が生えたのである。

「いつの間にっ」

　楓かえでがさっと俺に寄り、素早くクマ耳に手を添えた。

「たいへん！　なんとかしなきゃっ！」

「そう言いながらも耳をモフモフするな！」

　楓はいつでも楓だな！　こんな事態でも慌てないところはむしろ羨うらやましい。

　桜が切迫した表情で俺を見る。

「ベア君、どこかへ隠れないと……っ！」

「わかってる。どこかいい場所は……！」

　きょろきょろと辺りを見回すが、隠れるのに最適な場所は見当たらない。この辺りの木陰も隠れるには小さすぎる。それに、そこら中に陸上部員たちがいて危険だ。

　すると、楓が片手でクマ耳を触りながら、校舎の奥の方を指差して声を張る。

「クマさん、お姉ちゃん。すぐそこのプールの裏に行って！　そこならこの時間、人がいないから！」

「ありがとう、楓！」

　俺は楓の手を優しく引きはがし、桜の手を摑つかんだ。

「行くぞ、桜」

　桜はコクッと頷うなずいた。

　俺おれは片腕でクマ耳をぎゅっと押さえつけ、桜さくらの手を引いてプールを目指す。

　幸いにして誰ともすれ違うことはなく、難なくプールの裏へ辿たどり着ついた。

　プールは学校の奥にあり、高い木々によって囲まれている。プールサイドは身長よりやや高いコンクリート基礎の上にあるため、そのすぐ脇に屈かがめば容易に身を隠すことができた。おまけにプール以外には何もない場所だから誰の気配もない。

「ほんとに人がいないな……。楓かえでにはまた借りができたぜ」

「ベア君」

　桜が俺を呼んだ。頰ほおを紅潮させ、恥ずかしそうに目を逸そらす。そして、おもむろにリボンを緩め、ブラウスのボタンを一つ外した。

　桜の艶あでやかな仕草にゴクリと唾を飲み込み、一層心臓の鼓動が速くなる。ハチミツの香りも相あい俟まって、理性が薄れていった。

　俺は桜の両肩を摑つかみ、襟えり元に口を近づけた。猛烈な甘い香りが肺の中を満たす。

「舐なめるぞ……桜」

　次の瞬間、桜の白くてほっそりとした首に舌を這はわせた。

「んっ……ぅ」

　一瞬にして口くち中じゆうに濃厚なハチミツの甘みが広がった。

　うぅ～うますぎる!!　やっぱり桜のハチミツは最高だ！

「あぅ……やっ……っ」

　桜がくすぐったそうに身をよじるが、そんなのはお構いなし。彼女の首から耳のあたりまでぺろぺろ舐めた。

「べっ……あくん！　くすぐったいです……っ！」

　夏のせいで口どけが速い分、舐め取るスピードも速くなる。

　俺は次々と桜の首を舐なめ回まわした。ブラウスの襟を広げ、肩も舐め始める。

　うう、でもベストが邪魔で舐めにくい。

　すると、まるで俺の心を読んだかのように、桜がうっとりした顔でベストを脱ぎだした。さらには残ったブラウスのボタンも全部外し、それも脱いでしまう。

　はらりとブラウスが地面に落ち、キャミソール姿となった桜が現れた。

「さ、さくら……！」

　俺は慌てて目を逸らしつつも、甘い香りに鼻が吸い寄せられてしまう。

　気が付けば俺は、また桜の肩を摑み、大きくあいた胸元を舐め回していた。

「んぅ、あっ」

　もっと舐めたい！　もっと口の中をハチミツでいっぱいにしたい！

　よりハチミツの香りが濃い個か所しよを鼻で探ると、桜の脇の下に行き着いた。

「まっ、まって！」












　脇も舐なめようとしたところで、桜さくらにおでこを押さえられ、止められてしまった。

「はあはあ……今どこを舐めようとしましたっ？」

　桜が息を乱しながら慌てたように訊きいてきた。

「どこって、脇だぞ。そこから濃厚なハチミツの香りがだな……」

「だからといって脇はその……！」

　桜はぶんぶん腕を振り回し、顔から火が出そうなほど真っ赤になって言った。

　さすがに脇を舐められるのは抵抗があるのかもしれない。だが何としてもそこにたっぷりあるハチミツを舐めたい。何かいい方法はないか。そういえば、最初に舐めた時もこのようなことがあったな。

　俺おれはその時のことを思い出して提案する。

「じゃあ、ハチミツを手に取ってくれ。それを舐めるから」

「はあ!?　な、ななな何を言っているのですかっ！」

「だって前そうやって舐めさせてくれただろ？」

「それは、そうですが。そういう問題ではなくてですね、だって脇の……」

「ダメなのか？」

　俺が懇願するように見つめていると、桜はしぶしぶ了承してくれた。

「う～、分かりました……っ」

　桜さくらは脇に手を入れた。そして、ねとっとしたハチミツを付けた手を取り出す。

「ど、どうぞ」

　頰ほおを熟したリンゴのように赤く染め、その手を差し出してくる。

　俺おれはその手の指にしゃぶりついた。

「ふにゅっ……んあ、やっ」

　桜の脇のハチミツは、心なしか首や胸元のものよりもぎゅっと濃縮された感じがした。

　こんなに濃くハチミツの味を感じたのは初めてかもしれない。

　指と爪つめの間まで舐なめ、手の平を舐なめ回まわす。

　もっとだ。もっと舐めたい。もっと、もっと──。

「──っ!?」

　不意に、視界の端に人影が見えた。

　日ひ夏なつ高体操ジャージ姿の女子生徒。ウェーブがかかった桃色のロングヘアで、まるで水の中にいるのではないかというほどふわりとしている。

　その女子生徒が重そうなカゴをせっせと運びながらプールの中へと入っていこうとしたのである。恐らくは水泳部員だろう。

　大慌てで桜の手から口を離し、情けなくも彼女の陰に隠れようとする。

「どうしたのですか、ベア君？」

　俺の異様な行動に、桜がトロンとした目で疑問の表情を浮かべた。

　桜の肩に置かれた俺の手に、剛ごう毛もうや鋭するどい爪はない。頭を触っても通常通り髪の毛があるだけだった。

　たぶんちょうど、クマ化が解けるタイミングだったのだろう。

　俺は恐る恐る桜の背後を窺うかがった。けれど、そこには誰もいない。きっと俺たちには気付かずに通り過ぎたのだ。

「いや……誰かに見られた気がしたんだが、たぶん大丈夫だ。それよりも……」

　俺は桜に視線を戻した。

　桜のキャミソールの肩かた紐ひもはずり落ち、少し捲めくれて白い下着が若干見えてしまっている。大変目のやり場に困った。

　桜も自分の姿を見て赤面し、すぐさまキャミソールの肩紐を戻して、さっとブラウスを拾ってそれで胸元を隠す。

　そんな彼女からは、未いまだに強いハチミツの香りが発せられていた。

「暑いせいか、まだまだ汗が……」

　自分の体を触って確かめた桜がそう言った。

　俺の体は戻ったが、桜のハチミツの汗は止まらなかったのである。夕方とはいえ、こんな暑い日に長く外に出ていたんだから仕方ない。

　しかし、ウェットティッシュも体を冷やす道具も九ここ舞まに奪われたままだ。どうすれば……。

「フフフフフ」

　突とつ如じよ、不敵な笑い声が轟とどろいた。

　俺おれたちが声のした方を向くと、そこには黒髪ツインテールのボーイッシュな格好をした少女がしたり顔で立っていた。まあ、変な笑い声の時点で誰かはすぐに分かったが、言うまでもなくそれは九舞だった。

　九舞は両手を腰に当て、桜さくらを見て偉そうに言う。

「分かりましたか天あま海み桜！　このまま要求を吞のまなければ、人前で汗をかいてしまうかもしれません。つまり、あなたはわたしの要求を吞むしかないのですよ。さあこれに懲りて、金こん輪りん際ざいわたしの、わたしだけのお兄さまには近づかないでください」

「お前、まだそんなこと言うのか」

　俺は思わず呆あきれて頭を抱えてしまった。

「当たり前です。昨日、お兄さまがわたしを叱ったのだって、きっと天海桜の汗が原因。お兄さまが強くて気け高だかい存在になるためには、とにかく天海桜の汗が……」

「ん、汗が？」

　九舞の動きがリモコンで操られたかのように停止した。彼女は目を瞑つぶり、スンスンと鼻を利かせる。

「汗が……ハチミツが……いい香りです」

　九舞は見えない力に突き動かされるかの如ごとく、桜へ吸い寄せられてきた。

「あっ、おい」

「いただきまーす」

　そして止める間もなく、九舞が桜に飛びついた。桜をコンクリート基礎の壁に押し付け、その上に九舞が食らいつくように覆おおいかぶさる。

「ふにゅっ……んっ、あっ」

　九舞はペロリペロペロと桜の首や胸元を舐なめ始めた。

　黒いツインテールからはぴょこんとクマ耳が生え、手首から先がふわふわとしたぬいぐるみのようなクマの手になる。九舞のクマ化だ。

　けれども、それ以上クマ化は進行しない。どんなにハチミツを舐めてもそのままだった。これがクマ化を制御するということなのだろう。

「なんですかこれっ！　おいしすぎますっ！　とろけちゃいそうです！」

「んっ……やめっ」

　九舞は一心不乱に桜の肌を舐なめ回まわした。

　首や鎖さ骨こつはもちろん、背伸びをしてうなじや顎あごの辺りを舐めたり、キャミソールの肩かた紐ひもを外してもっと際どい部分まで舌を侵入させたりする。

　助けようかとも思ったが、さっきよりももっと露出した桜さくらの姿を直視することができず、どうしていいか分からなくなってしまった。

「べ、ベアく……たっ、たすけてくださいっ」

　桜がくすぐったさに悶もだえながら救いを求める眼まな差ざしを向けてくるが、俺おれにはどうすることもできない。

　今は九ここ舞まが覆おおい被かぶさることで大丈夫だが、それを引きはがしたらあられもない桜の姿がそこにある気がしたからである。

　ああ、もう、いったいどうしたらいいんだ……！




　──ズドォン




　突とつ如じよ、耳をつんざくような轟ごう音おんが響き渡った。

　木々で羽を休めていた鳥たちが一斉に飛び立ち、俺たち三人はびっくりして動きを止めた。一瞬にして静寂に包まれたその場に、一人の足音が近づいてきた。

「おっと、すまない。クマの気配がしたからつい発砲してしまった。しかし、威い嚇かく射撃として空に撃ったから……おや」

　そう言って姿を現したのは、長くしなやかな黒髪をポニーテールにした美人な女子生徒。制服の上にオオカミのもと思おぼしき灰色の毛皮を着て、腰には短剣を入れた革製のホルダー、その手には煙を立ち上らせる猟銃を携たずさえていた。

　我らがクラス委員長にしてマタギの孫娘──鈴すず木き麗れい奈なである。

　鈴木はクマ討とう伐ばつ隊という組織に所属し、クマ鍋を食べるためにクマを狩ろうと常に目を光らせているやつだ。

　その鈴木が、切れ長の目を九舞に向けて硬直していた。

　まずいっ、九舞は今クマ化しているんだ！　コスプレとかいう誤ご魔ま化かしが利かなそうなガチのハンターである鈴木のスイッチが入ったら狩られてしまう！

「九舞っ！　逃げろっ！」

　突然、鈴木が猛ダッシュで九舞に駆け寄ってきた。

「いやぁああああああ」

　猪ちよ突とつ猛もう進しん。イノシシを彷ほう彿ふつとさせるような鈴木の勢いに、九舞は泣き叫びながら尻尾を巻いて逃げ出した。クマに巻けるような尻尾はないが、そんなことはどうでもいい。

　九舞と鈴木はあっという間に姿が見えなくなるような速さで中庭の方へと走り去っていく。

　このままでは九舞が危ない！

「桜さくらすまん！　俺おれもちょっと行ってくる！」

「はっ、はい！　行ってあげてください！」

　慌てて服を整えながらそう言う桜を尻目に、俺は九ここ舞またちの後を追った。

　クマ化した九舞の脚力には目を見張るものがあり、低めの植木やベンチなどの障害物を軽々と跳び越えてしまう。それを追う鈴すず木きも鈴木だった。律りち儀ぎにも九舞とまったく同じルートを辿たどって障害物を乗り越えていくのだ。その動きは普通の人間のものではない。

　しかしながら、半獣と人間ではやはり体力が違った。鈴木は九舞に見る見る離されていき、中庭に入った時には、完全に九舞を見失ったようである。

「はて、どこへ行ってしまったのだろう」

　鈴木はゆっくりとレンガの通路を歩きながら、中庭に植えられた様々な木を見て回る。俺は駆け寄って鈴木の気を逸そらそうとした。ところが彼女は急に立ち止まり、ある一つの植え込みを凝視する。

　次の瞬間、鈴木はバッとその植え込みに手を突っ込み、中から九舞を引っ張り出した。

「ひゃぁあああああ」

「捕まえたぞ、ちょっと来てもらおうか」

　しまった、捕まってしまった！　九舞が鍋にされてしまう！

　俺は二人のもとへ全力で駆け出した。












「さて、君……」

　鈴すず木きは夕焼けを思わせるような赤い瞳ひとみで、地面に手を突く九ここ舞まを見下ろした。いつも通りのポーカーフェイスであるため感情が読み取れないが、どう調理してやろうかとでも思っているのだろうか。

　鈴木は姿勢を低くし、ブルブル震える九舞と同じ目線になって言う。

「クマ討とう伐ばつ隊に興味はないかね？」

「…………はひ？」

　九舞は状況が理解できずに間抜けな声を出した。

　俺おれも危うくこけそうになるところだった。

　情報の処理が追い付かない俺たち兄妹きようだいのことなんか構わず、鈴木は興奮気味に九舞に顔を近づけてくる。

「このクマの装い、誠にかわゆいぞ！　食べてしまいたいほどだ。耳も前足もよくできている上、似合っている。素晴らしいぞ！」

「ひぃいっ」

　クマ耳やクマの手にぐっと顔を寄せられ、九舞は身を竦すくませて怯おびえた。

　それを見た鈴木が九舞を放し、反省したように一歩退いた。

「ああ、すまない。つい興奮した」

　ごほん、と鈴木は咳せき払ばらいをして仕切り直し、改めて事情を話す。

「話を戻すと、君にはクマ討伐隊に入ってほしいのだ。はじめは可愛かわいいから入ってほしいと思ったのだが、君の並々ならぬ身のこなしを見て決意した。ぜひともその力、クマ討伐隊にて発揮してもらいたい」

「えっ、あのっ、わたしは……え」

　鈴木が屈かがんだ姿勢のまま頭を下げたことで、九舞はさらに動揺を強め、しどろもどろになってしまった。

　なるほど、どうやら鈴木はクマ化した九舞をただのコスプレだと思ったらしい。てっきりクマの部分に反応して襲ってきたと思ったが、うまいこと勘違いしてくれて助かった。

　とすると、これは九舞にとっていい薬となるかもしれない。

「鈴木、そいつは俺の妹だ」

　クマのコスプレ姿の中学生にマタギの高校生が頭を下げるというカオスな現場に、俺は割って入った。

「そうか、この少女は阿あ部べ君の妹君だったか。阿部君はこんなかわゆい妹君がいて幸せ者だな。それはそうといいところに来たぞ。妹君をクマ討伐隊に勧誘するのを手伝ってほしい」

　鈴木は俺にまで頭を下げてきた。

「お兄さま！　助けてください！」

　一方、九ここ舞まの方はうるうるとした目で俺おれを見てきた。しかし──。

「鈴すず木き、今日一日だけ入隊体験させるくらいなら好きに連れてっていいぞ。兄である俺が許可する」

「なあっ!?　お兄さま！」

　──俺は見事に九舞を裏切ってみせた。

　九舞は絶望と驚きよう愕がくが入り混じった表情で恐おそる々おそると鈴木に顔を向けた。

「さて、阿あ部べ君の妹君よ。ひとまず今日一日だけだがお兄さんの許可はもらった。フフフ」

　鈴木はいつもの無表情ながらも口元からわずかに笑いを漏もらし、九舞の手を摑つかんで引っ張っていこうとする。

　ふと、鈴木が気になったことがあったように俺に振り返った。

「しかし、阿部君。何も見返りがないと言うのも申し訳ない。そうだな、今度阿部君には私のお気に入りのクマ用罠わなをプレゼントしよう」

「んなもんいらねーから持ってけ」

「阿部君、感謝するぞ」

　鈴木が嬉うれしそうな目をしてグッと俺に親指を立てた。

「感謝するのはむしろこっちだ。たっぷりイジメてやってくれ」

　俺もグッと同じように親指を立てて返した。

　マタギとクマ、狩るものと狩られるものという関係の俺たちだが、今初めて少しだけ心が通じ合えたような気がした。

　クマ討とう伐ばつ隊がどんな訓練をしているのか知らないが、きっと過酷なものに違いない。その証拠に、クマ討伐隊のメンバーは活動を開始してからの一ヶ月半で平均５キロ瘦やせたなんて噂うわさがある。

　そんな場所で鈴木にみっちりしごかれれば、九舞も少しは痛い目を見て反省するだろう。少なくともこれで今日一日はイタズラされることがなくなって安泰だ。

「お兄さまぁ」

　九舞が嘆き声を上げながら、うるうるとした目でこっちを見てきた。小動物のようなその眼まな差ざしに俺は心苦しくなった。

　しょうがない、ついていてやるか。

「鈴木、すまん。俺も見学をしていいか？」

「ああ、問題ないぞ阿部君。ぜひ見に来てくれたまえ」

　こうして俺は、九舞がクマ討伐隊でみっちりしごかれる様子を近くから温かい目で見守ることとなった。




◇◇◇




　クマ討とう伐ばつ隊の活動場所はそう遠くなかった。学校敷地内の一番奥。校舎と裏の日ひ夏なつ山に挟まれたやや広めの芝の空き地だった。

　そこに総勢十名ほどの迷彩服に身を包んだ男子生徒たちが集まっている。

　クマ討伐隊の隊員たちはそこで机を並べ、水場を設置して火を焚たき、何やら料理をしているようだった。炊き出しでもしようというのだろうか。

「そういえば、まだ名前を聞いていなかったな。私の名前は鈴すず木き麗れい奈な。クマ討伐隊の副隊長をしている」

　鈴木は九ここ舞まに自己紹介をし、迷彩服の男子たちの真ん中を指差した。

「隊長はあれだ」

　鈴木の指の先にいたのは小太りメガネのクマ討伐隊隊長、佐さ東とう蓮れん太たである。

　佐東はクマ討伐隊の面々と和気あいあいと話しながら、机の上のまな板で草のようなものを切っていた。

「あ、えっと……わたしの名前は阿あ部べ九舞です。明日から日夏中学校一年生として転入します」

　九舞はやや緊張しているようだったが、それでも丁寧に自己紹介をした。

　すると鈴木は満足そうに「そうか」と頷うなずき、クマ討伐隊へと手を示した。

「では九舞君、まずは植物の勉強だ。山で食べられるものや食べられないものを把握しておくことは、いざ遭難した時だけでなく、普段身を守るためにも必要なこととなる」

　鈴木はクマ討伐隊の活動に目を向けて続ける。

「今日は野草の調理実習だな。自分で採ってきた野草を使って隊員たちが料理を振る舞う。九舞君に阿部君、よかったら食べていってくれたまえ」

　鈴木はクマ討伐隊が作った野草のてんぷらの乗った皿を俺おれたちに差し出した。

「へえ、意外にもまともな活動してるんだな」

　そう言って俺は、てんぷらを一つ取ろうとする。

　隊員の激ヤセの噂うわさがあったのは噓うそだったのか。これでは九舞の薬にならないかもしれないな。そう思った直後、バタン、と重いものが落ちるような音がした。

「おい！　丸まる井いが倒れたぞ！」

「丸井のやつまたオシロイバナを採ってきたな！　これで四回目だぞ！」

　隊員が一人、腹を押さえて倒れたのだ。慌ててその隊員を助け起こすやつらの言葉から察するに、おそらくは毒草を食べてしまったのだろう。

　その光景を見ていた九舞はすっかり青ざめて、鈴木が差し出すてんぷらに伸ばしていた手を引っ込めていた。俺も手を引っ込める。

「ちなみに、実際の山の中では食べられるか専門家にちゃんと訊きくように。遭難してどうしても食べなければいけない時は、食べる前に匂においを嗅かいだりパッチテストをしたりしなければならないぞ」

　鈴すず木きは俺おれたちに注意をし、かすかな微笑ほほえみを作って九ここ舞まに問いかける。

「どうかね、クマ討とう伐ばつ隊は魅力的な集まりだろう？」

「えっ……は、はい。そーですね」

　四つん這ばいで背中をさすられながら胃の中の物を吐はき出そうとする隊員を見つつ、九舞が力なく答えた。入隊体験は始まったばかりだというのに、九舞の精神力はもはやゼロに近い様子である。

　それから九舞は、俺に助けを請うような涙目を向けてきた。もう悪いことしないから帰らせてという顔だ。だが帰すわけにはいかない。もう桜さくらにちょっかいを出さないよう、鈴木にしごいてもらわなければ。

　そういえば、九舞のクマ化はいつの間にか解けているが、誰も気にした様子がないようだった。たぶん、コスプレをやめたとしか思わなかったんだろうな。

　さて、調理を終えたクマ討伐隊員たちはテーブルなどを片付け、その場で次なる訓練を開始した。鈴木と九舞以外の一同は腹はら這ばいとなり、その体勢のまま前進していく。

「次は匍ほ匐ふく前進の練習だ。動物たちは敏感に我々の姿を察知する。身を隠しながら接近、移動できる技術があれば狩りがスムーズに進むことがある」

　鈴木が訓練の内容を九舞に解説している横で、匍匐前進をしていた隊員の一人がふっと消えた。いや違う。落とし穴に落ちたのだ。

　鈴木がわずかに笑みを浮かべて、錆さびついたかのような動きで茶ちや目めっ気けたっぷりにウィンクをして見せた。

「ちなみに今日は特別に落とし穴を用意しておいた」

「「えー……」」

　俺と九舞が呆あきれた声を漏もらした。

　隊員たちは大急ぎで誰かが落ちた穴へと集まる。

「丸まる井いが落ちた！　誰か手を貸してくれ！」

「丸井ぃー！」

　また丸井だったのか！　とことんツいてないな丸井。

　そんな様子を見ながら、鈴木は九舞にさっきよりも明るい微笑みを作って問いかける。

「どうかね、クマ討伐隊は魅力的だろう？」

「そーデスネ」

　九舞は遠い目で答えていた。もう考えるのをやめたようだ。今きっと彼女に何を言っても「そーデスネ」としか返ってこないことだろう。

　そんな状態の九ここ舞まを引っ張って、クマ討とう伐ばつ隊は次なる練習場所へと移動する。

　プールサイドとは逆の方向へ進むと、射撃場があった。射手が立つ場所にだけ屋根があり、両側をコンクリートの壁によって挟まれ、山側へ撃つかたちとなった射撃場だ。二十メートルほど先に鳥の目を思わせる円形の的がある。

　ところでこの学校に、こんな射撃場なんてあっただろうか。ひょっとしてクマ討伐隊が学校に作らせたのか。鈴すず木きならばやりかねない。

「最後は射撃訓練だ。通常の狩猟でも罠わな猟でも、結局はこの技術が必要なことが多い」

　鈴木が訓練内容を説明すると、九舞は遠慮がちに呟つぶやく。

「あの、いらぬお節介かもしれませんが、丸まる井いさんという方はこの訓練をさせない方が……」

　丸井にこの訓練をさせれば死にかねない。九舞はそう思ったのだろう。

「丸井君ならさっき毒草を食べた腹痛が再来したようでな。さらには落とし穴でちょっとした擦すり傷きずを負ってしまったようだから、今は保健室で治療を受けているぞ」

「それならよかったですー……」

　九舞が疲れ切った声でそう言うと、鈴木は訓練の準備を開始した。

「では、見ていてくれたまえ」

　鈴木は手に持っていた猟銃に二脚を取り付け、台の上に乗せて弾を込めた。そのまま的を狙って照準を定める。

　隊員たちは皆みな、その鈴木の様子を黙って見守っていた。

　ミーンミーン、という蟬せみの鳴き声だけが聞こえる。

　射撃場内に穏やかな風が吹き、そして止やんだ。
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　雷のような音が鳴り響き、鈴木の猟銃が火を噴いた。

　的を見れば、ど真ん中に黒く穴が開いている。

　隊員一同から「おぉー！」と歓声と拍手が上がった。

　拍手の最中、鈴木が九舞に目を向けて言う。

「撃ってみるかね、九舞君。こうして二脚などを使って撃つのは依い託たく射撃と言って、命中精度が高くなり反動が少なくなるから初心者でも大丈夫だぞ」

「え、ですがわたし、免許とか何も……」

　拍手の形のまま固まって戸惑う九舞に、鈴木は不思議そうに首を傾かしげた。

「ん？　免許？」

「……なんでもないです」

　そこに深く触れてはいけない気がする。九ここ舞まの野生の勘がそう告げたのだろう。

「そうか。では、撃っていってくれたまえ」

　なぜだか、成り行きで一発撃つことになってしまったようだ。鈴すず木きは九舞をぐいっと引っ張り、猟銃の前に立たせた。しかし、九舞にとって台は高すぎたようである。

「九舞君はこっちの方がいいかもしれないな」

　鈴木はそう言ってすぐ隣を指差した。そこには鈴木が使ったのよりも一段低い台が設置されている。

　九舞はやる気なさげに猟銃を持ち上げようとする。

「おも……っ」

　危うくバランスを崩しそうになりながらも何とか猟銃を抱えた。

「大丈夫かね？」

「は、いっ」

　九舞は鈴木に返事をしつつ、やっとこさ猟銃を隣の台まで移動させた。

　そして鈴木に手取り足取りリロード（再装塡）の仕方を教えてもらい、耳栓を装着していよいよ猟銃を構える。

「肩に力を入れ過ぎないように……そう、落ち着いて」

　そう言って鈴木が優しく九舞の肩に手を触れた。九舞は肩の力を緩め、深く息を吸い、ゆっくりと吐はき出す。

　九舞は緊張しているようだったが、非常に落ち着いて見えた。落ち着かせようと何度も深呼吸をしているのだ。その様子を見ていると、なんだか俺おれまでもが緊張してきた。

　けれども、その瞬間は唐突だった。蟬せみの鳴き声が一斉に止やんだ時、
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　銃声が轟とどろいた。九舞が引き金を引いたのだ。

「…………」

　猟銃から伝わってきた反動を受けてビクンと体を震わせた九舞は目を見開き、放心状態となってしまった。

「大丈夫かね、九舞君？」

　鈴木が心配そうに九舞の顔を覗のぞき込こんだ。

　すると九舞はゆっくりと鈴木の顔を見て、それから耳栓を外してにっこりと笑った。

「たまらなくっ！　いいですね、これ！」

　よかったのかよっ!?

　さっきまで死んだ目をしていた九舞はどこへやら、すっかり生き生きとした顔になった少女がそこにいた。

　九ここ舞まは高ぶった感情が爆発するようにしてぴょんぴょん体を揺らしながら言う。

「撃つまでの緊張感や撃った時の衝撃と爽快感、そして何よりも耳栓をしてもなお聞こえてくる発射の音！　もうすべてがたまんないですねっ！」

　鈴すず木きは九舞のはしゃぎようを見て嬉うれしくなったのか、これまで見たことないくらいに明るい笑みを浮かべた。

「おお、ではもう一発撃ってみるかね？」

「はい！　ぜひ！」

　九舞は食いつくように身を乗り出し、興奮冷めやらぬまま、思い出したかのごとく言う。

「あ、そうだ麗れい奈なさん。いえ、麗奈師匠」

　鈴木が続きを促す表情をすると、九舞はまっすぐな眼まな差ざしで鈴木を見た。

「わたし、決めました。クマ討とう伐ばつ隊入ります。入りたいです！」

　えぇええええ！　おいおいおい九舞ちゃん、お前クマだろ！　クマなのにクマ討伐隊入っちゃうのかよっ！

「うむ、大歓迎だ」

　鈴木が九舞に手を差し伸べ、二人は固い握手を交わした。

　お前もいいのかよ鈴木……。お前が今握手しているのはクマなんだぞ？　今クマ討伐隊にクマが入ったんだぞ……？

　まあ、今更どうしようもないか。九舞はクマ化してもコスプレとしか思われないようだし、何よりも鈴木がもう九舞を諦めないだろう。ここで無理に引き離せば、家に上がり込んで「妹さんをください」と迫ってきそうで怖い。

　九舞に反省させようとやったことが、どうやら思わぬ結果を招いてしまったようだ。

　俺おれはそっとクマ討伐隊の練習場を後にし、途中何度も呆あきれのため息を吐つきながら、桜さくらがいるプール裏へと戻った。

「九舞さん、大丈夫でしたか？」

　戻って早々、不安そうな面おも持もちで桜が訊たずねてきた。

　俺は苦笑しつつ答える。

「さあ……あいつは、鈴木たちとクマ鍋を囲む日が来るかもしれないな」

　桜は意味が分からず首を傾かしげたが、その後桜を家に送り届けながら事の顚てん末まつを語ると、プルプルと肩を震わせ、笑いを堪こらえるのに必死なようだった。

　まったく、先が思いやられるぜ……。
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　その日の夜、俺おれは九ここ舞まをこっぴどく叱った。

　あまりにもきつく叱りすぎたせいか、しまいには九舞は母さんのところへ行き、その胸に顔を埋うずめて泣きわめいていた。

　中学一年生の女の子に対して、ちょっと厳しく言い過ぎたかもしれない。あとで甘いものでも届けてやるべきかな。

　そう思いながら、湯船に浸つかっていた時だった。

「おにーさまぁ！」

「ひゃぁあああああ」

　突然、九舞が風呂の戸を勢いよく開け放ったことで変な声を上げてしまった。今日は服を着ているようだが、顔にはにっこり太陽のような笑み。まさかさっきの報復に来たのか!?

「お母さまが言ってました！　お兄さまはわたしのことを愛しているからこそ叱るのですね！　ですから、天あま海み桜さくらのことは嫌いですがもう攻撃しません。お兄さまに従います！　わたしも愛しています、お兄さまぁ！」

　そう言いながら九舞は、嬉き々きとした表情で服を脱ぎだした。

「わぁあああやめろやめろ！」

　俺は慌てて背を向けた。しかし、九舞はまったく止まる気配がない。

「それにお兄さまは天海桜のハチミツに打ち勝つため、あえてあの人の近くにいるのですよね！　それがお兄さまが自らに課した特訓なのですよね！　さすがです、お兄さま！」

　訳の分からないことを言って、ザブンと九舞が入ってきた。

　俺は昨日と同じく湯船を飛び出そうとする。ところが腕を摑つかまれてしまった。

「一緒に入りましょうよ、お兄さまぁ～」

「ひ、一人で入れ！」

　俺は顔を背けたまま手を振りほどき、風呂場から逃げ出した。

　くそぉ、九舞にはまだまだ教えることがいっぱいだ……！










「おはようございます、お兄さまっ！」

「おはよう、九ここ舞ま。朝から元気だな」

　俺おれがダイニングのテーブルで朝食をとっていると、笑顔の九舞が元気に挨拶をして部屋に入ってきた。

　その髪は櫛くしで綺き麗れいに整えられ、日ひ夏なつ中学校の制服を着ている。

「そっか、今日から登校するんだっけな」

「はい！」

「学校サボって日夏高に来るなよ？」

「麗れい奈な師匠にもむやみに来てはいけないとお叱りを受けました。ですので、良い機会がくるまで天あま海み桜さくらは泳がせておいてあげることにします」

　九舞は悪だくみをするような黒い笑みを浮かべた。

「昨日もう攻撃しないと言ったのは何だったんだよ……。もう変なこと企たくらむな」

　俺は呆あきれ交じりの声で突っ込みを入れ、トーストを齧かじった。

　トーストにはバターが塗られ、その上をアカシアのハチミツがべったりと覆おおっている。バターのコクとハチミツの濃厚な甘さがほどよく調和して美お味いしい。もちろん、桜のハチミツには到底敵かなわない味だがな。

　ちなみに俺は今クマ化をしている。人の骨格をしているが、手も顔もクマの剛ごう毛もうに覆われているため、ほとんどクマと言っていい。

　九舞は俺の正面に座り、母さんが用意していたトーストにハチミツを塗り始めた。

「ですが、放課後はクマ討とう伐ばつ隊の活動に参加するため日夏高校に行きますね」

「ほんとに入ったんだな、クマなのに……」

　九舞が得意げな顔でジャムスプーンを向けてきた。

「お兄さま、クマが猟銃を撃ってはいけない法律なんてありませんよ？」

「それはそうだが」

　自分もクマなのに、クマ討伐隊に入るのはどう考えてもおかしいだろ……。

　九舞はハチミツを塗り終え、瓶に蓋ふたをした。そして琥こ珀はく色いろの蜜がたっぷりのトーストを前に目を輝かせ、頭の両端にクマ耳を生やす。しかし、大口を開けてかぶりつこうというところで、唐突に九舞は動きを止めた。

「どうしたんだ？」

「とても良いことを思いついてしまいました。お兄さまもクマ討伐隊に入ったらどうでしょう？　あの銃を撃った時の感覚はやみつきになりますよ？」

「バカ言え。あいつらのターゲットは主に俺おれなんだぞ。それに活動中に万が一クマ化でもしてみろ、真っ先に撃ち殺されちまうじゃないか」

「いざとなればわたしが命を懸けてお兄さまをお守りしますから」

　ポン、と九ここ舞まは自分の胸を叩たたいて見せた。頼りがいの無い小さな胸だ。

「んなことしなくていい。ほら早く飯食って学校行け」

　自分をターゲットにした組織に入るのなんてまっぴらごめんだ。

　それはそうとして、九舞がこの様子ならもう桜さくらへちょっかいを出すことはないだろう。また平和な日常に戻るってわけだ。

　そう思うと、今朝のハチミツトーストは一段と美お味いしく感じられるのだった。

　ところが、俺の平穏はあっという間に崩れ去ることになる。
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「阿あ部べ氏、ちょっといいでありますか」

　俺がいつも通り早めに登校してくると、教室の入り口でよく通るいい声に呼び止められた。

　その声の主は、小太りな身体を日ひ夏なつ高校の夏服で覆おおい、眼鏡をかけた男子生徒。

「吾わが輩はいは一年Ｃ組、佐さ東とう蓮れん太たであります。クマ討とう伐ばつ隊リーダーを務めているであります」

　佐東は真面目まじめな顔でそう言った。

　クマ討伐隊のリーダーに話しかけられて多少なりとも心がざわついた。しかし、俺はそれをおくびにも出さないよう注意して訊たずねる。

「そのクマ討伐隊リーダー様が俺なんかに何の用だ？」

　佐東はきょろきょろと辺りを見回して答える。

「場所を変えるのであります。ここでは話せない内容であります故ゆえ」

　俺はより一層心が波立つのを感じた。

　ここにきて公然では話せない内容となると、思い当たる節ふしは一つしかない。

　まさか俺の秘密がバレてしまったのか……！

　そういえば、この前俺がクマの姿から戻れなくなった時、佐東はクマから人間に戻す方法を桜に教えてくれたらしい。その直後、ずっと休んでいた俺がすぐに戻ってきたことから気付かれたとしてもおかしくはない。

　よりにもよってクマ討伐隊のリーダーにバレてしまったかもしれないなんて……。

　だが、このまま逃げたら本当に俺の秘密がバレてしまったか確認もできない。俺は大人しく佐東と一緒に移動した。

　空き教室に入り、戸を閉めると、佐東が真剣な表情のまま改めて口を開く。

「阿あ部べ氏、吾わが輩はいは気付いてしまったのでありますよ」

「気付いた？」

　ごくりと唾を飲み込んで聞き返した。

　佐さ東とうは深く息を吸い、二拍ほど間を置いてから答える。

「そう、阿部氏の正体に」

「な、なんのことか、さっぱりだ」

　心拍数が急上昇する。冷や汗が止まらない。

「隠さなくていいのでありますよ。もう確信したでありますから」

　間違いない！　佐東は俺おれの秘密に気付いてしまったのだ。

　佐東の口がゆっくりと開き、大きな声で俺の正体を明かす。

「阿部氏は──クマ乞ごい師なのでありますな！」

「………………は？」

　今なんて言った？　クマ乞い師？

　ハトが豆鉄砲を食ったような顔で固まる俺なんてお構いなしで、佐東はグッと距離を詰めてきて、嬉き々きとした表情で矢や継つぎ早ばやに語りだす。

「伝承で調べたのであります！　クマ乞い師とは、クマを呼び出す不思議な力を持った存在。阿部氏はそうなのでありますな！」

「え、いや、俺は……」

「最近やたらとこの学校にクマが出現すること。以前日ひ夏なつ山に入った時、口を利くクマが現れたこと。その際日夏山で阿部氏が禊みそぎをした姿で現れたこと。阿部氏がクマ乞い師だとすれば、そのすべての辻つじ褄つまが合うのであります」

「いや、だから俺はそんなんじゃ……」

　佐東が首を傾かしげ、顎あごに手を当てて考える。

「違うのでありますか？　ではまた伝承を洗い直してみるのであります。やはり、以前天あま海み氏に、クマ人間を人の姿へ戻す方法に心当たりはないかと質問されたことから考えると、阿部氏はクマであるという説も──」

「いいやっ！　俺はクマ乞い師だ!!」

「やはりそうだったのでありますな！」

　佐東がキラキラスマイルでぎゅっと拳こぶしを握った。

　しまった！　クマだとバレることを恐れてつい意味の分からない断言をしてしまった。

「阿部氏がクマ乞い師だとすると、クマを呼び出し放題、クマ狩り放題、ずばりクマ食べ放題なのであります！　今度一緒に狩りに行くのであります！　絶対行くのであります！」

　佐東は興奮した様子で矢継ぎ早にそう言うと、腕時計を確認してハッと気付いた。

「本当はもっと話したいことがたくさんなのでありますが、それはまたたっぷりと時間が確保できた機会とするのであります。吾わが輩はいはこの後クマ討とう伐ばつ隊の朝活動へ行くのであります故ゆえ。あ、もちろんこのことは内緒にしておくでありますからご安心を。では！」

　佐さ東とうはそう言い残すと、ウキウキした足取りで教室を後にした。

　残された俺おれは、呆ぼう然ぜんとしたままその背中を見送ったのだった。
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　佐東に変な誤解をされたことに頭を悩ませながら教室へ戻ると、入り口のところで河こう野のが見知らぬ女子生徒と話をしていた。

　河野はデレデレと頰ほおを緩ませて得意げに語る。

「ああ、それなら阿あ部べ久きゆう真まってやつですね。とてつもなくノリが悪くて、常に学年二大美少女のどちらかは侍はべらせてるようなタラシです。近づかないほうがいいですよ。それよりオレと連絡先の交換をしま──」

「誰がタラシだ。誰が」

　ガツン、と俺は河野の頭にチョップを食らわした。

「ってーな、阿部！　何すんだよ～！」

　河野が涙目で頭を押さえながら振り向いた。

　話をしていた女子生徒も俺に顔を向ける。

「あ、君が久真くんだね」

「えっと……」

　女子生徒はなぜ俺を訪ねてきたのだろう。どこかで会っただろうか。

　ウェーブがかかった桃色の長い髪は、左側の髪を編み込んでサイドアップにしている。豊満な胸と引き締まったウエスト。大人っぽくて綺き麗れいな顔付き。リボンの色を見る限り二年生だ。見れば見るほど俺との接点が見いだせなくなっていく。

　その先輩は歯を見せてにこっと笑った。

「アタシは二年Ｆ組の酒さけ見み圭けい登と。ちょっと話があるんだけどいいかな？」

　先輩はどこかへ行こうとする素振りをする。場所を変えたいからついて来てと言いたいのだろう。朝から二回も呼び出されるなんて、今日はどうしたんだ一体。

　早く登校したおかげでまだ時間はある。俺は酒見先輩の呼び出しに応じることにした。

「いいなぁズルいぞ阿部！　オレだってもっと酒見先輩とお喋しやべりしたいぜ～！」

　隣でいきなり河野が羨うらやましそうに大声を上げた。

　河野を適当にあしらい、俺は酒見先輩について行く。

　それにしても何の話だろうか。ひょっとして告白とか？　いや、こんな俺に限ってそれはあり得ない。じゃあ部活の勧誘か？　だったらわざわざ場所を変える必要なんて無いよな。












　俺おれたちは偶然にも先ほど佐さ東とうと話をした空き教室に入った。

　先に入った俺の後ろで先輩が戸を閉め、

　──カチャリ

　と、鍵まで締めた。

　って、え？　鍵締めるのか？　なんだか不吉な予感がしてきたぞ。これは早いところ話を済ませて退散した方がいい気がする。

「そ、それで先輩、話って何ですか？」

　先輩がにやりと口元に笑みを浮かべた。

「アタシ、見ちゃったんだよね。久きゆう真まくんの正体」

　何だって……!?

　俺の正体を見た？　どういうことだ。一体いつ……！

「久真くん、君……」

　先輩がまっすぐに俺の目を見た。俺はその目が直視できない。

　いや待て、まだ分からないぞ。この流れでさっき佐東は俺の正体を誤解していた。この先輩だってきっとそうに違いな────

「クマ人間、なんだよね？」

　先輩は静かな声でそう言ったが、その言葉は俺おれの頭を貫くような威力を持っていた。

　学校の人間に、俺の正体がバレてしまったのである。

「さっ、さあ！　一体何のことだか……っ！」

「おっと、お姉さんを誤ご魔ま化かそうとしてるのかなァ」

　先輩は色っぽい上目遣いで俺を見た。

「昨日見ちゃったんだよね。プールの裏で、久きゆう真まくんが──可愛かわいい女の子をペロペロ舐なめて喘あえがせて、クマっぽい姿から人間に戻るとこを」

「なっ、何かの見間違いじゃないですかね……？」

「さぁ～て、これは何でしょう」

　とことん言い逃れようとする俺に対し、先輩は最終兵器と言わんばかりにスマホを取り出し、顔と一緒にぐぐぐっと近づけてきた。香水の爽やかな香りが優しく鼻をくすぐり、すぐ目の前にある先輩の綺き麗れいな顔に図らずも鼓動が加速する。

「なっ!?」

　先輩の顔を避よけるようにして画面を見た俺は、衝撃を受けた。

　画面に表示されていたのは、向かい合った男子生徒と女子生徒の写真。男子生徒は俺で、女子生徒は下着姿の桜さくらだ。昨日、プール裏で桜を舐めていた時の写真である。俺が人間の姿であることから察するに、俺のクマ化が解けた直後だろう。

　そうだ、思い出した！

　この先輩は、昨日俺が桜を舐めている時に見た水泳部員と思しき女子生徒だ。一瞬しか顔を見てなかった上、今は制服姿だから気付かなかった。それに俺は人の顔を覚えるのが大の苦手なんだ。

　ああそうか、あの時やはり見られていたのか……！

「認めないとこの写真を誰かにうっかり送っちゃうかもなぁ。お姉さん、機械音痴だから」

　先輩はわざとらしい声音でそう言った。

　そして小悪魔のように笑みを浮かべ、俺を脅おどすように続ける。

「この写真が誰かに回ったらきっと、プール裏に女の子を連れ込んで服を脱がして『ほらぁ、声を出すと見つかっちゃうぜ、大人しくペロペロさせろウヘヘ』ってプレイをしていたと誤解されちゃうかもね」

「んな誤解、誰がするかよ！」

　そこまで発展した妄想をするやつなんていないとは思うが、その写真がばら撒まかれては俺との関係を疑われて桜に迷惑をかけることになる。それだけは嫌だ。

「はあ……わかりました。認めますよ。それで、酒さけ見み先輩でしたっけ。何が目的ですか？」

「物分かりがいいね、久真くん。お姉さん、物分かりがいい子は好きだよ」

　酒見先輩はにこりと大人っぽく微笑ほほえみ、スマホをスカートのポケットに仕し舞まった。

「子供ではないですから。物分かりくらいいいです……」

　俺おれは力なくどこかで聞いたようなセリフを吐はき出した。

　すると酒さけ見み先輩は満足そうに頷うなずき、人差し指を顎あごに当てて考える仕草をする。

「でも何から話せばいいんだろ。うーん……そうだね、一から話そうかな」

　きっと分かりやすく説明してくれるのだろう。だが、次に酒見先輩の口から飛び出した言葉は、そう思っていた俺を大きく裏切ることとなる。

「実はアタシ、サケ人間なんだ」

「………………へ？」

　あまりに予想外、理解不能な言葉に俺は間抜けな声を出すことしかできなかった。

「サケ人間なんだ」

「は？」

「サケ人間」

「はあ？」

　サケ人間？　サケ人間ってなんだ。サケと人間のハーフ？　サケと人間の間にちゃんと子供ができるものなのか？　いや、まあそれは俺が言えたことじゃないが。

　頭の中がカオスになりつつある俺に、酒見先輩が追加で説明を入れる。

「アタシ、サケのお母さんと人間のお父さんの間にできた子供なんだ。だから水の中を泳いでいると興奮して、サケっぽい姿になっちゃうの。ま、二十分くらい大人しくしてれば人の姿に戻るんだけどね」

「サケっぽい姿になっちゃうって、どういうことですか？　俺が全身黒い毛に覆おおわれるように、先輩も全身がウロコに覆われるとか？」

「なにそれっ。まあでも、そう思うのも無理ないか」

　酒見先輩はアハハと声を上げて笑い、目尻に浮かんだ涙を人差し指で拭ぬぐいつつ言う。

「太ふと腿もものあたりから下だけ魚のような姿になるの。麗うるわしい人魚だよ～」

「麗しいって……」

　確かに、この先輩は見た目だけならば十二分に綺き麗れいだと思う。もしこの人が人魚の姿になったとしたら、さぞ似合うことだろう。

　だが、似合うと言っても、本人はその体質にひどく悩んだかもしれない。酒見先輩は明るく振舞っているが、俺や桜さくらと同じように自分の体質が誰かに知られてしまわないかと怯おびえた日々があったのだろう。そうなると、少しだけこの人に親近感が湧いてきた。

　しかし、酒見先輩は体質を隠そうとしている俺たちには考えられないことを口にする。

「でもアタシ水泳部なんだけどね、二週間後にある部活の大会に出たいと思ってるんだ」

「は……？」

　それはつまり、俺にとって人前でハチミツを舐なめるようなもの。桜にとって、人前で汗をかこうとするようなものじゃないか。

「どうしてそんな危ないことを？　水泳の大会なんかに出たら、サケのハーフだとみんなに口外するようなものですよ」

「だって好きなんだもん。泳ぐの」

　酒さけ見み先輩は子供っぽく笑い、至し極ごく簡潔な回答を述べた。

「なら一人で誰にも見つからずに泳いでればいいでしょう？」

「でもでも、好きなことを誰かに見てもらいたいって思うじゃん」

「思うかもしれませんが、普通はその感情を吞のみ込こむでしょう……」

「アタシだって今までは吞み込んでたよ。でもね昨日、久きゆう真まくんがクマから人間の姿に変わるところを見て思ったんだ。アタシにもサケから人間の姿に戻る方法があるんじゃないか。そしたら、みんなの前で泳げるようになれるんじゃないかなって」

　そう言う酒見先輩のその声は弾み、希望の感情が含まれているように感じた。

　彼女は真剣な表情になり、深い色の瞳ひとみで俺おれを見つめる。

「だからね、久真くんにはアタシがサケから人間の姿に戻る方法を見つけるのに協力をしてほしいんだ」

「…………」

「アタシを興奮しない体にしてほしいんだ」

「なぜいやらしく言い直したんだよ！」

　さっきからこの人は、時々言動が変態過ぎるぞ。

　だが何となく、悪い人という感じではないんだよな。自分の体質を隠せるかもしれないという希望にすがる気持ちはよく分かるし。

　だから協力してあげたいとは思う。けれど、サケから人間の姿に戻る方法を探してほしいとはすなわち、サケ化を解く方法を見つけてほしいということだ。

　自分の体質のこともまだよく分かってないのに、容易に見つけられるものでもない。安請け合いは避けるべきである。

　それに、これを引き受けたら桜さくらの近くにいる時間が減ってしまうかもしれない。夏の汗をかきやすい時期に桜を一人にするのはできるだけ避けたい。

「ちなみに断ったら……」

　酒見先輩がこれまでにないほど楽しそうな笑みで、再度スカートのポケットからスマホを出し、俺と桜の写真を見せてきた。

　どうやら拒否するという選択肢はないようだ。

「分かりました……協力します。ただ、体質については自分のことですら分かってないんです。だから、期待はしないでください」

「やった、ありがとう！　協力してくれるだけで心強いよ！　クマだから怖い人かと思ったけど、久きゆう真まくんが優しくてよかったぁ～」

　怖い人はそっちだろ、という突っ込みが喉のどまで出かかったが、やめておいた。うっかり先輩が操作ミスをして、誰かに写真を送ってしまうかもしれない。

「それで久真くん。久真くんはどうやってクマから人間の体質に戻ってるの？　まずはそのあたりからチャレンジしていきたいな」

「あ、えーと、実は俺おれは……」

　ひとまず俺は、自分がクマのハーフであることやハチミツとメイプルシロップが引き金でクマ化すること、ハチミツを満足するまで舐なめるとクマ化が解けることなどを話した。

　しかし念のため、桜さくらがハチミツの汗をかくことや俺がそのハチミツじゃないと戻れないことは伏せておいた。

「なるほどね、ハチミツを満足するまで舐めると戻れるんだね」

　話を一通り聞き終えた酒さけ見み先輩はふむふむと頷うなずき、ふと疑問が浮かんだような顔になった。

「でもじゃあ、なんで昨日プール裏であの女の子を舐めてたの？　それでクマから人間に戻ってたよね？」

「じっ、実はあの時、桜が持っていたハチミツを舐めてたんですよ！　だけどあいつったらドＳで、『クマ化を解きたいなら大人しく私を舐めな！』なんて言って自分にハチミツを塗り出したから舐めたんですよ！　それだけです！」

　すまん桜！　桜をとんでもない変態にしてしまった気がするが、お前の体質の秘密を守るためなんだ！

「へぇ～。ひょっとして二人って、アタシが思ってた以上に進んだ関係なのかな～」

　酒見先輩が冷やかすように言ってきた。また俺を弄いじる材料を見つけたと嬉うれしそうである。

　この人、かなりドＳだな……。鈴すず木きとは違った意味で怖い人だ。

　本当はもっと詮せん索さくしたかっただろうが、今はもっと大事な話があると思ったのだろう。酒見先輩は話を戻す。

「まあいいや。じゃあアタシもそんな感じで何かに満足すればサケ化が解けるのかな」

「そうだと思います。酒見先輩の場合だと、満足するまで泳いでみるとか」

　というところで予鈴が鳴った。一限目がもうすぐ始まる。

　酒見先輩はやる気満々の笑みを見せ、チャイムに負けないほどの声で言った。

「満足するまで泳いでみるか。うん、いいね！　じゃあさっそく今日からやってみよう！　夜九時に学校のプールに集合！　よろしくね！」

　そして、そのまま空き教室から出ていこうとする。

　……ん、待て。完全下校時刻より後に学校に入るのって禁止されてなかったか。

「先輩！　夜にプールは……っ！」

　しかし、俺おれが言い切る前に酒さけ見み先輩は去って行ってしまった。

　自分勝手でマイペースな人だ。これじゃ先が思いやられる……。




◇◇◇




　その日の昼休み。

「今朝、誰かにお呼び出しをされていたようですね？」

　塔とう屋やの日陰で弁当を食べ始めると、開口一番に桜さくらがそう言った。その目は訝いぶかしげに細められている。

　今朝のことと言うと、佐さ東とうと酒見先輩に呼び出されたことだろう。

「ああ、呼び出されたが大したことじゃなかったぞ」

　俺は桜から目を逸そらしつつそう答えた。

　桜にはこれまで何度も迷惑をかけてきた。俺がクマから戻れなくなった時はずっと気に掛けてくれたし、最近では九ここ舞まのせいで大変な目に遭わせてしまった。

　これ以上は極力、桜に迷惑をかけたくない。だから、クマ乞ごい師と誤解されたことにも、秘密がバレたことにも、桜を巻き込みたくはなかったのである。

　しかし、俺の挙動の異変を感じ取った桜がさらに眼光を鋭するどくする。

「美人でスタイル抜群のお姉さんにお呼び出しをされていたようですね？」

「そ、そうだな」

「本当に大したことではなかったのですか？」

「あ、ああ、大したことじゃなかった。断じて違うぞっ」

　咄とつ嗟さに否定したが、それがかえって怪しかったようだ。桜が疑うたぐるような目をして訊きいてきた。

「ハチミツに誓いますか？」

「ち、誓う」

「私のハチミツにも誓えますか？」

「そっ、それは……」

　市販のハチミツならまだしも、桜のハチミツを前に噓うそを吐つくことなんてできない。俺は思わず洗いざらい話してしまおうかと思ったが、その前に桜がため息を吐いて、それ以上の詮せん索さくをやめてくれた。

「いいでしょう。ベア君のことだから何もなかったでしょうし信じてあげます。ですがそのかわり……」

　桜は頰ほおを桃色に染めて俯うつむき、口元に手を当てて落ち着きなく目を泳がせながら言う。

「あっ、汗をかく心配があるので、その……夏の間だけでもいいので、これからも毎日一緒に下校してほしいです」

「も、もちろんだ、一緒に帰る。一緒に帰ろう！」

　放課後は桜さくらを送り届けてから自分の家に帰って準備をし、それから酒さけ見み先輩の特訓に付き合う。桜の家と俺おれの家は正反対の方向にあるためハードスケジュールになるが、それでも桜といられる時間が増えるのは嬉うれしかった。

　最近は九ここ舞まの一件があったため一緒に帰っていたが、それが解決してもう一緒に帰れないのではないかと寂しかった。だから断る理由なんてないのである。

　桜が上目遣いで言う。

「約束ですよ？」

「ああ」

「ふふ、では許してあげます」

　桜は嬉しそうに微笑ほほえんだ。
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　その日の晩、俺は酒見先輩の特訓に付き合うべく、こっそりと家を出ようとした。

「あれ、お兄さま。どこか出かけるのです？」

　夜八時半を過ぎて出掛けようとする兄を不審に思ったのか、風呂場から出てきた九舞が訊きいてきた。

　九舞は縞しま模も様ようのワンピースのパジャマを着て、ハンドタオルを首に掛けている。丈が短くて際どいところまで見えてしまっているが、下をちゃんとはいているかは分からない。黒い髪は濡ぬれており、毛先から雫しずくが滴したたっていた。

　九舞に酒見先輩のことを話したら、また桜の時のようにちょっかいを出してきて面倒なことになるかもしれない。適当に誤ご魔ま化かしておこう。

「ああ、ちょっとな」

　九舞は顎あごに指を添えて考え、不機嫌そうに眉まゆを寄せて訊いてくる。

「こんな時間に……ひょっとして天あま海み桜とデートですか？」

「そんなわけあるか！　なぜ桜とデートなんて発想が出てくるんだ」

「だって悔しいですが、お兄さまと天海桜は常に一緒にいるイメージがあるんですもん。今日帰りが遅かったのも、涼しくなる時間を待ってから天海桜を家に送っていたからですよね？」

「なぜそれを……」

　九舞はえっへんと真っ平らな胸を張ってドヤ顔をした。

「ここ最近ずっと見ていましたから、お兄さまのことなら何でもお見通しです。一日に摂取するハチミツの量でさえ熟知しております」

「堂々とストーカー宣言するな！」

　まったく、なんて妹だ……。

　それだけ好いてくれているということなのだろうが、ここまでくるとさすがに怖い。

「それでお兄さま、天あま海み桜さくらとデートではないなら、どこへ何しに行くのですか？」

　改めて九ここ舞まが訊きいてきた。俺おれは目を合わせずに答える。

「河こう野のの家に遊びに……」

「なお、ここ最近ずっと見ていましたからお兄さまの噓うそはすぐに見破れます。なので噓を吐つくのはお控えすることをお勧めしますよ、お・に・い・さ・ま」

　九舞が満面の笑みでそう言った。

　この妹、いつかヤンデレになるんじゃないか……？

　仕方がない。俺は事情を話すことにした。

「もうすぐ水泳の大会に出る知り合いがいてな。そいつの泳ぎの練習に付き合うんだ」

　酒さけ見み先輩のことは伏せておいたが、噓は吐いていない。

　九舞は信じてくれたようだが、疑問に思うところがあったようで首を傾かしげた。

「どうしてお兄さまがそんなことをすることに？」

「ほんとに、どうしてだろうな……」

　どうして俺が酒見先輩の手伝いをしなければいけないかなんて、むしろこっちが訊きたい。俺は嘆くようにして頭を抱えた。

　九舞は俺の憂ゆう心しんを悟ったのか、それ以上訊こうとはせず、温かく送り出してくれる。

「ともかく、事情は分かりました。お知り合いの方によろしくお伝えください」

「おう、じゃあ行ってくる」

　玄関の戸を開けた時、そういえば母さんへの口止めをしていなかったのを思い出した。

「あ、母さんには──」

「お母さまには、わたしがうまく言っておきます。行ってらっしゃいませ、お兄さま」

　九舞がにっこりと笑ってそう言った。

　まったく、変なところで頼りがいのある妹だ。




◇◇◇




　俺は閉ざされた正門をよじ登り、夜の学校へと忍び込んだ。

　日ひ夏なつ高校は山がすぐ背にあるせいか、虫やカエルの鳴き声がいっぱいに聞こえている。これでは自慢の聴覚も役立たずだ。

　俺は周りによく目を凝らしながら体育館裏を抜けてグラウンドの前を通り、プールがある学校奥へと向かった。正門が閉まっていたため学校には誰も残っていないだろうが、それでも注意するに越したことはない。

　見つかったら最悪、停学かもしれないのだ。

　そう思ってなるべく暗めの私服を着てきたが、あまり効果はないだろう。

　今にも見回りの人が現れるのではないかとヒヤヒヤする。しかし同時に、小さい頃にイタズラをしていた時のことを思い出してワクワクもした。

「やーよっ。くすぐったいって～。きゃっ」

　いつもより長く感じたプールまでの道を歩き終えると、何やら楽しそうに笑う女子の声が聞こえてきた。それは色っぽい声で、ドキリとしてしまう。

「ほら、離れて～。いやんっ」

　もしや気まずいところに鉢合わせしてしまったか。

　プールのコンクリート基礎に身を隠してゆっくりと声のする方を窺うかがうと、ふわりとウェーブのかかったピンク髪の女子がジャージ姿で地べたに座り込み、六匹ほどの猫にまとわりつかれて幸せそうに笑っている。

「何してるんですか、酒さけ見み先輩……？」

「あ、久きゆう真まくん」

　酒見先輩が俺おれに振り向き、その際に先輩の後頭部へ登ろうとしていた小さな三毛猫が落っこちた。彼女はその猫を片手で持ち上げて膝に乗せ、無邪気な笑みを見せて俺の問いに答える。

「何って、可愛かわいい猫ちゃんと戯たわむれてるだけだよ？」

　それから酒見先輩は何かを察したように目を細めた。

「あ、さてはその顔。お姉さんがエッチなことしてると思ったなぁ？」

「ちっ、違いますよ」

「図星だね。あははは、久真くんは可愛い後輩だなぁ」

　酒見先輩は俺を弄いじって遊んでいた。

　俺は居たたまれない気持ちになり、くるりと回れ右をする。

「そんな笑うともう帰りますよ？」

「あー待ってごめん！　もう笑わないから、特訓付き合って」

　そう言う酒見先輩の声は、まだ笑いが治まらずに弾んでいた。

　絶対この人は悪いと思ってないだろう……。

　だが協力すると約束した以上、ここで帰るわけにもいかない。それにあっちには俺と桜さくらの写真という切り札だってあるんだ。

　俺はため息を吐ついて、帰りかけた足を酒見先輩の方へ戻した。

「次変なふうにからかったら本当に帰りますからね？」

「わかってるって～」

　酒さけ見み先輩の声からは全く反省の色が窺うかがえない。

　この人に何を言っても無駄な気がしたので、それ以上何かを言うのを諦めた。

　俺おれたちはプールサイドへの階段を上り、酒見先輩が持っていた鍵を使って柵の中に入ろうとする。しかし、同時に何匹か猫まで入ってきてしまった。

　さすがに猫を中に入れては、どんな問題が起こるかも分からない。

　俺たちは何とか猫を柵の外に追い出した。

「ごめんね、君たちを中に入れるわけにはいかないんだ。ああそんな目で見ないでよ。アタシだって君たちと一緒にいたいんだって」

　酒見先輩が柵の向こうの猫と会話をしていた。会話が成立しているかは謎である。

「にしても、酒見先輩。随分とたくさんの猫を集めましたね」

　さっきは陰に隠れて見えなかった猫もいたようで、ざっと見ても十匹以上はいそうだ。マタタビを使ってもすぐには集まらなそうな数である。

　酒見先輩は猫と会話するのをやめ、俺を見て得意げに笑った。

「アタシってなぜか猫を引き寄せちゃう体質みたいなんだ。なんでかは知らないけど」

「あれ、それってひょっとして、酒見先輩がサケだから餌だと思って……」

「ん？」

「な、なんでもないです」

　酒見先輩は、猫を引き寄せてしまう原因についてまるで心当たりがないといったようだった。可愛かわいがっていた猫たちが自分を餌だと思っていると知ったらショックだろう。俺はそれ以上何も言わないことにした。

　さて、猫も追い払えたし、ようやく特訓が始められる。

　夜のプールは真っ暗かと思いきや、意外にもそうではなかった。防犯のためか知らないが、学校の敷地内に点々と設置された外灯のおかげで薄うつすら明るく、水がキラキラと輝いていたのだ。

「おお！　水！　水だよ久きゆう真まくん！」

　すっかり気分が高揚した様子の酒見先輩が体を揺らしながら言った。

「あれ、先輩って水泳部でしょ？　毎日見てるのにやけにテンション高いですね」

「だってこんな大量の水見たら興奮しちゃうじゃん」

　そう言う酒見先輩はプールの縁へりにしゃがみ込み、たぷんたぷんと揺れ動くプールの水に釘くぎ付づけになってよだれを垂らしていた。今にも飛び込んでしまいそうである。

「そういえば先輩、水泳部ですけど大丈夫なんですか？」

「大丈夫って、なにが？」

「だって、泳いだりしたら先輩がサケだってバレちゃうじゃないですか」

　酒さけ見み先輩はきょとんとして俺おれを見て、それからくすりと笑った。

「もちろん部活の時間に泳いだりはしてないって。みんながいない時間に来て一人で泳いでるだけ。部活中はマネージャーとしての仕事をしてるんだもん」

「それ、かえって辛くないですか？」

　欲しいものを前にしているのに、決してそれに触れてはならない。その上、他の誰かが自分の欲しいものを手にしているのを見てなければならない。こうして我を忘れてしまいそうになるほど好きだというのに、それは辛すぎる。

　俺だって、ハチミツで同じことをされたら頭がおかしくなってしまうだろう。特に、桜さくらのハチミツでされたら間違いなくおかしくなるな。

　しかし、酒見先輩はなぜその質問を投げかけられたのか理解できないといったように、整った眉まゆをひそめた。

「どうして？　毎日広いプールを独り占めできるし、水の近くにいれるし、みんなのお世話もできるし。いいこと尽くしだよ？」

　その時、酒見先輩は俺や桜とは違うと思った。楓かえでが一番近いかもしれないが、ちょっと違う。言ってしまえば、酒見先輩は極度のプラス思考なのだ。体質がどうだとか、苦しいことだとか、そういうことは一切考えない。

　この人はただ前向きに、前だけを見て生きているのである。

「酒見先輩って、強いですね」

「うん、お姉さんは強いよ～」

　意味が分かったのかどうなのか、酒見先輩はガッツポーズをしておちゃらけて見せた。そしてスッと立ち、水泳バッグを下ろす。

「さあ、さっそく特訓しよ！　時間がもったいない！」

　言うが早いか、酒見先輩はジャージのチャックを開け、体操着を脱ぎ始めた。

「ちょっ!?　ここで脱ぐんですか！」

「ちょっと脱ぐだけだもん」

　俺は慌てて背を向けた。

　普通いきなり脱ぐか!?　そもそもここ外だぞ！　ああ、ダメだ。衣きぬ擦ずれの音がすぐそこから聞こえて心が落ち着かない。

「酒見先輩！　誰もいないって言っても、やっぱり外で着替えるのは──」

「はい、こっち向いても大丈夫だよ」

「はやっ！」

　やけに早く先輩の着替えが終わった。

　もしかして着替えの途中で俺を振り向かせて、また俺を動揺させようとしているのか。そんな不安を胸にゆっくりと振り向く。

　俺おれの目に飛び込んできたのは、女性らしい体のラインが強調された白い生地。際どい所までさらけ出された足。しなやかな腕。

　酒さけ見み先輩はちゃんと競泳水着を着ていた。

「なんだ、下に水着を着てきたんですね……」

　酒見先輩がにまぁ～っとえくぼを作る。

「なになに？　がっかりした？」

「先輩の恥じらいの無さにがっかりですよ……。ほら、早く泳いでみてください」

「うん！」

　酒見先輩は綺き麗れいな放物線を描いてプールへ飛び込んだ。そしてすぐに浮上し、一番手前側のレーンに沿ってクロールで泳ぎ始める。

　その泳ぎは優雅で美しかった。暗いプールの水面が外灯の光を反射しているから、まるで星空を漂っているかのように見える。しかし、動きがとろいわけではなく、生き生きとした力強さも感じられる。まさに水を得た魚うおだった。

　端に到達すると素早くターンをし、壁を蹴って泳ぎを再開する。

　そうして再び目の前を通過する時、俺はあることに気が付いた。

　酒見先輩の脚がやけにギラギラとした輝きを放っていたのだ。よく見れば、太ふと腿ももの中間から踝くるぶしにかけてが虹色のウロコに覆おおわれてくっつき、足先がひらひらとしたヒレになっている。ちょうど、ニーハイソックスで覆われる部分が魚みたいな形になっていた。

　つまり、酒見先輩は人魚のような姿になっていたのである。

　それに伴い、泳ぎ方も変化していた。腕はクロールだというのに、バタフライのようなドルフィンキックの動きをしているのだ。

「酒見先輩」

　まだ泳ぎ続けようとする酒見先輩を呼んだが止まらなかった。

「酒見先輩！」

　今度は語気を強めて呼んだ。すると酒見先輩は泳ぎを止め、首だけを水から出して俺を見上げた。二十五メートルほど泳いだっていうのに、息切れした様子は全くない。さすがはサケの子である。

「なに久きゆう真まくん！　お姉さんまだまだ泳ぎたくて体がウズウズするよっ！」

　酒見先輩はやる気に満ちた表情でぎゅっと両手を握った。

　この調子では落ち着いて話をするのは難しそうだ。どのみち今日はこのまま満足するまで泳いでもらうつもりだったし、早いところ話を済ませて先輩をまた泳がせてやろう。

「先輩、今の状態がサケ化したってことでいいんですか？」

　酒見先輩は自分の下半身を見て、少し驚いたように目を丸くした。

「うわっびっくり！　いつの間に！」

「気付いてなかったんですね……」

「うん、泳ぎに熱中してたから」

　酒さけ見み先輩ははにかんで、頭の後ろを搔かいた。

「それはそうと、アタシはここまでしかサケになったことないよ。いっぱい泳いだことあるけど、上半身はこのままだった」

「分かりました。じゃあ、とりあえず満足するまで泳いでみてください」

「うん！」

　酒見先輩は小さな子供が返事をするように元気に頷うなずき、また泳ぎ出した。

　サケ化をしていなかった時とは比べ物にならないほど速い。見る見るうちに端まで到達し、気付けばまた俺おれの前を通過していく。

　そんな彼女の波打つように動く尾ヒレに、俺はつい見とれてしまった。一見して風になびくシルクのようだが、水をとらえて推進力を生みだす躍動感たっぷりの動きには、目が吸い寄せられるようだった。

　ああ、どうしてだろう。彼女のその動きを見ていると、ハチミツを前にした時のワクワク感やドキドキ感が頭をもたげてくる。

　そのウロコやヒレにもっと近付きたい。触れてみたい。

　──ザブーン

「……あ、れ」

　気が付いた時には、俺はプールに飛び込んでいた。

　手には冷たくてスルッとした感触がある。

「なんだこりゃ……ん？」

　よく見れば、俺の手は真っ黒の毛に覆おおわれている。そう、俺は知らない間にクマ化をしていたのである。この分だと全身がクマ化しているに違いない。

　だが一体なぜ……？

「あははは、さては久きゆう真まくん、お姉さんのぴちぴちボディに興奮したなぁ」

　俺が摑つかんでいるものの先で、酒見先輩が笑っていた。

　つまり、俺が今摑んでいるのは酒見先輩の下半身。むっちりとした白い太ふと腿ももの下半分から先が変化した、魚のような部分を抱きかかえていたのである。

　ひょっとして俺は、サケの下半身を見ていてクマ化したのか？　そりゃ確かにクマといえばサケを咥くわえている絵が思い浮かぶが……って、いやそれ以前にこの状況はまずい。

　魚のような形になっているとはいえ、俺は酒見先輩の足を摑んでいるのだ。

「わあっすっ、すいません！」

　急いで放すが、摑んでしまった事実は変えられない。魚の部分とはいえ、やったことは痴漢と一緒だ。

　けれど、酒さけ見み先輩は気に障さわった様子もなく、むしろ涙を流す勢いでころころと笑っていた。

「いやらしい子はこうだ～」

　ひとしきり笑った酒見先輩が、尾ヒレを使って水を掛けてきた。

「せっ、先輩！　やめ！　やめてくださブボォッ」

　何度も何度も、徐々にエスカレートして水をぶっかけてくる酒見先輩。

　それは放水されているような凄すさまじい勢いで、俺おれはほとんど息ができなかった。

「あはははははっ、あははははははっ、はーはっはー！」

　苦しむ俺を見て、酒見先輩がけたたましく笑い声を上げていた。

　それは学校中に響き渡るほどの声だったという。
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「……というわけで、最近この学校で夜になると、人魚とクマが闘ってるらしいぜ」

　朝、授業が始まる前の教室。席に座る俺の横で、河こう野のは濡ぬれた頭をタオルで拭きながら、まことしやかに我が校の新しい七不思議を語って見せた。

　部活の朝練習の時間に急に雨が降ってきたようだ。通り雨のためすぐに止やむらしいが、その勢いを見ていると疑わしくなってくる。

　俺は窓の外で雨風に揺れる木を眺めつつ、針の筵むしろにいるような思いで河野に相あい槌づちを打った。

「そ、ソウカー、ふーん」

　酒見先輩の特訓に付き合うこと二日。満足するまで泳いでもらおうにも彼女は一向に満足することがなく、成果が未いまだに出せていない。

　それどころか日ひ夏なつ高校では最近、夜な夜な人魚とクマの攻防が繰り広げられているという訳の分からない噂うわさが広まってしまっていた。たぶん夏だから肝試しか何かで学校に入った他の生徒がいて、俺たちの特訓風景を目撃してしまったのだろう。

　迂う闊かつだった……。もう日夏高校で特訓をするのはやめた方がいいかもしれない。

「久きゆう真まくん！」

　いきなり、教室の全員が振り向くような大声で名前を呼ばれた。

　声の主は、教室の入り口でにっこりと微笑ほほえんでいた酒見先輩だった。先輩は手招きをして俺を呼んでいる。クラス全員の前での公開呼び出しである。

「おいお前、最近酒見先輩と一緒にいること多いじゃんか。天あま海み姉妹はどうしたんだよ？」

　隣にいた河野がニヤニヤして、おどけた声で言ってきた。

「どうもしねーよ。桜さくらとも楓かえでとも変わらずに話してるだろ。特に桜とは最近ずっと一緒に帰ってるし」

「なにっ、天あま海みさんと下校だとぉー!?　そんじゃあ酒さけ見み先輩とは浮気じゃねぇかっ！　なんでお前ばっか女の子に囲まれるんだよ！　ずりーぜ！」

「なんだよ浮気って……まあいいや、ちょっと行ってくる」

　席を立って酒見先輩のもとへ向かうと、教室の入り口近くの席に座る桜さくらと目が合った。

　桜は眉み間けんに皺しわを寄せて複雑な顔で俺おれをジッと見つめている。

「どうしたんだ？」

「またお呼び出しですか……」

　俺が訊たずねると、桜は雨音に搔かき消けされてしまいそうなほど低い声でそう言った。

　何を心配しているのかは分からない。酒見先輩の事情を話せば、その不安が取とり除のぞけるのかもしれない。けれど桜を巻き込んでは迷惑をかけてしまう。

「どうせ大したことじゃない。すぐ戻る」

　そう言って少しでも安心させてやろうと思った俺の背後から、酒見先輩がひょこっと顔を出した。

「ごめんね、久きゆう真まくんはお姉さんが少し借りてくよ」

　酒見先輩を見て、きいっと睨にらみを利かせる桜。

　先輩はその睨みに全く動じず、というか、気付いた素振りも見せずに俺の腕を引っ張って教室を後にしようとする。

　去り際、俺と酒見先輩を見てざわつくクラスメイトたちと、思いつめた表情で俺を見つめる桜の姿が目に入り、なぜだか心にさざ波が立った。

　一年Ｂ組の教室で堂々と体質関連の話をするわけにもいかないので、俺たちは二日前話をした空き教室へ移動。

「酒見先輩、クラス中に響き渡る声で名前呼ぶのはやめてください……」

　俺はさっそく酒見先輩へ苦情を言うと、彼女は目を丸くした。

「どうしてー？　いいじゃん」

「先輩とのあらぬ疑いを掛けられそうだからです」

「いいじゃん、あらぬ疑い！　ねーそれはそうと、今夜も付き合ってね」

　酒見先輩が俺の腕に抱きついて、上目遣いで見つめてきた。

　豊満な胸がむぎゅっと俺の二の腕に押し当てられ、手には指を絡ませてくる。

　綺き麗れいな女性との過度な接触に、図らずも緊張してしまう。この緊張を悟られては、またからかわれるだろう。俺は何ともないように見せて応答する。

「いっ、いやそれが、この学校で最近俺たちの噂うわさが広まってきたので──」

「ベア君」

「っ!?」

　この呼び方をするのは一人しかいない。

「さっ、桜さくら!?」

　声のした方を見ると、空き教室の入り口でショックを受けたような顔で立ち尽くす桜がいた。酒さけ見み先輩に気を取られて気付くのが遅れてしまったのだ。

「ベア君はその先輩とそういう関係だったんですかっ」

　桜が泣きそうな声音で言って一歩後ずさりする。

　窓に吹き付ける雨音が一層酷ひどくなったような気がした。

　俺おれは慌てて否定する。

「ちがうちがうちがうっ」

「私はもう近づかないほうがいいのですかっ」

「落ち着け桜！　お前汗を……！」

　桜は癇かん癪しやくを起こしたように声を上げていた。明らかに興奮し、首元にきらりと光るものが見えた。

　まずい、このまま廊下を歩く生徒にでも見つかったりしたら、桜の秘密が危ない……！

　俺は桜に駆け寄り、彼女の腕を摑つかんで空き教室の中に連れ込もうとする。

「ベア君だめです、私に構ったら」

「桜！　ちょっとこっち来てくれ！」

「アタシも手伝うよ～」

　酒見先輩がこんな状況でも楽しげに笑って桜を空き教室に押し込むのを助けてくれた。

　見ようによっては誘拐現場にしか見えないだろうな。

「すいません酒見先輩！　先輩はちょっと出ててください！」

「えっ、これからが楽しそうなのに！　ねえ久きゆう真まく──」

　俺は酒見先輩を追い出したまま戸を閉め、カチャリと鍵までかけた。

　そして桜を教室前の壁に押しつける。

「やめてくださいベア君！　放してください！」

　桜はぶんぶん手を振り回して暴れていた。

　彼女はそうしている間にもどんどん汗をかいていく。

　濃縮された甘い香りを深く吸い込んでしまった。頭上にクマの耳が生える感触がし、手や顔を黒い毛が覆おおっていく。

　俺は桜の肩をぎゅっと摑んだ。

「嫌だ！　放したくない！」

「べっ、ベア君」

　桜が恥ずかしそうに顔を真っ赤に染めているが、今は構っていられない。

　さっきの騒ぎを聞いて誰かが来てしまうかもしれないのだ。早く桜を舐なめなければ。

　俺おれは、ねっとりとした蜜が滴したたる喉のど元もとに食いついた。甘あま嚙がみのまま舌を動かして甘いハチミツを舐なめ取っていく。

「んぁ……はぅ、あん」

　舌の動きに合わせて、桜さくらが喘あえぎ声を上げる。

「んっ！」

　桜のハチミツをすべて舐め取った時、彼女が大きく身をよじった。

　自分の手を見るとクマの毛は消え去っている。クマ化も無事に解けたようだ。

「はあ……はあ」

　彼女は頰ほおを赤らめ、息を荒くしていた。

　今なら話を聞いてくれそうだ。ちゃんとすべてを話そう。

「桜、落ち着いて聞いてくれ。俺と酒さけ見み先輩はお前が思ってるような関係じゃないんだ」

「では、どうして……？」

「実は酒見先輩は……」

　俺は酒見先輩との関係についてすべてを話した。

　話し終える頃には雨はすっかり止やんでいた。桜の息はすっかり穏やかになり、顔もいつもの白い肌に戻っている。

　桜はブラウスのボタンを掛け直しつつ言う。

「なるほど、そういうことでしたか」

「分かってくれたか？」

　ちゃんと全部説明すれば、桜なら分かってくれると思った。よかった、誤解は解けたようだ。

「ベア君とあの美人な先輩をこれ以上二人きりにするわけには……」

　しかし、桜が何かを呟つぶやき、不意に真剣な眼まな差ざしを向けてきた。

「ベア君、決めました。私も酒見先輩に協力します」

「…………はい？」

　どうしてそういうことになったんだ……？

　こうして、よく理解もできぬまま、桜も酒見先輩の特訓に参加することになったのだった。










　桜さくらに酒さけ見み先輩とのことを話した日の放課後。

　俺おれと桜は、学校で涼しくなる時間まで待ってから下校を開始し、夕暮れの堤防道を二人きりで歩いていた。

　茜あかね色いろの空には、燃えるような色の鰯いわ雲しぐもが漂っている。今朝の大雨が噓うそのようだ。

「さっきも言いましたが、学校で変な噂うわさが広まってしまっている以上、もう学校のプールで特訓をするのはやめた方がいいと思います」

　隣を歩く桜がそう言った。

「だが桜、酒見先輩の新しい特訓場所にどこかあてはあるのか？」

　俺が訊たずねると、桜が自信なさげに頷うなずいた。

「はい。最適かは分からないのですが、昼間からサケ化しても大丈夫そうなほど人ひと気けがなくて泳げそうな場所でしたら」

「じゃあ今から行ってみようぜ」

「いえ、今日は一度大雨が降ったので、やめておいた方がいいかと。雨が降ると行くのも泳ぐのも難しい場所ですので」

「そうなのか」

　何やら条件が厳しい場所のようだ。しかし、学校を使うのが困難になった今、贅ぜい沢たくは言っていられない。

　後で酒見先輩に、今日の特訓は休みにするということを連絡しておかないとな。特訓の際に、念のため連絡先を交換しておいて良かった。

　桜がスクールバッグからスマートフォンを出して、さっと画面を確認してから言う。

「ちょうど休みで天気予報も晴れですので、明日ご案内します」

「酒見先輩の大会まであまり時間がないから急ぎたいんだが、仕方ないか」

　不意に桜がからかうような笑みを向けてきた。

「まったく、ベア君はいつもせっかちですね。私のハチミツを舐なめるときみたいに」

「な、舐めるときは仕方ないだろ。我慢できないものなんだよっ」

　自分が本能で動いている部分を指摘されると、どうにも恥ずかしいものだ。

　慌てる俺の様子を見て、桜がクスクスと笑っていた。

　朝は不機嫌だったが、今の桜は絶好調のようである。

　朝桜が自分も酒見先輩に協力すると言った時は驚いた。

　桜が酒見先輩に協力する義理はないし、そもそも誰かから手伝えと強要されたわけでもない。彼女が協力する理由が、まるで見えてこなかったのである。

　けれど、協力者が増えれば先輩のサケ化を抑えるための何らかのヒントが得られる可能性が上がるに違いない。そう考えた俺おれは酒さけ見み先輩に許可を取り、桜さくらにも手伝ってもらうことになったのである。

　それにあたり酒見先輩には、天あま海み姉妹の汗のこと、クマ化を解くには彼女たちの汗を舐なめる必要があること、そして俺と桜の協力関係のことについて話しておいた。

　しかし、言い方が悪かったのか、その話を聞き終えた酒見先輩は「桜ちゃんって久きゆう真まくんに舐められたがってるのっ」とケラケラ笑い出してしまった。そのせいで桜は茹ゆでダコのように顔を真っ赤にし、頭から湯気を立ち上らせていた。

　俺はともかく、桜まで変態扱いされては可哀かわい想そうだ。すぐさま俺は酒見先輩に、桜は体質を隠すために仕方なくそうしているのだと訂正した。

　だが、あの時の桜の顔を思い出すと、どうしても笑いが込み上げてきてしまう。

「どうして肩を震わせているのですか、ベア君？」

　桜が訝いぶかしげに顔を覗のぞき込こんできた。俺は逃げるように顔を背けて、笑いを堪こらえつつ答える。

「いや、何でもない……何でも」

「そ、そうですか」

　俺のおかしな様子を見て、桜は若干引き気味にそう言った。

　そして、ようやく俺の笑いが治まってきた頃、桜が咳せき払ばらいをして口を開く。

「ところでベア君、提案なのですが」

「ん、何だ？」

「酒見先輩の特訓を楓かえでにも手伝ってもらうのはどうでしょう？」

「楓にか？」

　桜は俺の目を見てこくりと頷うなずいた。

「楓は小学校の頃から体質を隠そうと努めてきました。そんな彼女なら、酒見先輩の体質だってどうにかできるかもしれません」

　言ってしまえば、楓は体質を隠すことのエキスパートだ。そういう意味で、俺や桜には思いも寄らない発想が飛び出してくるかもしれない。

「なるほど、確かにな。じゃあ楓にもお願いしてみよう」

　そういうわけで、俺たちは天海家で楓の帰りを待ち、酒見先輩に協力をしてくれないか頼んでみることとなった。




　桜の家が経営する喫茶店『ＳＷＥＥＴＮＥＳＳ』は、夜はバーになる。

　カラン、と鐘を鳴らして店内に入ると、カウンターの中にいる四十代前半と思われるバーテンダー衣装の男が、にこやかな笑みを向けてきた。

「やあ、お帰り桜さくら。こっちから入ってくるなんて珍しいね」

　昼は閑かん古こ鳥どりが鳴く店内も、夜になると客入りが良いようだった。そうは言っても、半分くらいの席は空いているんだが。

「ただいま帰りました。えっと、今日はお客様を連れているので」

　そう言って桜が一歩横へ退どくと、カウンターの中にいる男と目が合った。

　白髪交じりの髪を後ろに流した上品な外見。落ち着いた低い声。今の会話から察するに、この人は桜の父親だろう。そういえば、鼻の形とかが桜とよく似ているような気がする。

　桜の父は、俺おれの顔を見るなり目を見開いた。

「しゃっ桜がお友達を……っ!?　そ、その上異性を連れてくるなんて！」

　なんとも素すっ頓とん狂きような声だった。そんな父に、桜はジト目を向ける。

「私がお客様を連れてきたことがそこまで衝撃的ですか。心外です」

「あ、いやそうじゃなくてだね、えっと……」

　娘にどう弁明していいか困る天あま海み父に、カウンターに座っている客の爺じいさんが笑い声を浴びせる。

「天海さん、桜ちゃんにたじたじだね、ハハハハハ！」

「笑わないでくださいって」

　常連と思われる客に対して恥ずかしそうに笑う天海父が、ふと俺に目を向けた。

「そういえば、自己紹介がまだだったね。僕は桜の父です。よろしく」

　そう言って天海父は、深々と頭を下げた。

　大人にそんな態度を取られたことに、俺はつい戸惑ってしまう。

「あ、えっと、俺は阿あ部べ久きゆう真まって言います。よろしくお願いします」

　俺も深く礼をしてから頭を上げた。

　挨拶が済んだところで、桜が口を挟む。

「ベア……阿部君にはしばらくここにいてもらおうかと思います。いいですよね？」

　天海父が優しく微笑ほほえんだ。

「もちろんだとも。その奥の方のテーブルを使うといい。そこならば静かだから」

「ありがとうございます、お父さん」

　桜はそう言い残して、言われた通り店の奥のテーブル席へと向かった。

　どうやらそこは、店の中でも少し特殊なスペースのようだ。店のどの席からも見えにくくなり、落ち着いて過ごすことができそうだった。

　俺と桜はそのテーブル席に向かい合って座る。するとすぐに、テーブルに二杯のコーヒーが置かれた。天海父がわざわざ持って来てくれたのである。

「ありがとうございます」

「娘をよろしく頼む、阿部君」

　そう俺おれに笑いかけて、天あま海み父はそそくさとカウンターの中へ戻っていった。

「お、お父さんったら、よ、よろしく頼むだなんて……！」

　桜さくらはなぜか頰ほおを赤らめてもじもじとしている。

　こいつはたまによく分からないことがあるが、この短時間でも天海父のことはよく分かった。桜と楓かえでの父親はどうやら、優しく穏やかな人のようである。




　コーヒーを半分ほど飲んだ頃、裏手の方で引き戸が開けられる音が微かすかに聞こえた。

「楓が帰ってきました。ちょっと呼んできます」

　桜が席を立ってカウンター脇のドアから家の方へ入っていき、間もなく楓を連れて戻ってきた。

「あらクマさんじゃない！　どうして来てるのかしら？」

　日ひ夏なつ高校の夏服姿の楓が嬉うれしそうに笑って、ごく自然な動作で俺の隣に座ってきた。女の子っぽいほのかな甘い香りが押し寄せてくる。

　そんな俺たちを見て、正面に座る桜がムスッと不機嫌そうな顔を向けてきた。どうして怒ってるか分からないがとりあえず怖い。

　それでも楓は、桜なんてお構いなしでぎゅっと俺の腕を摑つかんできた。

「あ、さてはあたしの部屋でモフモフさせてくれるのね？」

「違う。お前はすぐモフモフ方面へ持っていこうとするな」

「へへへ～」

　楓がだらしなく口元を緩めた。

「なんで照れてんだよ。まあいい、ちょっと話したいことがあるんだ」

　早いところ本題に入らないと、今にも桜が雷を落としそうで怖かった。俺は酒さけ見み先輩のことを楓に話し、協力してくれないか頼んだ。

「……というわけなんだが、手伝ってくれるか？」

「もちろんよクマさん！　クマさんの頼みだもの、断るはずがないわ。でも……」

　明るい笑顔をしていた楓が言葉の最後で言いい淀よどんだ。そして言いづらそうに続ける。

「実は前回の期末テストで赤点を取っちゃって課題を出されてるの。それで、そのね」

　ああ、なるほど。楓の言いたいことが大おお方かた分かった。

「つまり酒見先輩の手伝いをする代わりに、課題を手伝ってほしいってことか？」

「そういうこと」

　楓が正解と言わんばかりに微笑ほほえんだ。

　桜は困ったような顔で言う。

「楓、課題は自分でやらなくてはためになりませんよ？」

「なにも全部やってちょうだいって言ってるわけじゃないわ。ちょーっと手伝ってって言ってるだけよ？」

　楓かえでは懇願するように手を握る。

「ね、いいでしょ？　あたしだって手伝ってあげたいけれど、課題のせいで時間がなくて辛いもの」

　俺おれと桜さくらは顔を見合わせて頷うなずいた。

　桜がため息を吐ついて楓に言う。

「仕方がないですね。では、分からないところだけヒントをあげます。それでいいですか？」

「ええ、交渉成立よ！　じゃあさっそく始めましょ」

　楓はにこやかにそう言い、テーブルの下に置いていたスクールバッグからプリントの束をドサッとテーブルの上に置いた。そして、気合たっぷりにシャーペンを持ち、一番上のプリントと向かい合う。

「………………」

　楓はしばらく難しい顔でプリントとにらめっこをした後、一文字も書くことなく顔を上げた。

「ねえ、クマさん。この問題なんだけど」

「まさか一問目から躓つまずくとは思わなかったぞ!?」

　俺がツッコミを入れると、またも楓はだらしなく口元を緩めた。

「へへへ～」

「だからなんで照れてんだよ……はあ、いいかここはな」

　俺は呆あきれつつも楓に問題の解き方を教えてやった。

　赤点を取った者に出される課題だけあって、問題の難易度は高くない。これなら、成績に自信がない俺でもそう間違えることはないだろう。

　そのようにして、一問ごとに楓は躓き、俺と桜が交互にヒントを出していく。桜は読書をしながら、俺は明日の予習をしながら楓の手伝いをした。

　しかし、プリント三枚目の最終問題、とうとう俺にも分からない問題が現れた。

「んー……難しいな。なあ桜、ここ分かるか？」

「これですか……なかなかの難問ですね」

　桜は読んでいた本を閉じ、プリントを覗のぞき込こんできた。眉み間けんに皺しわを寄せて、一生懸命に考えている。成績上位者の桜でも苦戦する問題のようである。

「ケーキと紅茶を用意したわ。二人とも食べて」

　俺と桜が頭をひねって考えているところへ、楓がトレイを持ってやってきた。

「「ありが……って」」

　思わずお礼を言いそうになった俺たちだったが、既すんでのところで何かがおかしいと気が付き、声を揃そろえて楓に怒鳴った。

「お前の課題だろうが！」「あなたの課題でしょう！」

　そんな俺おれたちを落ち着かせようと、楓かえではにこっと笑いながらケーキと紅茶を並べた。

「まあまあ二人とも、そう言わずに食べて。昨日作っておいたレアチーズケーキを冷やしておいたの。ほら、勉強するにも糖分が必要でしょ？」

　楓が作ったというチーズケーキは、白く滑らかな生地の上にブルーベリーのソースがかかっていて美お味いしそうだ。たくさん頭を使ったからか、いつもより一層魅力的に見える。

　俺はごくりと唾を飲み込んだ。ふと桜さくらを見ると、彼女の方もケーキに目が釘くぎ付づけである。

　すっかり楓の思惑通りのような気もするが、まあいいだろう。

「わかった。じゃあ休憩にしよう」

　俺がそう言ったことで、ひとまず楓の課題は中断することとなった。

「「いただきます」」

　俺と桜は同時にチーズケーキを口へ入れた。

　その瞬間、口の中に広がる濃厚なチーズの味。それでいて癖とかはまったくない。

「うん、美う味まいな」

「さすが楓です。これならお店でも出せるかもしれませんね」

　俺と桜は揃そろって楓のチーズケーキを賞賛した。二人とも、さっきの怒りなど綺き麗れいに消え去ってしまっている。食べ物の力は偉大である。

　楓は褒められたことで嬉うれしそうに目を細めた。

「よかったぁ。実は結構頑張って作ったんだ～」

「勉強もそれくらい頑張ってくれれば……ん」

　俺は口の中に違和感を覚えた。

　この味、この風味、わずかだがチーズケーキではないものが混ざっている。この舌に絡みつく香り高い甘さは……！

「なあ、楓。ひょっとしてこのチーズケーキ、メイプルシロップ入れたか……？」

　俺が訊たずねると、楓はあからさまに目を泳がせた。

「さ、さあどうだったかしら～？　昨日頑張って作ってる時、うっかり汗が入っちゃったかもしれないわネ～」

「意図的に入れたろっ」

「どうだったかしらネ～。それよりクマさん、早くクマ化を解かないと誰かに見つかっちゃうわよ？」

「クマ化だと……っ!?」

　手を見ると、それは白い毛に覆おおわれ黒い爪つめが生えていた。頭にはモコッとした二つの耳が。

　俺はシロクマ化してしまったのである。

　この店には、何人か客がいる。そいつらに見つかってしまったら大騒ぎになってしまうに違いない。ここは楓かえでの言う通り、速やかにクマ化を解くしかない。

「桜さくらの汗を舐なめると、また灰色のクマから戻れなくなっちまうかもしれないよな……」

　俺おれが独り言のように呟つぶやいた言葉に、楓が反応してぐっと顔を近付けてきた。

「ええ、だからあたしを舐めて、クマさん」

　最後に汗を流してから時間が経たち、すでにメイプルシロップの汗をかくようになってきたのか、彼女からはチーズケーキの中にほんのちょっとだけあった甘い香りが漂ってきた。そのせいでクマ化がどんどん進行してしまう。もはや一刻の猶ゆう予よもない。

「どこか隠れられる場所は……っ！」

　俺は慌てて辺りを見回した。

　ちょうど天あま海み父が席を外しているし、カウンターの中はどうだろうか。いや、さすがにそこでも客の目につく。じゃあ店と家を繫つなぐドアの中へ入ってしまうのはどうか。だが、そこに行くまでに見つかってしまう危険性がある。

　一体どうすれば……！

「この下で舐めて、クマさん」

　あたふたしていた俺に、楓がテーブルの下を指差してそう言った。

　この席は他の客からは見えづらくなっている。テーブルの下へ潜ってしまえば、見つからずに舐めることだってできるかもしれない。

「わかった……！」

　俺は楓と一緒に姿勢を低くし、テーブルの下へと潜り込もうとした時、

「ぐぬぬ……」

　桜が悔しそうに下唇くちびるを嚙かんで楓を見てきた。

　そんな彼女に、楓は得意げな笑みを浮かべて言う。

「じゃあお姉ちゃん、ちょっと失礼するわね」

　その瞬間、桜の表情が阿あ修しゆ羅らのごとく怒りに満ちたものへと変わった。

　うおわ、こわっ！

　楓がイタズラしたことを怒っているのだろうか。

　いや、今はそれよりもクマ化を解かなくては。

　俺は楓と一緒にテーブル下の空間へと体を潜り込ませた。

「ほらクマさん、もっと寄って。でないとお客さんに見られちゃうわよ？」

「わ、わかった」

　楓に言われた通り、俺は彼女との距離を詰めた。

「さあクマさん……舐めて」

　楓がベストを脱ぎ、ブラウスのボタンを次々に開けながら言った。その表情は嬉き々きとしており、若干顔が紅潮して興奮しているようである。

　その興奮のせいで汗をかいているのか、彼女から漂ってくるメイプルシロップの甘い香りはどんどん濃いものへと変わっていった。

　ブラウスのボタンをすべて開け放ったことでキャミソールが露あらわとなった。胸元が大きくはだけ、そこに薄うつすら浮かぶ蜜が俺おれを誘惑する。

「クマさぁ～ん！」

「なっ!?　楓かえで！」

　突然、楓が俺の頭をガシッと摑つかみ、蜜が滴したたる自分の胸元に押し付けてきた。

　苦しい……！　楓のまな板胸に鼻と口が押し付けられ息ができない。

　口の中に入り込んできたメイプルシロップの上品な甘みが広がった。自然と舌が動いて楓の胸元を舐なめ回まわしてしまう。

「ふにゅっ」

　楓がくすぐったそうに高い声を上げた。

　俺は楓から口を離し、極力小さな声で注意する。

「おい、声抑えろ」

　楓はえへへと笑う。

「ごめんね。でもくすぐったくて」












「お前のせいでこんなことになったんだからな。我慢しろ」

「はーい」

　俺おれは楓かえでの肩を摑つかみ、今度は彼女の喉のど元もとを舐なめた。

「……んっんぅ」

　声が漏もれているが、さっきよりも抑えられている。これなら、店内に流れるジャズのＢＧＭが搔かき消けしてくれるだろう。

「うふぇへ」

　いや、でも、この気持ち悪い声はさすがに搔き消せないんじゃないか。

　そもそもどうしてこんな気持ち悪い声が出てくる。いや、答えは見るまでもない。

　クマの耳が感じる、揉もみ解ほぐされるような感触。楓はクマ耳をモフモフしているのである。

　ああ、やばい気持ち良すぎる……！　俺まで声が出てしまいそうだ。こいつ、モフモフするたびに腕が上がってるな。このままでは楓のモフモフの前に服従する日がいずれ来てしまうかもしれない。いや、負けてたまるか。

　俺は耳に走る快感に屈服しないよう堪こらえつつ、楓の首や胸元を舐なめ回まわした。

「にゅふふ……あぅ、んっ、はう」

　楓は舐められ、くすぐったそうに身をよじりつつも、モフモフする指を止めない。

　ふんっ、ああそこ。そこがいい！　いいやダメだしっかりしろ！

「はあ……はあ……はあ」

　目の前には、息を荒くする楓の姿。キャミソールの肩かた紐ひもが落ち、下着の端が見えてしまっていて目のやり場に困る。

　いつもより長く舐めていた気がする。少なくとも俺にはえらく長く感じた。

「よ、よし戻った」

　俺の手は人間のそれに戻っている。クマ化は解けた。あとは誰にも見つからないようにさりげなくテーブルへ戻るだけ。

「桜さくらちゃん、さっきからそっちで何か声が聞こえないかい？」

　ドキリとした。

　客の一人がテーブルに一人残る桜に呼びかけたのだ。声の感じからして、店に入ってきた時に天あま海み父をからかっていた爺じいさんだろう。

「盛りのついた猫ですよ。本当にもう困ったものです。お仕置きが必要かもしれませんね」

　怒りに満ちた声でそう言って、桜はトンと軽く楓の背中を蹴った。

「ひいっ」

　服がはだけたままの楓はビクンと体を震わせ、涙目で俺に助けを求めてくる。

「クマさん助けて！」

　俺は楓から目を逸そらして答える。

「自業自得だ」

　その後、楓かえでは桜さくらによってこっぴどく叱られた。ベア君が危ない目に遭っただの、ずるいだの、色々言っていた気がするが詳しくは聞いていない。

　何となくだが叱られている楓の姿は、どこか俺おれに叱られている時の九ここ舞まに似ているような気がしておかしかった。

　そんなこんなで色々あったが、こうして楓も酒さけ見み先輩に協力することとなったのだった。




◇◇◇




　その翌日。桜に案内され、酒見先輩の特訓場所にやってきていた。

　穏やかなせせらぎの音。ごつごつとした大きな岩が転がる河原。

　ここは日ひ夏なつ山を少し登ったところにある、生い茂った木々の間に流れる川である。川幅は十メートルほどあるだろうか。山の中にしては、やや広めの川だと思う。

「ここか……」

「はい、ここならば問題ないかと」

　トレッキングウェアを着て日傘を差した桜がそう言った。

　俺は岩の上に立ち、川の上流から下流を見渡した。

　水は薄うつすらと緑だが、底までしっかり透き通って見えるほど綺き麗れいだ。

　流れは、少し離れたところにある滝の辺りを除いて、基本は緩やかなようである。その上、山道から外れたところにあるせいか人ひと気けも全くない。

「ああ、これならば酒見先輩が泳ぐのに絶好の場所だ」

　俺がそう言うのを確認すると、桜は木の陰に入って日傘を畳み、ウェアのポケットから小さなスプレーを取り出した。歩いてきたことで上がってしまった体温を下げるための冷却スプレーだろう。それを服の上から吹きかけ始めた。

　酒見先輩は到着するなり岩の上で、水泳バッグをばさばさ揺らして飛び跳ねていた。風に煽あおられてジャージの裾がはためいている。

「ねえねえ久きゆう真まくん！　この水流やばい！　早く泳ぎたいよぉ～」

　おや、いつものプールを見た時の反応よりも激しいぞ。流れのある水がよりサケの心をくすぐっているのだろうか。

　俺は酒見先輩に声を掛ける。

「ちょっとは落ち着いてください。今日は助すけっ人とを呼んだんですから」

「この流れを見て落ち着いてなんていられないよっ！　水が！　水がアタシを欲してるのっ！　泳ぎたいぃいいいハアハア」

　奇声じみた声を上げて息を荒くしている酒見先輩。興奮が抑えられないようだ。

　俺おれはなだめるように言う。

「と、とにかく今日は体質を隠すプロフェッショナルを呼んだんですからちゃんと大人しくしてください！　大人しくすれば、サケ化を解くことができるかもしれないんですよっ。そしたら水泳の大会にも出られるんですよ！」

　スッと、酒さけ見み先輩はその場に正座をして大人しくなった。たぶん、水泳の大会に出られるというワードが効いたのだろう。

「落ち着こうと思えばできるんじゃないですか……」

　といっても、折りたたんだ足がプルプルと震えている。きっとものすごく我慢をしているんだろう。

　それにしても本当に静かなところだ。これだけ酒見先輩が騒いでも、全く人目を気にする必要もない。

「よくこんな場所見つけたよな」

　手や足に冷却スプレーを浴びせている桜さくらに何気なく言った。

「以前、この山に引ひき籠こもったベア君に食料などを届けていた際、楓かえでと一緒に一度だけ道に迷ってここに辿たどり着ついたことがあるのです」

「そうだったのか!?　大丈夫だったか？」

「はい、この川に沿って下山できましたので」

　俺のせいで桜と楓が危険な目に遭ったと思うと、申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

　桜に歩み寄って誠心誠意の謝罪と共に頭を下げる。

「俺なんかのせいですまなかった！　それに、あの時は本当に迷惑をかけた……」

「い、いえっ。私たちの意思でやっていたことですから気にしないでください」

　桜は慌ててスプレーを止め、戸惑いつつそう言った。

「ですからえっと……頭を上げてください、ベア君」

　桜の必死な態度に負けて俺は頭を起こす。するとそこには、穏やかな微笑ほほえみを浮かべる彼女の姿があった。俺はその顔を見ていると、不思議と温かい気持ちになる。

「桜は本当に優しいな」

「え」

　ポカンとする桜に俺は言う。

「俺がクマから戻れなくなった時は本当に世話になったし、九ここ舞まが迷惑かけた時も許してくれたし。今回だって事情を話したら、見返りも求めずに酒見先輩の特訓に協力するって言ってくれただろ」

「や、優しくなんてないですっ」

　桜は照れくささが一瞬で限界まで達してしまったようだ。真っ赤な顔で大きな声でそう言い、続けてボソリと呟つぶやく。

「ベア君と一緒にいたいと思っただけで……」

「ん？」

「なんでもありませんっ」

　桜さくらはぷいっと顔を背けた。

　川の音が混じったから、たぶん聞き間違えたのだと思う。だが、今桜は「ベア君と一緒にいたい」と言っていたように聞こえた。

「な、なあ桜、もう一度言ってく──」

「あ、いたいた。お姉ちゃーん、クマさーん！」

　そこへ、森の中から太陽のように明るい声が響いてきた。

　木漏もれ日の中からライトブラウンの髪の少女が手を振って歩み出てきた。日ひ夏なつ高校の体操ジャージを着て、大きなリュックを背負っている。

「お、楓かえで。悪かったな、部活の後にわざわざ来てもらって」

「いいのよ、クマさんの頼みだもの。それに昨日のお詫わびも兼ねてね」

　そう言って楓は屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。

　俺おれは酒さけ見み先輩に向かって楓を指し示す。

「桜の双子の妹である天あま海み楓です。昨日も電話で話した通り、こいつも特殊な体質ですが、それを隠すための方法を知っています。今日はそんな楓にも協力をお願いしました」

「一年Ａ組、天海楓です。よろしくお願いします」

　楓は正座をする酒見先輩に自己紹介をして軽く会釈した。

　酒見先輩は引きつった笑みで返す。

「二年Ｆ組の……酒見圭けい登とだよ……よろし……よろしく」

「自己紹介の合間にも川を見るのやめてもらえます!?」

　酒見先輩は言葉の切れ目切れ目で、いちいち血走った目で川へ顔を向けていた。

「ねえ、クマさん。圭登さんっていつもこうなの？」

　楓がちょっと困った顔でそっと耳打ちをしてきた。

「いや、いつもはもうちょっと落ち着いてる。昨日も話したと思うが、酒見先輩はサケのハーフだ。たぶんその特性で、川を見て興奮してるんだろう」

「ふーん、なんだか大変そうな人ね」

　クマを前にしたときのお前も大概だがな。

　それはそうと、この様子では酒見先輩の我慢もそう長続きしなさそうだ。早く特訓を始めるとしよう。

「それで楓先生、どんな特訓をすればいいんだ？」

「ふっふーん。ちゃんと考えてきたわよ」

　楓は自信満々に胸を張って酒見先輩のもとまで行った。

「圭けい登とさん、まずは水にはい──」

　──ザバァーン

　楓かえでが、水に入って、と言い終わる前に、酒さけ見み先輩は服を脱ぎ捨てて川へダイブした。今日もジャージの下に競泳水着を着てきたようである。

　そのまま先輩は、川の中をクロールや背泳ぎでぐるぐる泳ぎ回る。およそ二十五メートルを泳いだくらいで彼女の下半身がきらりと輝きを放ち、人間では考えられないスピードと水中での方向転換を見せ始めた。サケ化したのである。

「……フフフ、フフフフフ！」

　酒見先輩を見て啞あ然ぜんとしていた楓だったが、突とつ如じよ不気味に笑い出した。

「いいわ！　いいわよ圭登さん！」

　楓は一度胸の前に持ってきた右手を、ビュンと真まっ直すぐ振り上げた。

「はい！　そこでジャンプ！」

「え」

　酒見先輩が水面から飛び出し、アーチを描くようにして着水。

　それを見て楓は目を輝かせ、どこから取り出したのかプラスチックの大きな輪っかを水面に掲げた。

「さあ次はフープよ！」

「なに!?」

　酒見先輩がまたもや水面から飛び出し、フープをくぐって着水。

　楓の目の輝きが増した。リュックから釣つり竿ざおとネットに入ったボールを出して組み立てる。釣り針のかわりにボールが取り付けられた釣竿が完成し、それを使って楓は、水面から一メートルほど上にボールを掲げた。

「ボールにタッチもいくわよ！」

「なんだって!?」

　酒見先輩が水面から垂すい直ちよくに出てきて、バレーのスパイクを打つ要領でボールを叩たたいた。

　熱くなった楓はボールをもっと高い位置に持ってくる。

「次はもっと高く！」

　水面から二メートルは離れているが、果たして届くのだろうか。

　俺おれは思わず手に汗握って成り行きを見守っていた。

　いよいよ酒見先輩が水面から飛び出した。ジャンプの勢いは順調、に思われたが、徐々にその推進力は弱まり、ボールまであとちょっとというところで落下が始まる。

　ダメだったか。そう思われた時だった。

　酒見先輩が空中で大きく体を捻ひねり、回転。そのまま尾ビレでボールを叩いて見せた。

「「「おー！」」」

　俺おれたち三人は一様に感嘆の声を漏もらして拍手した。

「って、これじゃイルカショーじゃねーかっ！」

　俺が突っ込みを入れると、楓かえでは満足そうに笑った。

「あたし一度やってみたかったのよね～」

「あのな、これはお前の夢を叶かなえるためにやっているんじゃなくてだな……」

　楓に対して呆あきれているところに、川の中から酒さけ見み先輩の声が響いた。

「楓ちゃん！　もっと、もっとないの!?」

　酒見先輩は水面から上半身を出し、高揚した表情で楓を見ていた。

　まあ、酒見先輩が楽しいならそれでいいか。何にサケ化を解くヒントがあるかは分からない。このままもうしばらく、楓が考えてきたイルカショーまがいの特訓を続けてもらおう。
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「結局楓の考えてきた方法じゃダメだったな」

　と言って俺は腕時計を見る。

　楓考案の特訓を続けること一時間。

　酒見先輩のサケ化は解ける兆候すら見られなかった。

「いけると思ったのにぃ……」

　意外にも楓はがっくし肩を落としていた。どうやら酒見先輩の体質をどうにかしようと本気で考えてきた特訓だったらしい。

　それを見ていた酒見先輩が、水の中から岩場に寄りかかるようにして微笑ほほえむ。

「発想はすごくよかったと思うよ。それにとっても楽しかった！　ありがとね、楓ちゃん」

「ごめんね、圭けい登とさん。でもあたしも楽しかったわ。ありがとう！」

　楓がにこりと笑った。

　特訓はダメだったが、二人の距離は大きく縮まった気がする。それだけでも成果はあったと俺は思うのであった。

「あの、ベア君」

　日傘を差した桜さくらが服をくいっと引っ張ってきた。

　彼女はどこか照れくさそうに小さめの声で言う。

「実は私も特訓メニューを考えてきています。よろしければ試してみませんか？」

「おお、さすが桜だな。どうか頼む」

「ではベア君、持ってきてもらった私のクーラーボックスを貸してください」

「おう」

　桜さくらができるだけ汗をかかないように、彼女の荷物はすべて俺おれが持ってきていた。俺は肩に掛けていたクーラーボックスを手渡す。

　ちなみに、桜が人ひと気けのないこの場所で汗をかかないようにしているのには理由がある。

　なんでも一度、山の中で汗をかいた時、甘い香りに誘われて虫の大群が襲ってきたのだとか。それ以来彼女は、山の中では特に細心の注意を払って発汗対策をしていると聞く。

　桜はしゃがみ込んでクーラーボックスを開け、いくつものプラスチック容器を取り出した。

「まずはこれです！」

「こ、これは……っ！」

　酒さけ見み先輩が川から身を乗り出して喜びの声を上げた。

「うわぁ～アタシの大好物のイカだよ！　すごーい、イカ尽くしだ！」

　イカ焼き。イカリング。イカの塩辛。イカの煮物。イカスミパスタ。

　プラスチック容器にぎっしりとイカ料理が詰まっていたのである。

　酒見先輩の反応を見た桜がドヤ顔になった。

「そうだと思いました。サケはイカが大好物らしいですからね」

「で、これをどうするんだ？」

　俺が訊たずねると、桜はプラスチック容器の上に箸を添えて酒見先輩に差し出した。

「さあ酒見先輩、これを全部食べてください」

「さすがにこの量は無理だろ……それにお前の料理を食べたら先輩の命が……」

「失礼ですねベア君！　ま、まあ、さすがに私も自分の料理だと危ないと思いましたので、これは父に作ってもらいました」

　失礼とか言っておきながら自分の料理が壊かい滅めつ的なことを自覚してるんじゃないか。

　ともかく、これが桜の父親の手料理だとすれば味も期待できるだろう。

　俺は酒見先輩に顔を向けた。

「だそうですが酒見先輩、いけますか？」

「いけますかじゃない、やるんだよ！」

　酒見先輩がウィンクをしつつ、グッと親指を立てて突き出してきた。

　相変わらずこの人は清すが々すがしいくらいに前向きだな。ここまでくるとカッコいいぜ。

　先輩は箸を手に取り蓋ふたを開け、手を合わせた。

「いただきまーす！」

　酒見先輩は次々とイカ料理に手を付け始めた。

「う～ん、これとっても美お味いしいよ！　桜ちゃん、お父さんをアタシにください！」

「ダメです」

「えぇ～じゃあ今度貸してよ」

「そうですね、貸すだけならよしとしましょう」

　桜さくらのお父さん、自分のいないところで貸し出しの契約が交わされてますよ……。

　あの優しげな父親を哀れに思いつつ、酒さけ見み先輩の食べっぷりに目を向けた。

　さすがは好物ということもあり、先輩は凄すさまじい勢いでイカ料理を食べていっている。

　かなりの量だと思ったが、これなら完食もあり得るかもしれない。




　……二十分経過。

「うぅ……もうお腹なかいっぱいだよぉ。残りは後で……」

　酒見先輩は具合悪そうに口元を押さえ、必死に胃の中のものがリバースするのを堪こらえていた。

　プラスチック容器の中身はそれぞれあとちょっとだから、おしかったんだけどな。それでも女子にしては食べているし、よく頑張ったと思う。

　しかし、桜は厳しい態度で言い放つ。

「ダメです、もっと食べてください。これぐらい私でもぺろりと食べられますよ」

「えぇ～……」

「さあ」

　桜は箸を取り、嫌がる酒見先輩の口に無む理り矢や理りイカリングを押し込む。

「ちょっ桜ちゃ──うぷっ!?」

「さあもっと」

　桜は容赦なく、イカリングを口に収めた先輩にすかさずイカ焼きを突き出した。

「んーんーんーっ！」

「さあさあさあ」

　そんなふうにして桜が酒見先輩にスパルタな特訓（？）をした結果、ついにプラスチック容器はすべて空になった。

「ぜ、ぜんぶ食べた……」

　打ち上げられたクジラのように寝そべる酒見先輩は、腹を抱えて苦しそうにしていた。

　そんな酒見先輩のもとに楓かえでが近寄り、よしよしと頭を撫なでる。

「すごいわ圭けい登とさん！　あの量を食べちゃうなんて」

「へへーん、お姉さんはすごいん、うッ吐はきそう……」

「ああぁ大丈夫!?　そうだ、あたしのクマさんの写真を見れば治るかしら！　あたしも熱出した時いつもこれで元気になるしっ」

　気持ち悪そうに両手で口元を覆おおう酒見先輩と、リュックから手品のように次々とクマの写真を出しては先輩に見せる楓。

　そんな楓に俺おれは軽くチョップをかます。

「んなもんで元気になるのはお前くらいだっ！」

「あ、あのっ、よろしければこれを！」

　桜さくらがエチケット袋と胃薬、ペットボトルの水を酒さけ見み先輩に差し出していた。

　酒見先輩を介かい抱ほうしながら、桜が暗い面おも持もちで呟つぶやく。

「サケ化は解けていませんね。だめでした……」

　俺おれは桜に訊たずねる。

「一体どうしてこんなことしたんだよ？」

「ベア君のように好物を好きなだけ食べれば元の体に戻れると思ったのです」

「俺を参考にしたわけか。そう聞くと合理的な策だったかもな。だが……」

　俺は桜に背中をさすられている酒見先輩に視線を向けた。

「イカ……イカ怖いよぉ……」

　すっかり背中を丸め、泣きそうな顔で小刻みに震える酒見先輩。普段の前向きで明るい性格からは想像すらできない姿をしている。

「失敗だったな」

「酒見先輩には悪いことをしてしまいました……申し訳ありません」

　落ち込んだ桜に向かって、先輩は空元気かもしれないが、にっこりと笑って見せた。

「ううん、大丈夫。これも特訓の内だから！」

　やっぱり酒見先輩は強いな。この人は自分の目的のためならば、どんな苦難さえも乗り越えられるだろう。

　……こんなことでそれを実感するのはどうかと思うが。
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　その後、酒見先輩の休憩も兼ねて、四人で作戦会議をした。

　これまでのことを踏まえて、次にどんな特訓をすればいいのか考えるのである。

　酒見先輩は俺とは違い、食べ物がきっかけでサケ化が解けるということはなさそうだ。あったとしても、桜のハチミツのように、市販のものではあり得ないほど美お味いしい食べ物でなければダメだろう。

　そこで、体を動かす方面で何かいいものはないかと考えていたところ、

「滝登りしてみたい！」

　と酒見先輩が言い出した。

　いやいや……さすがの人魚でもそれは無理だろ……。

　しかし、呆あきれる俺とは反対に、楓かえでは乗り気のようだった。

「いいわね酒見先輩！　さっそくやってみましょ！」

　楓かえでと酒さけ見み先輩は滝がある上流のほうへと向かっていく。

　まあ、酒見先輩がやりたいと言うのなら、満足してサケ化が解けるということに繫つながるかもしれない。他にいい案もないし、次の特訓は滝登りでいいか。

　そういうわけで、俺おれたちは滝の近くまで移動した。

「いっくよ～！」

　酒見先輩が水中に潜り、滝つぼまで移動。そこから落ちてくる水流の中を泳いで登っていった。

「圭けい登とさんすごーい！」

　感激の歓声を上げる楓の隣で、桜さくらと俺は啞あ然ぜんとしていた。

「えっと……ベア君、私は夢でも見ているのでしょうか？」

「残念だが桜……これは現実だ……」

　そうこうしている内に酒見先輩は滝を登り切り、滝口に突き出した岩に腰掛けて声を張り上げる。

「久きゆう真まくんナニコレ！　すっごく楽しいんだけどっ!!」

「そうですか、それはよかったです……とりあえず満足するまでやってみてください」

「おっけー！」

　酒見先輩は水に流されるようにして滝を落ち、助走をつけるようにして泳ぎ回ったかと思うと、また滝登りにチャレンジしていた。

　さっき楓がイルカショーをやった時もそうだったが、酒見先輩はパワフルすぎる。見せられているこっちの方が驚き疲れてしまった。

　俺は岩場に座り込み、川の流れに目を向けて休むことにした。酒見先輩を見つめているとクマ化してしまうかもしれないと思ったからである。

「ベア君」

　桜が隣に腰を下ろした。膝を抱えて眉まゆを曇らせている。

「ワガママ言って、すみませんでした。勝手に協力するなんて言い出して、その上お役に立てず……」

「ワガママなんて言ってないじゃないか。お前が協力してくれるってなって酒見先輩は喜んでたし、一番ほっとしたのは俺だったんだぞ？」

「ベア君がですか？」

　桜が意外そうに目を見開いた。

「ああ、これでも不安だったんだ。一人で酒見先輩の体質をどうにかできるのかって。だからお前や楓が協力してくれて、俺は心底ほっとしてるんだ」

　弱みを握られて逆らえず、仕方なく酒見先輩に協力をしたが、本当のことを言えば逃げたかった。サケ化を解く方法を見つけることの責任が俺一人に負えるとは思えなかったのだ。

「だからありがとうな、桜さくら」

「いえ、そんなお礼なんてっ」

　桜はあたふたと手を振ってそう言い、それから思いつめたような表情になった。

「でも、ベア君。これからそういう時は、もっと早く私を頼ってください。ベア君は私を守ってくれようとしているのだと思いますが、のけ者にされている気がして嫌です」

「桜……」

「そうよ、クマさん」

　楓かえでも来て、桜とは反対側の隣に座った。俺おれの顔を覗のぞき込こむようにして明るく微笑ほほえむ。

「あたしたちはクマさんのお友達よ。迷惑をかけて、迷惑をかけられて、それでも笑顔でいられるのがお友達ってものでしょ。だからクマさんはあたしたちにもっと頼るべきなのよ」

　この二人には、クマから戻れなくなった時にたくさん迷惑をかけた。それでも彼女たちは俺と一緒に笑ってくれる。

　そう、か。桜と楓は友達なのだ。

　俺はもう少し、こいつらを頼りにしてもいいのかもな。

「ありがとう二人とも。お前らは最高の友達だ」

　照れくささのせいか、自然と笑みがこぼれた。

　俺の言葉に満足したのか楓は頷うなずく。

　しかし、桜だけは未いまだ暗い表情のまま何かを呟つぶやいていた。

「……友達…………ですか」

　どうしたんだ、と訊きこうとしたところで、凛りんとした声が背後から聞こえてきた。

「おや、これは奇遇だな」

「「「っ!?」」」

　それはこの場に来てほしくないランキング堂々の一位のやつだった。

　長く美しい黒髪をポニーテールにし、切れ長の目と細い顎あごが特徴的な美人顔。制服の上に灰色の毛皮、腰には革製のホルダーに入ったナイフといったマタギスタイル。

　両手で猟銃を抱えた、鈴すず木き麗れい奈なだった。

「ピクニックかね？」

　鈴木は無表情のまま俺たち三人に訊いてきた。

　彼女の後ろにはぞろぞろとクマ討とう伐ばつ隊一行までついてきているようだ。その中にはもちろん九ここ舞まの姿もあって、にこにこご機嫌な様子で俺に手を振ってきている。鈴木の真ま似ねをしたのか、九舞もマタギスタイルをしていた。

　俺は鈴木に察知されないよう心掛けながら、酒さけ見み先輩の様子を確認する。

　……よかった。ちょうど酒さけ見み先輩は水中に潜ったようだ。だが、あれだけはしゃいでいた先輩がこっちの状況に気付いたという見込みは薄い。うまくこっちでフォローしないと。

　人魚を見つけたとなれば、鈴すず木きのことだし食べたいとか言いそうだ……。

　俺おれが酒見先輩を確認している内に、桜さくらが鈴木に答えてくれていた。

「そ、そんなところですっ。鈴木さんたちの方はどうしたのですか？　み、皆みなさんも」

「うむ。クマ討とう伐ばつ隊で川魚を食べたいという話になったのでな、九ここ舞ま君の歓迎会も兼ねて宴うたげをしようということになったのだ」

　鈴木に続いて、その一歩後ろから出てきた佐さ東とうが言う。

「それでせっかくでありますから、魚を捕とりに行こうということになったのであります」

「しかし、それよりも遥はるかに大事なことが今できた」

　鈴木が鋭するどい目つきで桜の目の前まで歩いてきて、唐突に彼女の手を握った。

「天あま海み君がこんな山の中にいたら危険だ！　クマが寄ってきてしまうではないか！」

　そう言って、じゅるり、とよだれをすする鈴木。

　今こいつの思考回路では、こんなことが繰り広げられたのだろう。

　山の中に桜がいれば、ハチミツの香りによってクマが寄ってくる。　→　クマが寄ってくれば撃って鍋にする。　→　クマ鍋美お味いしい。

　鈴木は目をキラキラ輝かせて、真まっ直すぐに桜の瞳ひとみを見つめた。

「天海君、私が君を守ろう」

　なんだと……っ！

　鈴木がこのまま桜の近くにいたら大変だ。

　酒見先輩がいつ姿を現すか分からない以上、鈴木たちには一刻も早くここから離れてもらいたい。

　だからといって、桜をクマ討伐隊ごとどこかへ追いやるのもいけない。クマ討伐隊は、鈴木と九舞を除いて誰も桜の体質について知らないのだ。広く知られるのを恐れている桜からすれば、クマ討伐隊に囲まれて過ごすのは辛いはずだ。

　桜も同じことを考えたのだろう。彼女は慌てて断る。

「いっ、いえ！　私は大丈夫です！」

「しかし、天海君の体質からすると……」

　何としても桜の傍そばにいてクマを狩りたいと考えている鈴木と、何としても今は早く帰ってほしいと考えている桜。その二人を横目に、ちらりと滝の方を見る。

「──はっ!?」

　ちょうど酒見先輩が滝つぼに潜り、水流を登ろうとしているところだった。

　何としてもクマ討伐隊の目を逸そらさなくては……っ！

　楓かえでにアイコンタクトをすると、彼女は一つ頷うなずいてリュックから二十センチ四方くらいの缶を取り出した。

「あ、そうだ！　あたしクッキー作ってきたノー！　よかったら食べてー！」

　そう言って楓かえでは缶の蓋ふたを開ける。その中にはぎっしりと様々な形のクッキーが入っていた。楓はそれを持ってクマ討とう伐ばつ隊を一人一人回っていき、クッキーを取らせていく。

　ナイスだ、楓！　これならば視線を逸そらせるぞ。

　楓はふと、九ここ舞まの前で足を止めた。優しく微笑ほほえみ、黒いツインテールを撫なでる。

「可愛かわいい子ね。どこの小学校に通ってるのかしら？」

「失礼ですねっ！　わたしは立派な中学生です！」

　九舞は怒って、バシッと楓の手をはね除のけた。

「そいつは俺おれの妹の九舞だ」

　俺が九舞を紹介すると、楓は若干驚いたようにポカンとし、それからすぐに何かを企たくらむような目付きで九舞を見て、小声で呟つぶやく。

「へえ……クマさんの、妹、ね。じゃあ九舞ちゃんもクマさんなのよね」

「ひぃっ」

　野生の勘で身の危険を感じ取ったのだろう。九舞が寒気を覚えたように自分の体を抱いて身を竦すくませていた。

　そんな九舞に向かって、楓は獲物を狙う蛇のような目で笑いかける。抱き締めそうなほど近付き、また頭を撫でた。

「初めまして、あたしは天あま海み楓よ。お兄さんとは、とっても仲良くさせてもらってるわ。あたしとも仲良くしようね、こ・こ・ま・ちゃん」

「ひぃいっ！」

　楓に撫でられて、今度は抵抗することもできずに震えることしかできない九舞。

　恐らく楓の頭の中には、九舞をモフモフすることしかないんだろうな……かわいそうに。

　心の中で九舞を憐あわれみつつ、びくびくしている彼女を見ていると、とんでもない変化に気が付いた。

「九舞……っ」

　九舞の髪から、段々と色が抜けていったのである。黒から灰色、灰色から白。とうとう九舞の髪は真っ白になってしまった。

　まさか九舞のやつ……楓の汗を……っ!?

　案あんの定じよう、楓の頭には丸っこい二つのクマ耳が。

「シロクマちゃん！　きゃぁ～シロクマちゃんモフモフぅ！」

　楓はほわぁっとした顔で口の端からよだれを垂らして九舞のクマ耳をまさぐっていた。

「うぅ、ふにゅ、あう」

　九舞は涙目でなすがままになっていた。しかし、もう耐えられないといったように、突とつ如じよ走り出す。

「いやぁあ～！」

「あっ、逃げないでクマちゃん！　シロクマちゃぁああん!!」

　猛ダッシュで逃げ去ろうとする九ここ舞まを楓かえでが追いかけて行った。

　全員の視線がその二人に集中する。ぴったりそのタイミングで、視界の端に酒さけ見み先輩が滝の上から落ちているのが見えた。

　楓が狙ってやったとは思えないが、どうにか危機を乗り越えることができた。

　ほっと安あん堵どの息を漏もらしたと思えば、次なる危機に俺おれはぎょっとした。

　滝を下りた酒見先輩が、こっちへと泳いできたのである。

　たぶん、そろそろ休憩をしようとか思ったのかもしれない。

　どうしよう。先輩にこっちの状況を知らせようにも手段がない。このままでは、酒見先輩がクマ討とう伐ばつ隊に見つかってしまう。

　まずいと思った桜さくらが機転を利かせる。

「え、えーと、私、これからここで着替えようと思うので、そろそろ……」

「ああ、着替えるのだな。それは申し訳なかった。私たちは別の場所で魚を捕とることにしよう。では──」

　鈴すず木きはそう言って、クマ討伐隊に移動の指示を出そうとする。

　クマ討伐隊はほぼ男子によって構成されているから、女子が着替えると言えば、気を遣って移動せざるを得ない。

　けれども、間に合わない。酒見先輩はもうそこまで来ていた。

　このままでは、クマ討伐隊がいる内に酒見先輩が自ら出てきてしまう。

　ええい、ままよ！

「ねえ、きゅう……」

「あー、もうダメだー！　俺我慢できねぇー！」

　──ザブン

　俺はひょっこり頭を出した酒見先輩に覆おおいかぶさるようにして水に飛び込んだ。

　視界を白く細かな気泡が覆い、耳をボコボコと泡の音が支配する。水温は思ったよりも遥はるかに冷たいものだった。

　泡が消えると、目と鼻の先にはきょとんとした酒見先輩の顔。

　髪がふわりと広がり、下半身の鱗うろこが真珠のような輝きを放ち、幻想的な美しさを纏まとっていた。まさに想像する人魚の姿そのものだ。

　酒見先輩はまだ状況がうまく飲み込めていないようで浮上しようとする。

　俺は酒見先輩の手を引っ張ってそれを止め、岩の陰に押し込んだ。

　そこでようやく先輩も状況を察したようで、何度も頷うなずいて大人しく隠れてくれる。

　よし、これで大丈夫。そう思ったのも束つかの間ま。ふと目を向けると、俺おれの手は真っ黒の毛に覆おおわれていた。酒さけ見み先輩の下半身を近くから見たことで、クマ化してしまったのである。

　これで俺も外に出るわけにいかなくなった。けれど水に潜ってもう二十秒になる。

　苦しい。息ができない。

　外ではまだクマ討とう伐ばつ隊が完全に去ったわけではなさそうだ。あと少しなのだが息がもたない！

　ああ、ダメだ。意識が遠退いてきた。視界が暗くなっていく。

　あと少し……あと少し耐えて…………。

　見えなくなっていく視界の中、酒見先輩がぐっと顔を近寄せてくるのを最後に、俺の意識は闇に包まれた。
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「……ア……ん」

　闇の中で声が聞こえた。

　その声はどんどん大きくなっていく。

「ベア君……ベア君！」

　目を開けると、心配そうな表情で俺の顔を覗のぞき込こむ桜さくらがいた。

「俺、どうしたんだ……？」

「ベア君溺れたんですよっ！　酒見先輩が助けてくれたからよかったものの危なかったんですからね！」

　俺は岩の上に仰あお向むけで寝転がっているようである。

「なんか前にもこんなことあった気が…………なあ桜、俺は今クマか？」

　以前、灰色のクマになってしまった時のことを思い出してしまう。

　脈絡のない俺の問いに戸惑いつつも桜は答える。

「え、あ、いや、クマ化はしていますが完全なクマでも灰色のクマでもありません」

「そうかよかった。ちなみにどれくらい気を失ってた？」

「三分ほどでしょうか……すぐ目を覚ましました」

「そうか」

　俺はひとまず安心して起き上がる。

　桜も長い髪を耳に掛け、正座に座り直した。

　とその時、ほのかに甘い香りを感じた。桜は今、日傘を差していない。もしかするとそのせいで、汗をかいてしまったんじゃないか。

　桜は膝の上の手を握り締め、なぜかもじもじとし始めた。

「そ、その……ベア君」

「ん？」

「もうすぐ楓かえでが戻ってきたら、一緒にクマ討とう伐ばつ隊の人たちも戻ってきてしまうかもしれません。ですから、その前に……」

　頰ほおをわずかに上気させて俯うつむいて、目をきょろきょろと泳がせ、両手を握ったり放したりしながらそう言い、

「……なんでもありませんっ」

　と顔を背けてしまった。

「おや桜さくらちゃん。おやおや桜ちゃん」

　いつの間にか川の中から岩に頰ほお杖づえをついて見守っていた酒さけ見み先輩が、にやついた顔で言う。

「ちゃんと言わなきゃ伝わらないよ？　久きゆう真まくんは可愛かわいいしいい子だけど、全身からニブちんオーラをぷんぷん醸し出してるからね」

「なんか俺おれ、さりげなくひどいこと言われてません？」

　二人が何を話しているのかよく分からないが、どうして俺が罵ののしられているんだ。

「……ほ、本当になんでもないったらないのですっ」

　桜が動揺したように圭けい登と先輩に言った。すると先輩は、意地っ張りな後輩に呆あきれたようにため息を吐ついた。

「……はあ、仕方ない。お姉さんが代弁してやろう」

　と言いつつも、世話焼きな先輩はどこか浮うわついた声をしている。どこか楽しそうな顔なのである。そして愉快そうに笑みを浮かべて俺を見た。

「久真くん、桜ちゃんはね。自分のことを舐なめてほしいって言おうとしてたんだよ」

「そうなのか？」

　桜に目を向けると、顔から火が出そうなほど真っ赤になっていた。彼女は手をブンブン振り回し、早口に捲まくし立たてる。

「べ、べべ、別に変な意味とかではありません。ただ偶然ベア君がクマ化して、偶然私が汗をかいた上、偶然クマ討伐隊の人たちが近くにいるので舐めさせるしかないと思ったまでです！　それだけです！　本当にそれだけですからね！」

「わ、わかったから」

　舐める舐められるの協力関係はいつものことなのに、なぜそこまで照れる必要がある。訳が分からない。

　だがきっとこれも酒見先輩の魂胆だったに違いない。今頃この桜を見て楽しそうにほくそえんで……って、あれ。

　酒見先輩は心ここにあらずといった顔で、俺の顔を見つめていた。

　俺おれの顔に何か付いてるのか？　いや、酒さけ見み先輩はじっと俺の唇くちびるだけを見つめている。ただぼーっとしているのだろうか。しかし、人を弄いじるのが大好きな先輩がこんな状況の桜さくらを放っておくなんてあり得るか？

「どうしたんですか、酒見先輩？」

　酒見先輩は目が覚めたようにさっと表情を戻した。大人っぽい微笑ほほえみを浮かべる。

「いや、なんでもないよ、可愛かわいい後輩くん」

　そう言って酒見先輩は、妙に艶なまめかしい動きで指で自分の唇を撫なでた。

　どうしてか、俺はその動きにドキッとしてしまう。

　酒見先輩は桜に向いて、囁ささやくように言う。

「桜ちゃん、あんまり奥手だと、お姉さんが先に食べちゃうぞ？」

「たっ!?」

　桜が全身に電流が走ったかのように驚き、顔の赤みをさらに濃くした。

　その様子を見て、酒見先輩が楽しそうに笑う。

「ふふん。なーんちゃって、冗談よ。ほら、二人とも早くしないと本当にさっきの人たちが戻ってきちゃうよ？」

「そうですね。よし桜、その岩陰に入ろう」

　俺が桜にそう言っても、彼女は赤面したまま難しい顔をして俺を見るだけだった。












「桜さくら？」

　桜が俺おれに懇願するような目を向けてくる。

「ベア君、食べられないでくださいね？」

「なんかよく分からないが、鈴すず木きには気を付けるよ」

　そう言って俺は、近くの岩場に向かう。

「ベア君の……ばか…………」

　背中に消え入るような桜の声が聞こえた気がした。




　俺はいつものように桜を舐なめ、楓かえでが帰ってくる前にはクマ化を解くことができた。なんだか様子のおかしい桜と酒さけ見み先輩だったが、結局理由は分からずじまい。それ以降は二人とも普段通りに戻ったため、特訓を続けていた。

　けれど、何の成果も得られないまま日が暮れ、特訓はお開きとなったのだった。










　俺は熱々のお湯が張られた湯船にゆっくりと体を沈めた。

「ああ、毎日登山だとさすがに疲れるなぁ……」

　全身が温められ、固まった筋肉がほぐれる。疲れがお湯の中に溶け出していくようだ。

　酒見先輩の特訓開始から今日でちょうど一週間。ここ四日間は、昼間は学校、放課後は暗くなるまで日ひ夏なつ山にて特訓の付き添い、その後桜を家へ送り届けてから帰宅というスケジュールだった。

　だが、未いまだに酒見先輩のサケ化を解く鍵は摑つかめないまま。成果が見られない分、疲労感も割増しで感じられる。

　のんびり湯に浸つかっていると、突然風呂の戸がガラリと開け放たれた。

「お兄さまぁ～」

　戸を開け放ったのはにっこり笑顔の九ここ舞まだった。服を着ていないが、体にタオルは巻いている。彼女は今日も風呂に入ってこようとしているのである。

　ちなみに九舞は、この家に来てから毎日俺の風呂に入ってこようとするのだが、いくら兄妹きようだいでもこの年になって裸の付き合いをするのは恥ずかしいと言ったところ、タオルだけは巻いてくれるようになった。

　根本的なことは解決していないが、まだマシになったな……。

「お兄さま、いきますよ～！」

　九ここ舞まはずかずかと風呂場に足を踏み入れ、湯船に飛び込んできた。その際に跳ね上がったお湯が俺おれの顔に直撃。九舞の小さな腰が俺を湯船の端に押しやった。

　いつもなら九舞が入ってきた瞬間に風呂場から逃げていくところだが、今日の俺は地蔵のように動かない。

　その様子を見て、九舞が不思議そうな顔で訊きいてきた。

「あれ、お兄さま、今日は出て行かれないんですね？」

「今日は疲れてくたくたなんだ」

　そう言って俺が湯船に沈み込むと、九舞がきらきらと目を輝かせた。

「本当ですか！」

「なんで嬉うれしそうなんだよ……？」

「それでしたら、お兄さまのお背中をお流しして癒いやして差し上げようかと思いまして……ぬふふ」

　九舞は変態チックな笑い声を上げていた。

　こんなのが実の妹だと思うと悲しくなってくるぜ……。












　しかし、そこまで俺おれのことを慕ってくれるのは嬉うれしい。たまには九ここ舞まの好きなようにさせてやるかな。

「じゃあ今日はお願いするよ。背中流してくれ」

　俺がそう言うと、九舞は小さくガッツポーズをして喜んだ。

「やった！　ついにお兄さまの背中を流す日がやってきました！　感激です！　さあお兄さま、早くそこに座ってください」

　ここまで喜んでくれるのならもっと早く頼んでおけばよかったかな。

　そんなことを思いながら、俺はタイルの床に上がり風呂の椅子に腰かけた。

　九舞も湯船から出て、俺の背後に立ち膝になる。そして体を洗うタオルにボディソープを垂らして泡立て、それで俺の背中を擦こすり始めた。

　おお、絶妙な力加減で意外にも気持ちいいぞ。

「うふふ」

　不意に九舞が笑った。

「どうしたんだ？」

「お父さまの背中よりも小さいなぁと思いまして」

　食卓の写真に写る父さんの姿は、高身長で筋肉質だ。炭鉱かどこかで働いていそうなイメージである。俺の背中は父さんのそれと比べるとひどく見劣りすることだろう。

　九舞は、父さんのその背中を直じかに見てきたんだな。

　これまでは写真でしかなかった父さんが本当に存在するのだと実感すると、ふと興味が湧いてきて九舞に訊たずねる。

「俺たちの父さんって、どんな人なんだ？」

　九舞は「んー」と唸うなって話すことを整理してから口を開く。

「お父さまは、勇ましいクマです。まさにクマの中のクマ。どんな敵が立ち向かってこようとも素す手でで一いち網もう打だ尽じんにしちゃうんですから」

「敵ってなんだよ……」

　九舞は俺のツッコミなんてお構いなしで若干興奮気味に話を続ける。

「それでもって豪快なクマですね。木をなぎ倒して一人で家を建てちゃったり、地面にパンチして温泉掘り当てちゃったり」

「次元が違うな……」

「でも、わたしにはすごく優しいんですっ。いつも歯を出してニッと笑って、おっきな手でわしゃわしゃって頭を撫なでて褒めてくれるんです」

　九舞は嬉しい思い出を語るように話し、唐突に手を止めて静かな声音で訊ねてきた。

「そういえばお兄さまは、お父さまとは会ったことがないんでしたっけ？」

「俺が三つになってすぐにお前を連れて家を出て行ったからな。そもそも仕事で家を何日も離れることが多かったらしくて、父さんの記憶は何も残ってないんだ」

　九ここ舞まの存在を知るまでは、父さんは家族のことをほっぽり出して家に帰ってこないような、ろくなやつじゃないと思っていた。しかし、些さ細さいなことでクマ化してしまう九舞の事情が絡んでいたと分かった今、少し父さんに対する評価を見直さなければいけない。

　すると唐突に、父さんのことが気になりだす自分がいた。

「父さんはまだ帰ってこないんだよな？」

　こいつのクマ化が制御できるようになった今、帰ってこない理由が分からない。

　九舞はタオルを動かすのを再開し、明るい調子で答える。

「はい。ですが、向こうでのやり残した仕事が終わったらすぐに帰ると言ってました。なので、たぶんもうすぐ帰ってくると思いますよ」

　続けて九舞が訊たずねてくる。

「やっぱりお兄さま、お父さまと会いたいですか？」

「んー、小さい頃はそう思っていたが、今となってはいないのが当たり前の存在だからな。会えるなら会いたいが、会えないならそのままでもいいな」

　幼い時には、家に父さんがいないことを不思議に思い、父さんという存在に会いたくて涙した夜もあった。けれど、単身赴任というものを理解する年頃になると、それは仕方のないことだと受け入れるようになっていたのだ。

　九舞は俺おれの肩や腕を擦こすりながら言う。

「わたしはずっとお母さまに会いたかったです。お父さまが愛した人間がどんな人だったのかな、わたしを生んでくれた人はどんな人なのかなって、ふとした拍子にすぐ考えちゃっていました」

　九舞が俺の肩に手を乗せ、にこっと微笑ほほえんで顔を覗のぞき込こんできた。

「もちろん、お兄さまにも会いたくて会いたくてたまりませんでしたよ」

「実際に会ってみたら幻滅したろ？」

「そんなことはありません」

　九舞は体勢を戻し、俺の腰の辺りをタオルで擦りながら話す。

「確かに、天あま海み桜さくらのせいでハチミツ大好きな変態になっていると思いましたが」

「変態って……」

　俺がボソリと呟つぶやくと、九舞はうっかり口が滑ったと言わんばかりに口元を押さえ、ぎこちない笑みを浮かべて続ける。

「や、優しいところはお父さまそっくりで素敵だなって思いました」

「は？　優しいだって？」

　優しいだなんて初めて言われたぞ。そもそも九舞にそう言われる心当たりがまるでない。

「はい、お兄さまは突然現れたわたしのことをすぐに受け入れてくれましたし、今日だって一緒にお風呂入ってくれています。それに、お兄さまはわたしのことをちゃんと叱ってくれますから」

「叱ってくれるのが優しいのか？」

「はい、天あま海み桜さくらの件でお兄さまに叱られた時にお母さまが言ってくれました。相手のことが好きだからこそ叱るのだし、相手のことを想おもうからこそ強く言い過ぎちゃうのだと。つまり、相手のことがどうでも良かったら叱らないんです」

　相手に何か物申せば、嫌われるかもしれないし体力だって使う。それでも言うからには相手に対して愛がある、と九ここ舞まは言っているのだ。

「ですから、わたしをちゃんと叱ってくれるお兄さまは、わたしのことを愛してくれるとても優しいクマです」

　声の感じから背中越しにも、九舞がにこやかな優しい表情をしているのが分かった。そしていきなり、クスクスと笑い出す。

「ちなみにお兄さまは、叱り方がお父さまそっくりなんですよ。先日は途中からお父さまに叱られてると思ったくらいです」

「そうなのか」

　父さんのことは知らないが、俺おれの中に父さんと同じものがあると知ると、不思議と心が温かくなった。

「ありがとな、九舞」

　俺は小さな声で九舞にお礼を言った。

　恐らく聞こえなかっただろう。九舞はそれに気付いた素振りもなく、俺の背中にお湯を浴びせて泡を流した。

「さて、明日も早めに登校するし、早く頭洗って出るかな」

　そう言って俺がシャンプーボトルに手を伸ばすと、九舞が俺の肩を叩たたいて言う。

「その前にお兄さま」

「ん？」

　振り返ると、満面の笑みでウィンクをする九舞がいた。

「お次は前の方も洗いましょうか！」

「調子に乗るな」

「あいたっ」

　俺は九舞にデコピンをして湯船に押し込み、頭を洗い始めた。

　まあでも、今度九舞には奮発して美う味まいものでも買ってきてやろう。




◇◇◇




　その翌日。

　今日も俺おれたちは、放課後になると日ひ夏なつ高校の長袖の体操ジャージに着替え、日夏山の川へと集まった。本当は山に入るときはトレッキングウェアのほうがいいと思ったのだが、さすがに学校でその恰かつ好こうは目立つため仕方ない。

　ちなみに楓かえでは今、部活動をしている。あいつも陸上の大会が近いそうで、その練習に励んでいるのである。

　そういえば、あれから鈴すず木きたちクマ討とう伐ばつ隊はこの川へ来ていない。九ここ舞ま曰いわく、あの日限りの特別な活動だったらしい。今頃、日夏高校のあの場所で訓練をしているのだろう。

　さて、先輩の大会はちょうど一週間後だ。今日を入れてあと七日間しか特訓をする時間がない。

　そのせいか、今日の俺たちはこれまで以上に張り切っていた。

「酒さけ見み先輩、今日も特訓頑張りましょう」

　日傘を握る手にぎゅっと力を込めた桜さくらが、さっそく川に入ってサケ化した酒見先輩に声をかけた。気合は十じゆう分ぶんのようである。

「ねえ、桜ちゃん。それに久きゆう真まくん」

　しかし、酒見先輩は何やら真剣な面おも持もちで俺と桜を見て言う。

「今日はアタシが考えてきた特訓メニューでいいかな？」

　これまでは俺や桜、楓が考えてきた特訓メニューをやってきたというのに、どうしたというのだろう。ひょっとして、成果を出せそうにない俺たちの特訓メニューに飽き飽きしたとか……？

　俺は桜と不安な顔を見合わせてから、再度酒見先輩へと顔を戻す。

「いいですけど、何をするんですか？」

　俺がそう答えると、酒見先輩は一気に表情を緩ませた。

「やった！　じゃあ桜ちゃん、はいこれ」

　酒見先輩は桜に何かを差し出した。

　それはシアン色の布地で……って、あれはっ!?

「これは……何ですか？」

　桜は岩場の縁へりへ行って、酒見先輩からそれを受け取りつつ訊たずねる。眉まゆを曇らせて、顔を凍り付かせているようだ。

「アタシからのプレゼントの競泳水着だよ。なんとアタシのと色違いなんだ。あ、サイズは楓ちゃんから聞いたんだけど大丈夫かな？　さっそく着てみてよ」

　酒見先輩がにっこりしてそう答えた。

　そう、酒見先輩が桜に手渡したのは競泳水着だったのである。先輩のものが白地に対して、桜の手の中にあるのは青っぽい生地。それ以外は同じデザインのお揃そろいだった。

　けれど、桜さくらの方は赤面して声を荒らげる。

「そ、そうではなくて、どうして水着なのか、ということを訊きいているのですっ！　しかもこんな体のラインがしっかり分かってしまうもの……！」

「どうしてって、着てほしいからに決まってるじゃん。桜ちゃんさりげなくスタイルいいからね。お姉さんの見立てではＤかな～」

　桜の体を舐なめ回まわすように見つめる酒さけ見み先輩に釣られて、俺おれもつい桜の体を見てしまう。今は体操ジャージに身を包んでいるせいで分かりづらいが、なるほどＤなのか……。

　俺たちに見られて顔を耳まで真っ赤に染める桜。不意にそんな彼女がこっちを見てきて目が合った。

「みっ、見ないでくださいベア君っ」

「あ、ああすまんっ」

　俺は慌てて視線を逸そらした。

　いくらなんでも男にジロジロ体を見られたら嫌だよな。

　桜は酒見先輩に顔を戻す。

「第一、私が水着を着ることと酒見先輩の特訓に何の関係があるのですか!?」

「今日アタシが考えた特訓は、満足するまで水遊びをすることなの。今まではちゃんと泳いでばっかだったから、遊んで楽しむのはどうかなって思ったんだけどね。でも、一人で水遊びしても満足できないから、桜ちゃんにも協力してほしいんだ」

　酒見先輩は顔から柔らかな笑みは抜けないものの、本気で頼んでいる表情である。

　桜はその表情に心を揺さぶられて困った顔になる。

「で、で、ですが……っ！」

「お願い、桜ちゃん」

　手を合わせて懇願する酒見先輩。

　桜は俯うつむいて唸うなり、ぎゅっと目を瞑つぶって囁ささやくように言う。

「わ、わかりました……着ます」

「やった、ありがと！　じゃあ、そこにあるタオルを巻いてね。あ、着替えるならその岩の陰がいいよ。いつもアタシが着替える時、桜ちゃんに見張ってもらってるから分かるよね。そこで久きゆう真まくんにタオルで隠してもらえばいいよ。見張りにもなるし」

　酒見先輩は水から飛び出そうな勢いで喜び、近くにある大きな岩を指差した。

「なっ、ベア君には遠くにいてもらいますっ！」

　桜はすぐさま大声で返した。

　すると、酒見先輩は意地悪な笑みを浮かべて訊たずねる。

「ほんとにそれでいいの？　危ないかもしれないよ～？」

「うぅ……」

　さっき酒さけ見み先輩が指差した岩の陰は、酒見先輩が着替えによく使うところである。コの字のように突き出ており、開けた一方には生い茂った木々や藪やぶしかないため誰かに覗のぞかれるという心配はほとんどない。マントのように巻くことのできるタオルを羽織れば完璧だ。

　しかし、万が一ということがある。藪の中に人や獣が潜んでいるなんてことだって考えられる。だから、いつも酒見先輩が着替える時も、桜さくらが見張っているのだ。

　桜は一抹の不安が頭をよぎったのか、しばし下唇くちびるを嚙かんで考えた後、口を尖とがらせて不満そうに俺おれに言う。

「し、仕方がありません。ベア君、お願いします」

「お、おう」

　ふっと風に運ばれてわずかにハチミツの香りがした。桜が汗をかいているのだろう。彼女はポケットから取り出したウェットティッシュで額を拭いた。

　俺たちは酒見先輩のバッグからタオルを借りてから岩場の陰に移動する。

　タオルで桜を隠す直前、赤面した彼女が睨にらみつけるような目を向けてきた。

「覗いたりしたら、承知しませんからね……っ」

「の、覗かねぇよっ！」

　そう言って俺は、大きなバスタオルを簾すだれのように桜との間に掲げた。

　これで桜は四方が守られているはずだ。

　桜は一つ息を吐はきだしてから着替えだした。

「…………」

　体操服を脱ぐ時の衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。しかし、耳を塞ふさごうにも俺の両手はタオルを持つのに使っているためどうにもできない。

　タオル一枚の向こうで、もぞもぞと動いているのが分かる。たまに桜の肘がタオルにぶつかり、ゆらりと向こう側が見えそうになって胸の鼓動が高まった。

　どうにかタオルを見ないようにしようと顔を背けると、川の中から岩場に頰ほお杖づえをついてニヤニヤとこっちを見つめる酒見先輩と目が合った。

　くそぉ、あの人、俺を困らせて楽しんでやがる……！　もしやこのためだけに桜へ水着をプレゼントしたんじゃないだろうか。

「ベア君、もう大丈夫です」

「おう……」

　タオルの向こうから桜の声が聞こえ、俺は恐る恐るタオルを下げた。

　桜が着替えていたのはせいぜい10分程度だったろうが、俺にはえらく長く感じた。もうすでにへとへとである。

　しかし、桜を見て一瞬で元気が出た。

「おお」

　競泳水着に身を包んだ桜さくらは、恥ずかしそうに胸元や腹の辺りを隠すようなポーズをしていた。それでもか細い腕では隠しきれず、彼女の体の線がよく見える。

　酒さけ見み先輩の言う通り、桜はスタイルがいいな。毎日暴食しているというのに、腹部はきゅっと引き締まっているし、そのおかげで胸が大きく見える。

　水に入ることを考えてか、桜は髪を結ったようだ。

　ポニーテールの根元を二つに分け、その間に尻尾の部分を通している。確か……くるりんぱ、とかいう髪型だ。テレビで見たことがある。

　そんな見慣れぬ桜の姿に、俺おれはつい見とれてしまった。

「どう、ですか？」

　桜が恥じらいに満ちた目で訊きいてきた。

「何というかだな……」

　どうしよう。何て言えばいいんだ。色々褒めたいところはあるのだが、言葉が浮かんでこない。俺は自分の語ご彙い力の無さを呪った。

「よく似合ってるんじゃ、ないか」

　頭をフル回転させ、ようやく絞り出せた言葉はそれだった。我ながら情けない。これでは桜も何も嬉うれしくないだろう。

　案あんの定じよう、桜はムスッとした。

「むう、なんだか言わされてる感がします……」

「そんなことはないっ！　ほんとに似合ってる！　すごく可愛かわいい！」

「かわっ、可愛いって……っ！」

　思わず出てしまった言葉に、桜が目を丸くした。

「ああいや可愛いというか綺き麗れいというかだなっ、ああえっとその」

「エロい？」

「そうエロいなぁ……って酒見先輩何てこと言わせるんですか!?」

　いつの間にか近くまで来ていた酒見先輩が、岩に上半身を大きく乗り出して俺たちのことを見ていた。

　酒見先輩は実に楽しそうに笑った。

「あはははは、でもそう思ったのは事実だよね？　それともまさか、桜ちゃんの水着姿を見ても、これっぽっちも興奮しなかったの？」

「いやあのそれは……」

　確かに、水着姿の桜にこれっぽっちもそういう感情を抱かなかったと言えば噓うそになる。しかし、それは男子として好きな異性に向ける健全な感情であるわけで……！

「……ベア君」

　桜が俺の言葉を待つような視線を向けてきた。

　答えるべきなのか……正直に言うべきなのか!?

　いや、そんなことしたら明日から桜さくらとどんな顔で話せばいいか分からなくなる。

「ああもう！　ほら特訓！　特訓しますよ早く！」

　俺おれがお茶を濁しにかかると、桜も乗ってきた。

「そっ、そうです！　早く特訓しましょう酒さけ見み先輩！」

「えー、もうちょっと久きゆう真まくんで遊びたかったのにー」

　酒見先輩は駄だ々だをこねるように岩の上でじたばたした。

「やめてください、マジで……」

　酒見先輩に振り回されていたら命がいくつあっても足りない気がする……。




　気を取り直して特訓開始だ。

　特訓といっても、今日は水遊びなのだが。

　酒見先輩は、岩の上でストレッチをする桜に問う。

「じゃあ桜ちゃん、まずは何して遊ぼうか？」

　桜は頭の後ろで肘を引っ張りながら困ったような顔で答える。

「ええっと、実は水遊びというものをあまりやったことがなくて……酒見先輩は何かしたいこととかありませんか？」

「うーんと、水中鬼？」

　俺はすかさずツッコミを入れる。

「それは酒見先輩のワンサイドゲームになりそうなので却下で」

「え～じゃあ、水鉄砲でサバイバルゲームしよ！」

「それも酒見先輩の方が有利ですよね。というか、水の中で遊ぼうとするとどれも酒見先輩には敵かなわないですよ」

　俺がそう言うと、酒見先輩は得意げに笑って岩の上にある自分のバッグから何かを引っ張り出した。

「ふふーん、そう言われると思って、ほいこれ」

　それは水鉄砲だった。二丁あるが、一丁は拳銃サイズで百均にありそうな引き金タイプの水鉄砲、もう一丁はバズーカのような特大サイズの加圧式水鉄砲だった。拳銃の方はせいぜい届いても二、三メートルほどだろうが、バズーカの方は十メートルは届きそうだ。

「こっちのちっさい方の銃をアタシが使うね。おっきい方は桜ちゃんの。これならハンデになるでしょ」

　なるほど、それならばいい勝負になるかもしれない。

「そうですね。勝敗はどうやってつけます？」

「ん、勝敗？　勝敗ね。そんなの……」

　言葉を止めて、酒さけ見み先輩はバズーカの水鉄砲を桜さくらに手渡した。

　桜はそれを受け取り、両手で重そうに抱える。そんな彼女に酒見先輩は──、

「ぶっ!?」

　──顔面目掛けて、水鉄砲の一撃を浴びせた。明らかな不意打ちである。

「満足するまで遊ぶんだから、勝敗は関係なしでいこーよ。さあ、かかっておいで桜ちゃん」

　ドヤ顔でそう言い、水の中に潜って逃げる酒見先輩。

　俺おれは水を掛けられた桜が心配だった。

「さ、桜……？」

　桜は俯うつむき、髪からポタポタと水滴を垂らしていた。表情を窺うかがうが、どんな顔をしているのか分からない。

「……うふっ」

　唐突に桜が肩を震わせた。まさか泣いてしまったのかと思った次の瞬間、彼女は突然顔を上げる。

「やりましたね、酒見先輩！」

　その顔は意外にも楽しそうに笑っていた。

　桜はバズーカの水鉄砲のポンプをシャカシャカ動かして圧を加え、酒見先輩が水面から顔を出したところを狙って水を発射する。

　しかし、五メートルほど離れていたため水は酒見先輩には当たらず、その三十センチほど手前に落ちた。

「おお～、なかなかいい腕をしてるね桜ちゃん！　お姉さんも負けてられないな！」

　酒見先輩はそれを見てさらに闘志を高めたのか、やる気満々といった顔で水平移動しながら接近してきた。

　桜も川の中に入って距離を詰め、戦闘が始まる。

　そしていつの間にか、女の子二人がきゃっきゃ笑いあいながら、川の中で水鉄砲を撃ちあうという状況ができていた。

　最初はどうなるかと思ったが、楽しく遊べているようでよかった。これならば本当に、先輩が満足してサケ化が解けることだってあり得るかも──。

「ぶごほっ」

　二人の様子をぼーっと眺めていると、突然顔に冷たい水が浴びせられた。

「なにすんだ!?」

　咄とつ嗟さに水が飛んできた方へ怒鳴ると、桜と酒見先輩が川の中ほどからこちらへ水鉄砲を構えていた。桜は不機嫌そうに眉み間けんに皺しわをよせ、先輩はニシシと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべている。どうやら今の一撃は二人の仕業で間違いないようである。

「今から二人でクマ狩ろうということになったの」

　酒さけ見み先輩は腰に手を当て、胸や腰を強調したいやらしいポーズで言う。

「久きゆう真まくん、またお姉さんの体に興奮してクマ化したみたいだから～」

「え、クマ化だって？」

　俺おれは自分の手を見て確かめてみる。

　言われた通り、俺の手は黒い毛に覆おおわれ、黒くて鋭するどいクマの爪つめが生えていた。

　スンスンと鼻を鳴らすが、甘い香りはしない。桜さくらは汗をかいているかもしれないが、川の水に流されているようだ。ならば俺が黒クマ化する要因は他にもう一つしかない。

　どうやら、酒見先輩のサケ化した足を見ていたせいでクマ化してしまったようである。

「いつの間にクマ化を──ぶほごほっ」

　俺は話している途中で顔へ水鉄砲を撃たれた。

「ベア君の……ばか」

　犯人は桜だ。彼女はムスッと頰ほおを膨らませて俺を睨にらんでいる。

　何か怒らせるようなことしただろうか……？

「な、なんでぶぼごほっ」

　またもや喋しやべっている途中で桜に水を浴びせられた。

「あはははは、桜ちゃんナイス！　アタシもやろーっと」












　酒さけ見み先輩もケラケラ笑いながら拳銃の水鉄砲で追い打ちをかけてきた。

「ちょっ、ちょっとタンマ！　ぶごっや、やめてくれ！」

　手で必死にガードするも、飛んでくる水は文字通り息継ぎする間も与えない。二人は息ぴったりの攻撃を仕掛けてくる。

　やめろって言っているのに、このぉ……！

「あーもう怒ったぞっ！」

　とうとう堪忍袋の緒が切れた。

　桜さくらたちの攻撃を腕で防ぎながら、川の中へとずんずん入っていく。

「うわぁ、襲ってきたよ！　逃げろ～！　ははははは！」

　酒見先輩が甲高い笑い声を上げつつ背を向けて逃げた。

　足先のヒレを器用に使って、水上に上半身を出したままジェットスキーのような速さで泳いでいった。

　ありゃ絶対に追いつけないな……。

「年上女性の体で興奮する発情期のベア君が襲ってきますー。わー逃げないとー」

　桜はジト目を向けつつ、とんでもない棒読みでそう言って逃げた。

　こっちは泳ぐでもなく、水に足を取られながらのたのたと歩いていく。

　なんかよく分からないが、ひどいことを言われた気がするぞ……。全く心当たりはないが、やっぱり桜を怒らせるようなことをしたのかもしれない。

「ほら早くおいでよ～、久きゆう真まくん！」

　遠くから酒見先輩がうずうずした声で急せかしてきた。

「わかってますよ」

　到底追いつけないと思うが、先輩に向かって歩みを進めたところで──、

「ぶぐごごっ」

　──またも顔に水鉄砲の一撃を食らった。威力からして桜の水鉄砲だ。

「よそ見しないでください、変態ベア君」

　キラキラと光を反射する水の中、桜がそう言ってくすりと笑った。

　怒っていたのかもしれないが、俺おれに散々水を浴びせて少しはすっきりしたようである。

　桜に関してはまだまだ勉強が必要なところが多いな。そんなことを思いつつ、俺は背を見せて逃げる二人を笑いながら追いかけた。

「覚悟しろよぉ！」

　その後、俺たちは、水中鬼のような水の掛け合いをして遊び尽くした。

　気が付けば全員が笑っていて、子供のように大はしゃぎで水遊びを楽しんでいたのだ。そもそもは酒見先輩が満足するまで楽しむのが目的だったが、結局三人とも楽しんでしまったようである。

　まあ、たまにはこんな日があってもいいか。




◇◇◇




「暗くなってきたし、そろそろ帰らないか？」

　岩へ腰かけて着ている服を乾かしていた俺おれは、未いまだ川の中で遊んでいる二人にそう呼びかけた。

　空は紫色に染まり、いくつか星がきらめいている。川の底は見えなくなり、木々の奥は闇に包まれ始めていた。

　特訓という名の水遊びをしていたら、あっという間に時間が過ぎ去ってしまったようである。

　しかし、酒さけ見み先輩のサケ化を解く方法は、やはり分からずじまいだった。

　川の中から顔を出した酒見先輩がきょろきょろと周りを見た。

「あ、ほんとだ。ごめんね、二人とも。こんな遅くまで」

「いいのですよ、気にしないでください。その、すごく楽しかったですし」

　隣にいた桜さくらがそう言うと共に、ぎゅ～っと腹の虫が鳴いた。

「っ！」

　桜がかぁっと赤面して俺の顔を見た。

　聞こえたかと訊たずねているようである。

　俺が苦笑いで返すと、桜は恥ずかしそうに俯うつむいてしまった。

　そこで酒見先輩が「あはは」と笑って提案する。

「よかったらアタシの家寄ってく？　協力させてもらってるお礼にご飯くらいご馳ち走そうさせてよ」

　俺と桜は顔を見合わせ、互いに頷うなずき合うと酒見先輩に向き直る。

「では、よろしくお願いします」

　桜がそう答えたことで、俺たちは酒見先輩の家にお邪魔することになった。




　酒見先輩のサケ化が治まるのと桜が着替えをするのを待ち、日ひ夏なつ山を降りる頃には、森の中はすっかり真っ暗になってしまっていた。

　俺たちは携帯電話のライトを使って進む。俺は夜目が利くから大丈夫だったが、桜たちは木の根や窪くぼみに躓つまずいて何度も転びそうになっていた。今度からは暗くならないうちに帰ることを心がけよう。

　日夏高校まで来ると一安心。そこからは舗装されていて歩きやすいし、外灯のおかげで携帯のライトもいらない。

　日ひ夏なつ高校から下っていく通学路を歩いていると、とぼとぼとこっちへ歩いてくる小さな影を見つけた。

「九ここ舞まじゃないか。どうしたんだ？」

　なんとその影は九舞だった。

　彼女は困ったように眉まゆを曇らせて答える。

「お兄さまの帰りが遅くて、心配になって迎えに来たんです」

「ああ、そうだったのか。わざわざ悪かったな。だがさっき母さんに遅くなるって電話したぞ。母さんから連絡来てないのか？」

「わたしはケータイ電話を持っていません。ハトがいれば十じゆう分ぶんです。非常食にもなりますし」

　いやハト信頼しすぎだろ。てか食っちゃうのかよ……。

「この社会、ハトだけで生き抜いていくのは大変だと思うぞ？」

「それよりお兄さま」

　九舞は俺おれのすぐ脇まで寄ってきて、辺りを警戒しながら小声で訊たずねる。

「あのメイプルシロップ臭の変態はいませんよね？」

「楓かえでのことか？　今日はいないぞ。部活があったからな」

「そうですか～」

　九舞がほっと胸を撫なで下おろしていた。

　どうやらこいつは、よほど楓が怖いらしいな。一体この前追いかけ回された時に何をされたのやら……。

「久きゆう真まくん、その子は？」

　酒さけ見み先輩が九舞を見て訊きいてきた。

「そういえばまだ紹介していませんでしたね。こいつは俺の妹の九舞です。ほら九舞、挨拶しろ」

「ひ、日夏中学校一年生、阿あ部べ九舞です。特技は穴掘りと木登りですっ」

　九舞はいきなり年上に挨拶しろと言われたからかガチガチに緊張してしまっていた。

「まさか九舞、その自己紹介、中学校でもやったんじゃないよな？」

「え、やりましたけど？」

　ポカンと小首を傾かしげる九舞。お兄さまは九舞ちゃんが学校で変人扱いされてないか心配になってきたよ……。

「へえ、九舞ちゃん。可愛かわいい名前だね」

　酒見先輩は九舞ににっこりと微笑ほほえみかけ、頭をポンポンと撫でた。

「私は日夏高校二年の酒見圭けい登と。よろしく九舞ちゃん」

「は、はい！　よろしくお願いします、酒見さん！」

　フレンドリーな酒さけ見み先輩に九ここ舞まは緊張を解いたようだった。だが、スンスンと鼻を利かせて不思議そうな顔になる。

「もしかして、酒見さんってサケですか？」

「え？」

「サケのハーフですよね、酒見さん？」

　言い当てられたことに些いささか驚いた様子の酒見先輩だった。

　俺おれは九舞に訊たずねる。

「お前、どうして分かったんだ？」

「わたしはずっとクマの里で生活をしていましたから、お兄さまより鼻が利くんです。そういった感覚を高める特訓もしましたし」

　俺では集中しても酒見先輩からは香水のような香りしか感じないが、九舞はその中にサケっぽい匂においを嗅かぎ取ることができたのか。

　なんだか酒見先輩が隣で「ひょっとしてアタシってサケ臭いのかな……」と軽くショックを受けたように呟つぶやいていた。まあ確かに、先輩もサケである前に一応女子なわけだし、匂いでサケのハーフだとバレればショックだよな。

　俺はふと、あることに気が付いた。

「そういえば九舞、お前ってクマ化をある程度抑える方法を学んだんだよな？」

「はい、そうですよ。まだまだ修業途中ですけど」

「待って、九舞ちゃんはクマ化を抑えられるの？」

　サケ化を解くための手掛かりに、ショックから立ち直った酒見先輩が興奮した感じに食いついてきた。身を乗り出して九舞に迫り、九舞が少し困ったように笑みを浮かべている。

　俺は独り言のように呟く。

「なんですぐ思いつかなかったんだ。九舞に助けを求めればよかったんじゃないか」

　最初からそうしていれば、ここ一週間ほどの苦労はいらなかったかもしれないのに。

「ねえ九舞ちゃん、クマ化を……ううん、サケ化を抑えるためにはどうすればいいの？」

　酒見先輩が九舞の肩を摑つかんで問いかける。希望を感じたのか、その表情は明るく、ただ単に好奇心から訊ねているようにも見えた。

「クマ化を抑える特訓は一日や二日でどうこうできるものではありません。とても長い時間がかかるんです。そもそも、クマとサケでは絶対にやり方が違いますよ」

　九舞が早口に答えた。しかし酒見先輩に落ち込んだ様子はなく、朗らかに悔しそうな声を上げる。

「そっかぁ。いやぁ今度こそ手掛かりかと思ったんだけどな～」

「あの、お役に立てずすみませんっ」

　九舞がぎゅっと目を閉じて頭を下げた。

「ううん、いいの！　ありがとね、九ここ舞まちゃん」

　酒さけ見み先輩は九舞の頭を上げさせ、いいことを思いついたというように表情を明るくした。

「そうだ、ちょうどよかった。九舞ちゃんも一緒にうちでご飯食べてこーよ？」

「えっと……」

　九舞が困った顔で俺おれを見てきた。

　確かに今のじゃ説明不足だったな。

「俺たちは酒見先輩の家でご飯をいただくことになったんだ」

「ああ、なるほどです」

「もう暗くなるし、九舞は俺たちと一緒に帰った方がいいな。俺から母さんに連絡しておくから、お前も酒見先輩の家にお邪魔するか？」

　九舞は不安そうに圭けい登と先輩の顔を窺うかがった。先輩は満面の笑みで言う。

「おいで九舞ちゃん、お姉さん大歓迎だよ」

　九舞の表情は和らいだ。けれど、すぐに眉まゆを顰ひそめ、今までずっと後ろの方で黙っていた桜さくらに目を向けた。

「……天あま海み桜は来るのですか？」

「行ってはいけませんか？」

　桜がぴくりと眉を動かして逆に訊きき返した。

　このままでは喧けん嘩かが勃ぼつ発ぱつしてしまうかもと心配したが、それは杞き憂ゆうだった。

　九舞はふっと笑って言う。

「いいでしょう、わたしも行きます。お兄さまが天海桜に骨抜きにされないか見張らなくてはいけませんからね！　酒見さん、お願いします」

　このようにして、九舞も一緒に酒見先輩の家で夕食をいただくことになったのだった。




◇◇◇




　日ひ夏なつ高校から市街地へ向かって歩いていくと、昔ながらの商店街がある。

　近くに大型スーパーが建ったことで経営が難しくなり、いくつかの店は潰つぶれてしまったものの、それでもまだほとんどの店が健在の、今ではすっかり珍しくなった商店街である。

　酒見先輩の家は、その商店街の中心にある古い小ぢんまりとした一軒の店だった。

　シャッターが閉まっているが、看板には『酒見鮮魚店』という文字が書いてある。

「酒見先輩の家って、魚屋なんですね？」

　俺がそう言うと、酒見先輩は子供っぽい笑みを見せた。

「意外だった？」

「意外と言うかなんというか、魚屋の娘がサケのハーフって……」

　ちょっとできすぎてないか。こう、いかにもっていうか、まるで漫画のキャラ設定みたいだ。

「おおぉ圭けい登と、帰ったか。んお、友達連れてきたのか？」

　突然しわがれた声が飛んできた。声のした方を見ると、店の裏手から恰かつ幅ぷくのいいひげ面づらの男が出てきていた。年は四十代後半といったくらい。恐らくこの人が酒さけ見み先輩の父親だろう。

　その男は俺おれを見るなり目を皿のようにして驚いた。

「男！　圭登がついに男を連れ込むようになったのか！　くーっ涙が」

　ごしごしと目を擦こする父親。

　桜さくらの父親も俺を見て同じような反応をしていた気がする。父親という生き物は、娘が男を連れてくると皆こうなのだろうか。

　酒見先輩が恥ずかしそうに頰ほおを赤らめる。

「お父さんやめてよ！　久きゆう真まくんたちには例の特訓に協力してもらってるだけだから！」

　こんな酒見先輩を見るのは初めてだ。先輩といえど、父親には敵かなわないのだろうか。

　酒見先輩は照れたようにはにかんで俺に言う。

「ごめんね、変なお父さんで」

「いえ、いいお父さんじゃないですか。ちょっと、羨うらやましいです」

　俺には父親というものがよく分からないが、酒見先輩のお父さんのような人が父親だったらきっと毎日楽しいんだろうなと思った。

「さあ、中に入れ入れ！　外にいたら虫に食われるぞ！」

　酒見父が太くて毛深い腕を振って俺たちを店の裏手の方へと招いた。

　俺たちは店の裏の玄関から家の中に入り、居間へと案内された。

　八畳ほどのその部屋は、ちゃぶ台や簞たん笥す、棚など家具が多く、五人でくつろぐにはちょっと狭い。しかし至る所に、酒見先輩の成長記録や親子で写っている写真、思い出の品などが飾られており、温かみが感じられて不思議と落ち着いた。

　酒見父以外の四人はちゃぶ台を囲んで腰を下ろす。

「お前ら、魚は食べられるか？」

　台所の方からひょいと顔を出した酒見父が訊きいてきた。

「「はい好きです」」

　俺と九ここ舞まの声が見事にハモった。

「ははは、さすが兄妹きようだい！　息ぴったりだねっハハハハハ」

　酒見先輩がバンバンちゃぶ台を叩たたいて笑っていた。なかなかツボだったらしい。

　先輩と声を揃そろえてワハハと笑った酒見父が、笑い混じりの声で桜に訊く。

「そこのお嬢ちゃんもだいじょぶか？」

「はい」

「んま、うちには魚しかないんだがな。ガハハハハハッ」

　酒さけ見み父が大きく口を開けて、声高らかに笑った。

　この親子はよく笑うな。きっと笑いが絶えない生活を送っているに違いない。

「じゃあちょっくら待ってろ、今飯作ってくっからな」

　酒見父は鼻歌を歌いながら台所へと入って行った。

　先輩の話によると、酒見父の料理はとても美お味いしいらしいので、完成が待ち遠しい。

「酒見先輩、俺おれたちも何か手伝いましょうか？」

　俺が訊たずねると、酒見先輩は笑って答えた。

「いいっていいって！　うちの台所、狭いし汚いし。座って休んでてもらう方がお父さん喜ぶよ。気を遣わないで」

「そ、そうですか？」

　俺は起こしかけた腰を下ろした。

　気を遣わないでと言われても、都合も訊きかずに訪問した身としては申し訳ない気分になる。俺は何となくそわそわしてしまった。

　一方、九ここ舞まの方はちゃぶ台にだらしなくもたれ、すっかりリラックスしているようだ。

「あの、酒見先輩」

　桜さくらが棚の中に飾られている写真を見て訊ねる。

「今日はお母さまはいないのですね？」

　そういえば、本日酒見家には酒見父の他に人の気配が感じられない。俺の父さんのように不在なのだろうか。

　酒見先輩は軽い調子で答える。

「実は先日からまた行方不明になっちゃって」

「えっ、大丈夫なのですか!?」

「うん、よくあることなんだ。お母さんものすごく天然だから、すぐにふらぁ～ってどっか行っちゃうの」

　とんでもない天然じゃないか！　まさに天然モノのサケだ！

　頻ひん繁ぱんに行方不明になるのが普通なんて、一体どんな母親なんだ……。

「はい！　酒見さん！　質問です」

　九舞が高く挙手し、恋バナをする中学生らしく浮うわついた声で訊ねる。

「あの、とても気になるんですが、お父様とお母様の出会いというのはどういった感じだったんですか？」

「ああ、お母さんね。この店に出荷されてきたらしいんだよね」

「え、出荷ですか？」

「どこかで網にかかったみたいなんだけどね。お店に並べようと思ってたサケが突然目の前で人間の姿になったんだって。それで一ひと目め惚ぼれしたお父さんが猛アタックして結婚までいったらしいよ」

「へえ～！　ロマンチックです！」

　九ここ舞まが目の中にキラキラ星を浮かべ、ぎゅっと手を握りしめて感激していた。

　そんな二人の様子を遠い眼まな差ざしで見つめる桜さくら。

「どうしましょう、どこから突っ込めばいいのか分かりません……」

「桜、やめとけ。突っ込んだら負けだ」

　酒さけ見み家はおかしい。阿部家うちも阿部家うちだが、この家はもっとぶっ飛んでいるような気がする……。

「よぉーしっ！　できたぞぉ！」

　その後も話に花を咲かせていると、三十分ほどして酒見父が戻ってきた。両手に一皿ずつ料理を持っており、それをちゃぶ台の上にドンと置き、豪快に笑う。

「たんと食べて元気もりもりになってくれ！　ガハハハハハッ」

　皿には所狭しと敷き詰められた刺身と山盛りの小魚フライ。続いて一人一匹の魚の塩焼き、鯛たい飯めし、海鮮汁と、ぽんぽんとちゃぶ台が埋められていった。大きめのちゃぶ台だと思ったのだが、五人分の夕食を並べるといっぱいになってしまった。

　どれも美う味まそうでいい匂においがする。見るだけでよだれが垂れてきた。

「さあ食べろ！」

　全員分の配膳が終わったところで、酒見父がニッと歯を見せて言った。

　皆みな口々に「いただきます」と言って食べ始める。

　しかし、俺おれはあることを思い出して箸を止めた。

　ここには、半分魚の血を引く人間がいるじゃないか……！

　酒見先輩の前で、半分は同族である魚は食べづらい。

　桜も同じことを思ったのか、時々酒見先輩に目をやっては料理を見て戸惑っていた。

　しかし、九舞は全く気にせず食べているようだ。

「美お味いしいですこれ！　お父さま、さすがの腕前ですね！」

「いい食べっぷりだな嬢ちゃん。その調子で全部食べちまえ！　ガハハハハハッ」

　九舞と酒見父は大音量で笑い合っていた。

　今だけでも、九舞くらい無神経で無む頓とん着ちやくな性格になりたい……。

「どうしたの、二人とも？」

　首を傾かしげる酒見先輩へ俺は躊躇いがちに訊たずねる。

「酒見先輩は大丈夫なんですか？　その……魚とか」

「どうして？　アタシ、魚は大好きだよ。ほら、このイワシのお刺身とかおいしいよ。遠慮しないで食べて」

「遠慮しないでって言われてもな……」

「言われましても……」

　俺おれたちは酒さけ見み先輩に見られていることを自覚し、なおのこと食べづらくなった。

　結局、ちょくちょくと酒見先輩が見ていないところで箸を進めるしかなかった。

「嬢ちゃん、これも食べてみろ」

「これは何ですか？」

　酒見父が九ここ舞まに白い身の刺身を勧めていた。

　一見すると鯛たいのようだが、何の刺身だろう。

　酒見父はニカッと笑って答える。

「鯉こいだよ。うちは川魚も仕入れてんだ」

「へえ、珍しいですね！」

　九舞はウキウキとさっそく鯉の刺身を食べた。

　目を瞑つぶって咀そ嚼しやくした後、いきなり目を見開いて、座ったままウサギのように飛び跳ねる。

「うん、さっぱりしていて美お味いしいです！　意外にも臭みがないんですね！　今度池に泳いでるの見つけたら捕まえましょうか」

「鯉に恋する少女とはまさに嬢ちゃんのことだ、ガハハハハハッ！　嬢ちゃん面白いやつだな、気に入った！　おっと、そろそろデザート持ってくっかな」

　酒見父はまた豪快に笑い、料理の減り具合を見て台所の方へ行った。

　デザートがあるのか。ここまでろくに食べられなかったが、デザートならば気兼ねなく食べられるかもしれない。

　デザートが来るのを楽しみに待っていると、酒見父が一つの大きな皿を運んできた。

「これがデザートだ！」

　皿には、ピラミッドのようにして積まれたたい焼きがあった。

「どこまで魚好きなんだよ！」

「あははは、久きゆう真まくん面白い！　たい焼きは魚じゃないよ？」

　酒見先輩がバシバシ畳を叩たたいて笑っていた。

　もうやだ……この家。




◇◇◇




　酒見家で夕食をいただいた俺たちは、酒見父を中心に談笑をした後、解散となった。酒見父と九舞が完全に意気投合したようで、最後の方は話題が途切れずに大変だった。

「酒見先輩のお父様、魚好きすぎですよ……」

　隣を歩いている桜さくらがげんなりした顔で言った。

「わたしはお魚大好きなので嬉うれしかったです！」

　前を歩いていた九ここ舞まがくるりと振り返り、後ろ向き歩きのままにこりと言った。

　商店街を出るまで送ってくれている酒さけ見み先輩が桜に苦笑いをする。

「あはは、ごめんね、悪気はないから許してよ。お父さんはただ好きなものに一直線なんだ」

　なるほど、好きなものに一直線、か。

「酒見先輩と先輩のお父さんって似てますよね」

　俺おれは思わずそう口にしていた。

　酒見先輩は頷うなずいた。

「そうだね、あたしも『好き』には一直線に向き合いたいな」

「水泳にも、ですか？」

「うん、あたしは好きなことに……水泳に一直線に向き合いたい」

　酒見先輩は夜空を見上げ、幼い頃を思い出すように語る。

「あたしね、小さい頃から泳ぐの大好きなんだ。水の中を泳ぎ進む爽快感や水と一体になる高揚感、泳ぐだけでわくわくとドキドキがいっぱいだった。特に一度だけ人前で泳いだ時はすごく胸が高鳴ったなぁ。そのあとサケ化して焦あせって大変だったんだけどね」

　酒見先輩は俺たちにニコッと笑いかける。

「だから今日はすごく楽しかった！　ここ最近毎日楽しいけど今日は特別だったよ。だって初めてなんだもん。こんなに人の前で泳げたのも、誰かと水遊びをしたのも」

　そうか、酒見先輩はサケ化するから人前で水に入ることができない。つまり当然、彼女は家族を除いて誰とも好きなことを共有したことがなかったのだ。

　本当であれば、酒見父が魚料理を振舞ってくれたように、好きなことを誰か他の人にも知ってもらい、共有したかっただろうに。

　酒見先輩は自らの足元へと視線を落として続けた。

「もっと早くこうしたかった。好きに一直線になりたかった。でも、これまでアタシは逃げてた。逃げたくなくても逃げてたの。サケ人間であることがみんなに知られるのが怖くて、人前で泳がず、好きから逃げてたんだ」

　酒見先輩は大股で先へ進み、俺たちの前でくるっとこっちに振り返った。俺たちも立ち止まって向き合う。

　酒見先輩は優しく微笑ほほえんだ。

「だからね、久きゆう真まくん。君はアタシに踏み出すための勇気とチャンスをくれたんだよ」

　いきなり酒見先輩が俺の手を握ってきた。先輩の手の温ぬくもりを感じる。

「君のおかげでようやく好きに対して一直線に向き合えたの。ありがとね、久真くん」

　そう言うと、酒さけ見み先輩は隣でムスッとそれを見ていた桜さくらの手も取った。

「桜ちゃんも」

　桜は驚いて目を丸くした。まさか自分がお礼を言われるとは思ってなかったのだろう。

　俺おれは酒見先輩に思ったことをそのまま告げる。

「酒見先輩は逃げてなんかいませんよ。ずっと水泳部に、水の近くにいたじゃないですか。先輩はとっくに、好きに対して真正面からぶつかってるように感じますよ」

　俺の言葉に合わせて、桜がこくこくと力強く頷うなずいていた。

　そうだ、俺たちは二人とも体質を隠すために逃げてきたんだ。逃げるための協力関係である。酒見先輩のように自分から水に近付くなんて真ま似ねはできなかった。

　だから、俺たちは二人とも、酒見先輩を心から尊敬しているんだ。

　酒見先輩は俺からそんなことを言われたことが意外だったのか、呆ほうけたように俺の顔を見つめていた。その表情が徐々に柔らかなものになっていく。

「アタシの後輩たちは優しいな」

　そう言い、酒見先輩は眩まぶしいほどの笑顔になった。

「これからもよろしくね、後輩くんたち」




　商店街を出て酒見先輩と別れた俺たちは、桜を送り届けるため暗い堤防道を歩いていた。

　九ここ舞まは散々はしゃいで疲れたのか、さっきからうつらうつらしながら横を歩いている。どうにか家までは持ちこたえてほしい。

「ベア君」

　桜が静かに、しかし確かな意気込みを感じられる声音で言う。

「酒見先輩が大会に出られるよう、何としても頑張りましょうね」

　今日酒見先輩の気持ちを聞いたことで、桜の想おもいは固まったようだ。最初は責任を感じて俺を手伝おうと思って始めたことだった。けれど、もう彼女は酒見先輩に心から協力したいと感じているのだろう。

　俺だってそうだ。

　逃げずに真正面からぶつかっていく酒見先輩の手助けがしたい。

「ああ、そうだな。あと一週間、本気で頑張ろう」

　このようにして、俺は桜と決意を新たにした。




　ところが、どんなに想いがあってもどうしようもないこともある。

　酒見先輩のサケ化を解く方法を摑つかめないまま、大会前日になってしまったのだった。










　大会前日の今日は夏休み初日だったため、一日中特訓ができた。

　ところが、特にこれといって進歩がないまま時間だけが過ぎ、もう少しで帰らなければいけない時間となってしまった。

「そろそろ日が沈みますね……」

　桜さくらが独り言のように呟つぶやいた。

　日ひ夏なつ山の川にも夜が訪れはじめ、もうじき川の底が見えなくなりそうだ。

「酒さけ見み先輩」

　桜が暗い表情で、川の中を泳いでいる先輩を呼んだ。

　先輩が一度川に潜り、俺おれと桜の近くまで来て顔を出した。

「アタシはもう少し特訓してくから、二人は先帰っていいよ」

　酒見先輩は笑みを作ってそう言ったが、その表情にはどこか余裕がないように感じられた。この人はまだサケ化を解く方法を見つけようと足あ搔がいているのだ。

　そんな姿を見て、桜の表情がさらに暗くなる。

「酒見先輩……」

「今日までありがとね。二人がついていてくれて本当に嬉うれしかった」

「あの、酒見先輩」

「明日は応援に来てくれると嬉し──」

「酒見先輩っ！」

　桜が怒鳴るような声を上げた。

　下を向いていてその表情は窺うかがうことができない。

「なに桜ちゃん、ちょっと怖いよ？　あ、今度お礼するね！　桜ちゃんの好きそうなお店があるから……」

　酒見先輩がわざとらしく明るい声音で言った。しかし、その言葉を遮さえぎるようにして、桜が冷たく静かな声を発する。

「酒見先輩……明日、辞退してください」

　まるで何かの呪文でも働いたかのように、辺りが静寂に包まれた。

　ちょうどその時に蟬せみが鳴き止やみ、夜の虫たちもまだ休んでいるのか非常に静かだ。滝や川の流れる音ですらボリュームを下げたように感じる。

「あははは、桜ちゃん冗談きついなぁ」

　目を背けたくなるほど明るい酒見先輩の笑顔。

「二人が手伝ってくれたおかげで、三、四十メートルくらいはサケ化が抑えられるようになったんだよ。ちゃんと進歩したんだよ。だから大丈夫。きっと本番だってなんとかなるよ」

「ですが、酒さけ見み先輩が出場するのは自由形の五十メートルです。高校の種目は五十メートルからしかありません。ですから……」

「だから辞退しろって言うの？　アタシがサケ化しちゃうかもしれないからって」

　酒見先輩の語気が強まった。顔からは珍しく笑みが消えている。

　桜さくらが顔を起こした。怒りと悲しみが混ざったかのような表情だ。目を潤ませ、苛いら立だちを込めた声で言う。

「正体がバレては、今までずっと部活中泳がずにいた苦しみが無駄になってしまうのですよっ」

「逃げてきた長い時間より、前に進もうとしたこの二週間をアタシは大切にしたい！　もう逃げるのはうんざりなの！　好きに正面からぶつかりたいの！」

　川の中から桜を見上げる酒見先輩の目は、どこまでも真まっ直すぐだった。この人は怒っているというよりも、ただ信念をぶつけているだけなのだろう。

　桜はその酒見先輩の目を見て、何かを諦めたように悲しそうな面おも持もちになった。

「酒見先輩のことを思って言っているのに……どうして分かってくれないのですか……」

　桜はまた俯うつむいて、目の辺りを手でごしごし擦こすり、

「もう知りませんっ！」

　と怒声を酒見先輩に浴びせてから、大股でその場を後にしてしまった。

「あ、おい桜！」

　俺おれが呼び止めても、桜の歩みは止まることはなかった。

　懐中電灯やスマホがあるから大丈夫だとは思うが、暗い夜道を一人で帰らせるのはちょっと心配である。しかし、ここにもう一人放っておけない人がいる。

　酒見先輩は寂しそうな目で、その背中を見送ることしかできなかったようだ。

「酒見先輩……」

「ごめんね、久きゆう真まくん。何を言われようと、アタシは逃げるつもりなんてないよ」

　俺にまで辞退を勧められると思ったのか、酒見先輩は切ない笑みを浮かべてそう言った。

「俺は止めませんよ。先輩が『好き』に対して一直線なのは分かってますから」

　俺は桜が帰って行った方向に目を向けて続ける。

「ただこれだけは分かってやってください。桜だって辛いんです。あいつ、この前先輩の家に行った帰りからさらに張り切って特訓メニュー考えてたんですよ」

「分かってる、分かってるよ……」

　酒見先輩は背中を向け、掠かすれた声で言う。

「だから、そんな桜ちゃんにあんなこと言わせちゃったことが悔しい。そうさせちゃった自分に腹が立って仕方ないの……っ」

「桜さくらもたぶん、先輩に怒ってるわけじゃないと思います。先輩が心配なのに、先輩を止めるのが嫌な自分がいるんですよ」

　ずっと好きなことから逃げなければいけなかった酒さけ見み先輩が、ようやく好きに対して一直線に向き合えるようになった。

　それは桜もよく分かっている。分かっているけれども、酒見先輩を心配に思う気持ちが上回ったから、苦しいのを堪こらえて止めたのだと思う。

　桜には辛い役回りを押し付けてしまったな。あとで電話でフォローしておこう。

　酒見先輩は顔を半分だけこちらへ向けて辛そうに笑った。

「君たちには迷惑をかけることになっちゃったね……ごめんね」

「迷惑くらいかけてください。俺おれたちは先輩後輩であると同時に友達でしょ。迷惑をかけて、迷惑をかけられて、それでも笑顔でいられるのが友達らしいですよ」

　最初は脅迫から始まったことだったが、いつの間にか俺は先輩に振り回されてもどこか楽しいと感じるようになっていた。だからおこがましいかもしれないが、俺たちはれっきとした友達ってわけだ。

　酒見先輩は一瞬きょとんとしたが、すぐに温かな笑みを浮かべた。

「うん、ありがとう」

　俺は何となく照れくさくなって誤ご魔ま化かす。

「さあ、もう少し特訓付き合いますよ。家からランプ持ってきてますから。あ、それに俺、夜目が利くんで」

「ありがとう久きゆう真まくん！　今夜は寝かせないぜ小熊ちゃん」

　酒見先輩がおどけて見せた。いつもの先輩復活である。

　そんな先輩の姿に安心しつつ、静かに突っ込みを入れる。

「明日は大会なんですから寝てください……」

　俺は持ってきたリュックからランプを取り出してスイッチを入れた。

　夜の森を照らすには心もとないが、無いよりは遥はるかにマシだ。

　暗くなる空を背に、酒見先輩はざぶりと川に入る。

　結局俺たちは、日が暮れてもしばらく特訓を続けたのだった。
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　そして訪れた大会当日。日ひ夏なつ市の市街地にある水泳場。

　五十メートルが十レーンの大きなプールの横に、五千人以上収容できそうな観客席が並んでいる屋内水泳場だ。俺はこういう競技場に来るのは初めてなのだが、一度全国大会が行われたことがあるほど大きな規模の会場らしい。

　俺おれは九ここ舞ま、楓かえでと一緒に会場に来て、前の方の席に座った。

「あ、ああ、あ、あのおにいっ、お兄さま……た、たけ、助けてくださいっ」

　なぜか九舞が楓の膝に座らされ、ブルブルと震えていた。

「ああ～九舞ちゃん、可愛かわいいわね九舞ちゃん～」

　楓は九舞の頭を撫なでて恍こう惚こつの笑みを浮かべていた。ちゃんと蜜の汗を流しきってきたようで、九舞はクマ化をしていない。

「楓、あまり九舞をイジメてやるなよ？」

「代わりにクマさんがあたしの膝に乗ってくれるなら、解放してあげてもいいわよ？」

「すまん九舞。がんば」

「お兄さまぁあああああ」

　九舞が潤んだ目で助けを求めてきたが、俺には何もすることができない。今度美お味いしいハチミツを分けてやるから頑張れ。

　ちなみに九舞も楓も今日は私服だ。

　九舞は白いシャツの上に紺色のサロペット。下がパンツスタイルになっており、今日もボーイッシュな感じだ。やけに子供っぽく見えるが、それは素材のせいだろう。

　一方、楓の方はオレンジが基調のセーラーワンピース。活発な印象を残しつつも、女の子らしい可愛さがあってよく似合っている。

「九舞君と楓君は仲がいいのだな。まるで姉妹のようだ」

　これは鈴すず木きの声。飲み物を買いに出ていた鈴木が戻ってきたのである。

　鈴木とは会場の入り口で偶然会い、せっかくだから一緒に観戦することになった。

　さすがは委員長。鈴木は休みの日だというのに真面目まじめに制服を着ている。

「そういえば鈴木は今日どうして来たんだよ？　誰かの応援か？」

「水泳部員の友人がいるのでな。今日はその応援だ。阿あ部べ君もそうかと思ったのだが？」

「え、あ、えっと、俺たちはちょっと水泳部の先輩に知り合いがいてな」

「ほう、では私もその方を一緒に応援させてもらうとしよう。出番が来たら教えてくれたまえ」

「ああ、分かった。といっても俺も詳しいスケジュールは知らないから、プログラムを持ってる楓から聞くのが一番だぞ」

「ふむ、ではそうする」

　応援してくれるというならお願いしたい。声援はたとえ一人でも多い方が、もしかしたら力になるなんてこともあるかもしれないからな。

　だが、さすがの鈴木でも人魚の肉は食おうとはしないよな……？

　万が一酒さけ見み先輩がサケ化した時、鈴木が襲い掛からないかと心配ではあるが、まあ大丈夫だろう……たぶん。

　鈴すず木きは俺おれたちの席から一つ空けたベンチに腰を下ろした。その間には俺たちの荷物が置かれている。もしかしたらもう一人来るかもしれないと思って確保しておいた席なのだ。

「結局、桜さくらは来なかったな……」

　俺の言葉に楓かえでが沈んだ表情になる。

「お姉ちゃん、昨日帰ってきてからすごく落ち込んでたわ……。本当は今日だって、来たかったんだと思う」

　そう言いつつも九ここ舞まの頭を撫なでる手を止めない楓はさすがだと思う。

　やっぱり桜は今日来たかったんだな。しかし、昨日酒さけ見み先輩にあんな風に強く言ってしまったから来づらいのだろう。ひょっとして実は来ていて、先輩に見つからないようにどこかに隠れて見ているんじゃないか。

　そう思った俺は、鈴木に訊たずねてみる。

「なあ鈴木、桜はこの会場に来てないか？　お前って桜を捜し当てるセンサー持ってたろ」

　鈴木はくすりと口の端に微笑を浮かべた。

「人をロボットみたいに言うのだな、阿あ部べ君は」

　鈴木は目を瞑つぶり、こめかみに人差し指を当てた数秒の後、パチッと目を開いた。

「ふむ、私の天あま海み君センサーによると、どうやら彼女はこの建物の半径三百メートル圏内にはいないらしい」

「やってること十じゆう分ぶんロボットだぞお前……」

　というか、鈴木のレーダーは半径三百メートル以内で利くんだな。今度クマ化して逃げる時はそれくらい距離を空けることを目標に逃げてみよう。

　とにかくこれで、桜は来ていないことが分かった。彼女は本当に応援に来ないつもりなのだろうか。

　酒見先輩の家から帰る時、あいつは本気で酒見先輩の好きを応援したいと思ったはずなのだ。それなのに、応援に来ないなんて……。

　ああダメだ。居ても立っても居られない。今からでもどうにかならないだろうか。

「楓、酒見先輩の出番まであとどれくらい時間ある？」

「圭けい登とさんの種目は十一番目だから……あと四十分くらいしかないわ」

　駅前でタクシーをつかまえて天海家まで往復すればぎりぎり間に合うか。財布の中が空っぽになるだろうが、背に腹は代えられない。

「ちょっと俺、桜を迎えに行ってくる」

「行ってらっしゃい」

「行ってきまーす……って、止めないのかよ！」

　楓は確信に満ちた微笑ほほえみを浮かべた。

「絶対行くと思ってたわ。それにお姉ちゃんを連れて来れるのはクマさんだけだもの」

　えらく信頼されたものだな。だが、その信頼に何としても応えないと。

「必ず連れて戻ってくる。酒さけ見み先輩の出番までには絶対に戻る」

「そうね、戻ってきて！　お姉ちゃんを頼んだわ」

　楓かえでが太陽のようなスマイルで言った。

「あの、お兄さま……」

　一方、九ここ舞まはうるうるとした目を向けてきた。この場で唯一の救いであった俺おれが去り、楓と二人きりで取り残されることを恐れて、連れて行ってくれと目で訴えてきているのだ。

　俺は九舞にできるだけ明るい笑みを作って言う。

「楓と留守番を頼んだぞ、九舞」

「お兄さまぁああああああ」

　泣きそうな顔で俺に手を伸ばす九舞と、恍こう惚こつの笑みでそんな彼女を抱き締める楓。

　そんな二人を背に、俺は桜さくらのもとへ向かって駆け出した。




　俺は水泳場を飛び出すと、最寄りの駅に向かって走った。

　そこならば常にタクシーが停とまっている。すぐに天あま海み家へと出発できるはずだ。

　駅に向かう大きな通りを真まっ直すぐに駆けていく。ビルが立ち並んでいて人通りの多い道だったため、人を避よけるのに一苦労し、思ったより時間がかかってしまっていた。

　そこでふと、俺は甘い香りを感じ取った。

　微かすかだが、風に漂ってきたのだろうか。それとも近くにハチミツを使ったお菓子でも出す店があるのだろうか。いや違う。この香りは……！

「桜の香りだ……」

　どこか近くに桜がいる。それも汗をかいている可能性が高いから、一刻も早く桜を見つけなければ！

　きょろきょろと辺りを見回しながら進むと、徐々に甘い香りを強く感じるようになっていった。そしてついに、暗くて細い路地の中央に桜の姿を見つけた。

「おい、桜！」

「べ、ベア君……っ!?」

　俺が桜に駆け寄ると、彼女は慌てて早口に捲まくし立たてる。

「これはその違うのです！　たまたま外に出たくなって、たまたま電車に乗って、たまたま降りてみた場所がここだったのです！　何も酒見先輩が心配で来たというわけではなくてですね！」

　そう言う桜は制服を着ていた。額や首元に琥こ珀はく色いろのねっとりとしたものが浮かんでいる。全身からこれまでにないくらい濃いハチミツの香りを感じることができた。

　桜さくらは汗だくならぬ蜜だくだったのだ。差し詰め、駅から会場まで歩いていく途中で汗をかいて困って、ここで立ち往生していたのだろう。

　そんな桜を前にすれば、もちろん俺おれは瞬またたく間まにクマ化する。

　全身には黒い毛が生え、顔付きがクマっぽくなり、鋭するどい爪つめや牙きばが生えそろうのを感じた。

　こんなに汗をかいて来たのに、たまたまとはよく言う。

「噓うそだろお前。迷った挙あげ句く、焦あせって出てきただろ」

「ど、どうしてそれを……じゃなくて！　そんなことは絶対にあり得ません！　計画的でした！　一年前からの計画的犯行です！」

　桜は明らかに動揺して、さらに汗をかいているようだった。しかし、計画的だったという彼女に一つずつ持ち物チェックをする。

「日傘はどうした？」

「あっ」

「制汗スプレーは？」

「あっ」

「ウェットティッシュは？」

「あっ」

「休みの日なのに制服で来てるし」

「うっ」

　桜はあろうことか、汗をかかないため、汗を隠すための三種の神器を忘れてきたのだ。

　時間がないから咄とつ嗟さに制服を着て出てきたんだろうな。とにかく、計画的でないことがバレバレだった。

「えらくざるな計画だったな。吐はくならもう少しまともな──っ!?」

　完全にクマ化した俺の耳に、人がこの路地へ入ってくる音が入ってきた。

　すぐにそっちを確認すると、二十歳くらいの男がスマホを操作しながら歩いてきていた。まだこっちには気付いてないようである。

「ちょっとこっち来い！」

「えっ、ちょっとベア君っ」

　俺は建物と建物の間の通路に桜を押し込んだ。非常に狭く、人ひとり通るのがやっとというほど細い通路である。

　突然の俺の行動に桜は戸惑った様子だった。

「い、いきなり何を……っ」

「人が来たんだ、大人しくしろ。今お前は蜜だくだし、俺はクマ化してる。お互い見つかるわけにはいかないぞ……！」

　桜を覆おおい隠すようにして路地に立っていると、彼女はサファイアのような瞳ひとみでじっと俺を見つめてきた。そんなに見られればさすがに顔が熱くなる。

　それでも桜さくらとの距離をぐっと詰めて隠れていると、さっきの人はスマホをいじったまま俺おれたちに気付かず通過してしまった。ひとまず安あん堵どの息を漏もらし、桜に訊たずねる。

「どうした？　俺の顔変か？」

「いえ……いつも通り変なクマ面づらです」

「悪かったな、変なクマ面でっ！　ほら人が来ない内にさっさと舐なめるぞ」

　次に人が来ない内に今の状況を打開しなければ。

　俺は桜のブラウスのボタンを外しにかかった。

「わぁっ、そ、そんないきなりっ」

　桜がびっくりして顔を真っ赤にし、胸元をガードした。そして目を背け、照れくさそうにボソッと呟つぶやく。

「……自分でやります」

　桜は細い指でブラウスのボタンを三個開けた。わずかに水色のキャミソールが覗のぞいている。普通は見えないものが見えると、どうにもドキドキしてしまった。

「いくぞ……！」

　桜の肩を摑つかみ、細くて白い首を舐めた。

「……んっ……はぅ」

　口くち中じゆうにふわっと広がる甘み。それは爽やかな春を彷ほう彿ふつとさせるような甘さだ。

　今日は量が多いため、口いっぱいに蜜を広げることができる。なんて幸せなのだろう。

　夏、最高だぜ……！

　調子よく舐めていたせいか、あっという間に首や胸付近のハチミツはすべて舐め取ってしまった。だが、今日の俺はなかなか満足できない。まだまだ舐めたい。ちょうど桜の汗も止まっていないようだ。

「桜、靴下脱げ」

「……はあはあ…………は？」

　息を乱した桜が、うまく聞き取れなかったように首を傾かしげた。

「ソックスも脱げ。今日はそこも汗すごいだろ」

「はあ？　何言っているのですか！　ちょっベア君やめっ！　きゃっ」

　俺は桜の黒いソックスを脱がしにかかった。桜は足を取られたことでバランスを崩し、路地の方へと座り込んでしまう。

　しかし、クマの本能に突き動かされた俺は止まらない。今日はその足からも見逃せないほどハチミツの香りが漂ってきていたのである。

　ソックスが脱げて露あらわになる白くてほっそりとした足。ふくらはぎの辺りなんかはほどよく肉が付いていて、ハチミツもべったりと付いている。

　俺おれはその足をべろりとひと舐なめした。

「ふあっ」

　予想外の刺激だったのか、桜さくらが高い声を上げた。すぐに手で口元を押さえるが、それでも微かすかに声が漏もれている。

　それにしても、足のハチミツも変わらず美お味いしい。首や手よりも濃縮されている感じがする。これからは積極的に足も舐めていきたいところである。

「しゅ、すごく、くすぐったいでふ……きゃっ」

　呂ろ律れつが回らないようだ。意識も朦もう朧ろうとしているようである。

「っ」

　そんな桜の足のハチミツを一気にすべて舐め取ると、桜は受容できる刺激を超えたかのような声を上げた。

　俺のクマ化もいつの間にか解けていたようだ。

「はあ、はあ……ベア君は」

　息を切らした桜が、途切れ途切れに言葉を紡ぐ。

「ベア君は……はあはあ、どうして止めてくれなかったのですか？　酒さけ見み先輩を」

「あの人は止まらないよ。何をしてもな。どんなことだってあの滝のように登ろうとしてみせる。それであの人なら、どんな滝でも登り切ってしまうような気がするんだ」

「ですが……」

「万が一、先輩がサケ化するようなことがあれば、そん時は俺たちがフォローすればいい。毎回は無理かもしれないが、イタズラでコスプレさせたとか言えば何とかなるだろ」

　失敗したらその時はその時だ。何とかなる、いや何とかしてみせる。

　桜はくすりとわずかに笑った。

「ベア君は……楽観的過ぎます」

「酒見先輩の考え方がうつったのかもな」

　俺も自然と笑いが込み上げてきた。二週間前の俺ならば、きっとこんなこと言わなかっただろうからな。

　俺は真剣な面おも持もちになって桜に語り掛ける。

「今、酒見先輩だって怖いはずだ。サケ化するかもしれない恐怖と闘っているんだ。そんな先輩にしてあげられる唯一のことは、応援してあげることじゃないのか？」

　桜は俺の目を見つめた。

　彼女の深く青い瞳ひとみ。さっきまで霧がかかっていたその瞳が、ゆっくりと晴れ上がり、一筋の光が差した。
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　俺おれはぜえぜえ息を切らしながら、汗だくで水泳場へと駆け込んだ。

　酒さけ見み先輩の出番はまだか……!?

　レーンに立つ選手たちに目を向ければ、競泳水着姿の酒見先輩がいた。第三レーンだ。

　よかった、ちょうどこれから酒見先輩の出番のようである。

　笛の音が鳴り、選手一同が飛び込み台の上へと登る。

　そこで酒見先輩がちらりとこちらへ目を向けた。

　偶然にも俺と目が合い、俺の隣に桜さくらがいないことを確認すると悲しそうな笑みを見せた。

　やっぱり先輩、桜に来てほしかったんだな。

「はあ、はあ、はあ。ここの階段長すぎですよ……！」

　俺の隣に呼吸を乱した桜が来た。

　酒見先輩はその姿を捉えて一瞬だけ驚きに目を丸くし、心から嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　これ以上桜に汗をかかせないため、この会場までは俺がおんぶをして運んできたが、ここまでの階段はさすがに無理だと断念。そこだけは自分の足で登ってもらったのだった。

　桜は膝に手を突いて呼吸を整えてから、酒見先輩に顔を向けた。そして、頑張ってください、とエールでも送るように深く頷うなずく。

　酒見先輩も頷き、前屈のような姿勢を取った。

『よぉい』

　審判の声がかかり、選手全員に緊張が走る。

　その緊張が影響したのか、会場も自然と静かになった。

　──ピッ

　スイッチを押すような電子音がスタートの合図だった。

　選手全員が弧を描き、一斉に水へ飛び込む。

　最初は皆みな横並びの泳ぎを見せていた。しかし、十五メートルを過ぎた辺りから徐々に差がつき始めた。

　酒見先輩は……現在一位。トップだ！

　このままいければ、予選通過は間違いないかもしれない。だが……、

「酒見先輩の足……っ!?」

　三十メートルを過ぎたくらいで、桜が先輩を指差した。

　よく目を凝らして見てみると、酒見先輩の足の先っぽがきらりきらりと光っている。

「サケ化が始まったんだ……！」

　この分だとまだ誰にも気付かれないだろうが、爪つま先さきがヒレになったことでぐんぐんスピードを増していく。

　観客たちから驚嘆の声が聞こえだす。

「なんだあの選手、すごいぞ！」「速すぎる！　ヒレでも付いてんのか？」「実はオリンピック選手とか……？　あれなら大会新記録はでるんじゃない!?」

　まずいな、注目を浴びてしまっている。このままサケ化が進めば、確実に大観衆に正体を明かしてしまうことになる。

　早いところ下に行ってフォローする準備をするべきか。

　俺おれが階段を降りようかと思ったその時だった。

「酒さけ見み圭けい登とぉぉおおお───!!」

　耳をつんざくような高い声がすぐ真横から響いた。

　俺はその声が最初誰のものか本気で分からなかった。

　こんな声は初めて聞いたし、そこにいるやつに限ってそんな声を出すとは想像すらつかなかったからだ。

　だが、次の瞬間、俺は確信した。

「──がんばれぇえええええ!!」

　声を嗄からす勢いで全力の応援をしていたのは、いつも物静かな印象の桜さくらだったと。

　何事も無くゴールしてほしい。これまでの努力が報われてほしい。

　そんな、桜の酒見先輩に対する想おもいを強く感じることができた。

　こうしてはいられない。俺も応援しなきゃ。

　俺は桜に触発され、今度は二人で一緒に声を張り上げる。

「「がんばれぇええええ!!」」

　この声が届いたかは分からない。けれど、それ以降酒見先輩のサケ化が進行することはなく、安定した泳ぎをすることができていた。

　そして──

『ただ今、大会新記録が出ました。第三レーン、酒見圭登選手……』

　──酒見先輩は圧倒的一位のままゴールしたのだった。




◇◇◇




　この後、上位八名による決勝戦があるが、まずは予選を一位通過したのだ。俺と桜は、一刻も早く酒見先輩に祝福の言葉を伝えたかったため迎えに行った。

　すると、選手が使う通路のベンチに腰掛ける酒見先輩の姿を発見した。

　上下ともに水泳部のジャージを着ているようだが、足にはブランケットのようにしてタオルがかぶせてあった。

「お疲れ様でした、酒見先輩」

　俺が声を掛けると、酒見先輩がこっちを向いて元気に笑った。

「ありがとう！　二人の応援しっかり聞こえたよ、久きゆう真まくん」

　酒さけ見み先輩は体を傾け、隠れるようにして俺おれの後ろにいた桜さくらを見た。

「そして桜ちゃん。本当にありがとう」

「酒見先輩、その……お疲れ様でした」

　桜が気恥ずかしそうに言った。

　それから二人は穏やかに微笑ほほえみ合い、仲直りをしているようだった。

「ねえ、久真くん。お願いがあるんだけど」

　酒見先輩が手を合わせて頼んできた。

「大会の関係者をここに呼んでくれないかな。本当は自分の脚で行きたいんだけど、そうもいかなくて」

　先輩がちらりとタオルをめくった。先輩の爪つま先さきはまだ真珠色のヒレのままだ。きっとここまで誰にも見つからずに来るのも苦労したに違いない。

「分かりました。一位でゴールして腰が抜けたとでも言っておきます」

「ちょっ、あんまりヘタレっぽく言わないでよ？」

　酒見先輩は若干頰ほおを赤らめてそう言った。

　俺は先輩に言われた通り、大会関係者を呼んできた。

　それなりに地位が高いと思おぼしき、還かん暦れきを迎えたくらいの男の審判である。

「呼んできましたよ、酒見先輩」

「ありがとう、じゃあちょっとだけ二人は席を外してて。話が聞こえない程度に離れててくれればいいや」

　俺と桜は、先輩の言う通り、少し離れたところに行って彼女の様子を窺うかがっていた。

　何やら少し話し込むと、審判の男は駆け足でプールの方へと戻っていった。

　俺たちは酒見先輩に歩み寄る。

「何を話してたんですか？」

　俺が訊たずねると、先輩は大したことでもないように答える。

「ん、決勝を辞退しちゃった」

「え？　よかったんですか……？」

「うん」

「どうしてそんなこと言ったんですか？」

「足先だけだけどサケになっちゃったからね。これじゃドーピングと一緒だもん」

　そう言って先輩はてへへと笑った。

　たぶん、辞退する云うん々ぬんの話になれば、俺たちが止めに入ると思ったのだろう。もったいない話だが、今更訂正なんてできない。

「でも、次回はちゃんと記録残すよ。だからね、桜ちゃん。次回もよろしくね」

　酒さけ見み先輩が桜さくらに優しく微笑ほほえみかけた。

「あ、あと……」

　それから先輩は立ち上がり、桜の耳元で囁ささやく。

「アタシは好きから逃げず、正面からぶつかるよ。恋の方もね」

「なっ!?」

「だってアタシ、彼の知らないところでキスしちゃったんだもん。もうスタートは切ってるからね」

　衝撃を受けた顔をしている桜に、まるでトドメを刺すかのように先輩が言う。

「桜ちゃんも好きから逃げちゃダメだよ」

　結局何の話をしているのか全く聞き取れなかった。最後の「桜ちゃんも好きから逃げちゃダメだよ」しか聞こえなかったぞ。

　だがまあ、女同士の秘密の会話ってやつなのだろう。深く詮せん索さくしないでおこう。

「圭けい登とさんお疲れ様～！」

　九ここ舞まを抱えた楓かえでが走ってきて、酒見先輩にくっついた。

「くびくびくび！　首極きまってます！　楓さん、首が──ゲホッ」

　楓の腕が首を絞めていたため、九舞が必死に逃れようとしている。

　酒見先輩はさりげなく楓の腕を九舞から外してやりながら笑顔で言う。

「楓ちゃん九舞ちゃん応援ありがとう！」

　酒見先輩が九舞や楓と話している最中、不意に俺おれは視線を感じて振り返る。

「…………」

　眉み間けんに皺しわを寄せた桜が俺の顔を眺めていた。

「どうしたんだ？」

「……なんでもありません」

　桜はぷいっと顔を背けてしまった。

　どうしたんだ、一体？

「あ、そうだみんな！」

　酒見先輩が皆の前に立って言う。

「ねえ、今日この後遊び行こうよ！　この二週間協力してくれたお礼にお姉さんが何でも奢おごってあげよう～！」

　酒見先輩との賑にぎやかな日常は始まったばかりだ。

　これからも彼女には、サケ化を抑えるための特訓に付き合わされることになるのだろう。

　でもまあ、それもいっかと思える自分がいたのだった。










　空がオレンジ色に染まりゆく中、俺おれたちは水泳場を後にした。

　ちなみに、鈴すず木きは水泳部の友人と落ち合うことになっていたようでそっちの方へ行ったため、俺と桜さくら、楓かえで、九ここ舞ま、酒さけ見み先輩の五人で帰ることとなった。

　競技場の白い石畳の敷地を歩きながら、酒見先輩が問いかける。

「どんなのが食べたい～？」

「はい！　わたし、酒見さん家ちのお魚がいいです！」

　九舞が手を挙げてそう答えると、楓が反応した。

「え、圭けい登とさんの家って魚屋なの？　気になる！」

　どうやら前を歩く三人は盛り上がっているようである。この話の感じでいくと、酒見先輩お疲れ様会は、酒見鮮魚店で行うことになりそうだ。

「あの、ベア君」

　隣を歩く桜が俺の名を呼んだ。

「ん、どうした？」

　彼女が立ち止まったので、俺も立ち止まる。

「……『好き』から逃げちゃ、ダメ…………」

　桜は下を向いて、自分に言い聞かせるようにして何かを言った。その顔は赤く染まり、緊張しているかのように唇くちびるが震えている。

　その顔を見ていると、俺は自分の脈が速くなるのを感じた。

　ドキドキ、ドキドキ、ドキドキ。

　胸の音が耳にまで響いてくる。

　彼女は顔を上げ、真まっ直すぐに俺の目を見つめてきた。

「わ、私……ベア君、久きゆう真ま君のことが…………」

　桜は俺から目を離さない。決心をしたように、強い眼まな差ざしで俺のことを見て、弱々しい声で言う。

「久真君のことが、すき……」




　──ズドォン




　突とつ如じよ響いてきた雷のような轟ごう音おんが桜の声を打ち消した。

　足元には黒い小さな窪くぼみができている。

「まさかこんな街中にも現れるとは！　大人しくクマ鍋になるがいい！」

　その声は鈴すず木きだった。水泳場から出てきたばかりと思われる彼女は、猟銃を構えて俺おれに狙いを定めていたのである。

　まさか……っ!?

　俺は自分の手を見ると、それは黒い剛ごう毛もうに覆おおわれていた。

　本日二度目のクマ化である。

　ということは桜さくらも……！

　俺は桜に目を向けた。

　すると案あんの定じよう、桜の頰ほおを、夕ゆう陽ひを浴びて金色に輝く蜜が伝っていた。

　何を言おうとしたか分からないが桜は緊張したため汗をかき、これまた俺も緊張して香りに気付かないままクマ化したというわけだ。




　──ドゴン




　鈴木の放った銃弾が俺の頭すれすれを通り抜けていった。

　今、明らかに毛を何本か掠かすってたぞ……。

「ギャァアアアアア」

　俺はクマの雄お叫たけびのような悲鳴を上げて疾しつ走そうした。

「待て！　鍋の具材！」

　もちろん鈴木は追いかけてきた。

　ついでに騒ぎに気が付いた楓かえでまで走り寄ってくる。

「あ、クマさんだわ！　モフモフさせてクマさぁあ～ん！」

　さらには、いつの間にやら白クマ化していた九ここ舞まが鈴木を止めに入る。

「あ、麗れい奈な師匠！　ちょっと待ってください！　それは撃ってはいけません麗奈師匠！」

「離したまえ九舞君！　クマが、大切な鍋の材料が！」

　酒さけ見み先輩はそんな光景を楽しそうに眺めつつ俺を応援してくる。

「がんばれ久きゆう真まくん！　逃げちゃダメ、正面からぶつからなきゃ！」

「無む茶ちや言うな！」

　九舞が鈴木を足止めしておいてくれたおかげで、幸い俺はクマの脚力を使って逃げることができた。

　鈴木から三百メートルほど距離を空けたところで、競技場の建物の陰に隠れて息を吐はく。

「大丈夫ですかベア君！」

　すぐに桜もやってきた。心配そうに俺の体のあちこちを見る。

「ああ、怪け我がはない」

　そう答えると桜は胸を撫なで下おろしつつ言う。

「早く舐なめてください！」

　追いかけてきたことで本格的に汗をかいた桜さくらの肌は、ハチミツでコーティングされたようになっていた。

　ごくりと唾を飲み込む。

　今すぐにそれを舐めたい！

　俺おれは桜の肩を摑つかみ、彼女の喉のど元もとを舐めようとした。

「…………」

　しかし、桜は無言で一歩退き、それを避よけた。

「どうしたんだ？」

　桜は自分の唇くちびるを指でそっと触れて、ぼーっと考えるように俺の顔を見つめた。

「…………好きから逃げちゃダメ……です」

　桜は口の中で何かを呟つぶやいたかと思うと、決心を固めたように頷うなずく。

　そして自分の首のハチミツを手に取り、口紅を塗るようにして唇へ付けた。

「さ、桜っ!?　どういうつもりだ……っ！」

　桜は顔を紅潮させ、ハチミツでキラキラと輝く唇を小刻みに震わせながら言う。

「べ、ベア君、これを舐めてください……っ」

　そして目を瞑つぶり、少し顎あごを上へ向けて俺が舐めやすいようにする。












　こっ、これはつまりあれか……！　私のハチミツを舐なめたいならキスをしてみなさいってことか!?　そんな度胸試しをさせるなんてドＳすぎるぞ桜さくら!!

　だが、できることならば、日ひ夏なつ山でこいつが俺おれを助けてくれた時のようにまたキスをしたい。

　俺はまた桜の肩を摑つかみ、ゆっくりと彼女の唇くちびるに自分の口を近付けた。

　ドキドキと胸の鼓動が激しくなる。

　甘い、とても甘い香りを感じる。ハチミツだけでなく、女の子特有の香りとか、桜のフェロモンとかいろいろなものが混じった香りだ。

　俺はその香りに魔法をかけられたかのごとく、彼女の唇へと吸い寄せられ──、

「いっ、いやダメだ！」

　──唇同士が触れ合う既すんでのところで止めた。

「こっ、こういうのはそういう関係になってからだ！」

　そう言い、俺はいつも通り桜の首に舌を這はわせた。

「あんっ……！」

　顔が熱い。鼓動が治まらない。

　俺はそういった動揺を紛まぎらわすようにして、桜の首のハチミツを舐なめ回まわした。

「んっ……んあっやっ」

　そ、そもそも、桜はどうしてこんなことを言い出したんだ……っ！　訳が分からないぞ！

　でも、キスするべきだったか？　そうするべきだったのか!?　ああもう俺のヘタレ！

　混乱したまま首の反対側を舐めようとして口を離した時、不意に桜の顔が見えた。

　彼女はいつも俺に舐められる時のように、恥ずかしさとくすぐったさに耐えるような表情をしつつも、何となくだがどこか残念がっているような感じがした。

　その表情に俺はかすかな疑問を覚えたが、未いまだ動揺が治まらなかったため、特にそれについて考えるまでには至らなかった。




　クマ化が解ける頃には、俺の動揺も治まっていた。

　そういえば、桜とは話が途中になってしまったことがなかったか。さっきは鈴すず木きのせいで途切れてしまったが、今ならちゃんと聞くことができるだろう。

「なあ桜、さっきなんて言おうとしたんだ？」

「さ、さっきですか……？」

　桜があからさまに焦あせって身を震わせた。目を右へ左へと泳がせつつ答える。

「そのっ、えっと、これから夏休みですのでしばらく発汗対策はいらなくなります。一学期の間、色々とありがとうございました、と言おうとしたのです！　それだけです！」

　なんとなく誤ご魔ま化かされたような気がしたが、俺は一つショックを受けたことがあったのでそんなことはどうでもよくなっていた。

「そうか、もう夏休みなのか……」

　特訓やら大会やらがあって実感がなかったが、今日は夏休み二日目なのだ。

　今日が終われば、休み明けまで桜さくらとは会えなくなる。そうなったら、今こうして舐なめているハチミツもしばらく舐められなくなるのだ。次舐められるのは何日後になるのだろう。

　桜のハチミツ。最高のハチミツ。

　それから一ヶ月以上も離れるのは──、

「──寂しいな……」

　思わず口から声が漏もれていた。

　それを聞いた桜がまた顔を赤らめて下を向き、自分に何かを言い聞かせる。

「…………好きから逃げちゃダメ……です」

　桜は顔を上げ、恥ずかしそうに言う。

「あの……もしよければ、夏休み中も会いませんか？　私、会いたいです」

「桜、まさか……！」

　もしかしてこいつは俺おれのことを……！

「お前も楓かえでと同じようにクマ好きになったのか？　モフモフしたいのか？」

　そういえば桜のやつ、俺のクマ化した時の隠し撮り写真とか持ってたしな。

　まあ、双子だから趣味嗜し好こうも似て当然なのは分かるが、さすがにクマニア二人を相手するのは大変そうだな。

　──バコンッ

　勝手に納得して、うんうん、と頷うなずいていた俺の頭を叩たたいて、赤面した桜が叫ぶ。

「違いますよっ！　ベア君のばか！」




　まだ今日は夏休み二日目。

　俺は、桜と過ごす夏休みが楽しみで仕方ないのだった。






あとがき






　こんにちは、烏からす川がわさいかです。
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　そんな中でも、ふとした時間に考えるのは──どんな風に桜さくらちゃんを舐なめたものか、ということ。

　休憩時間に真面目まじめな顔してデスクに座っている時、昼休みに空を眺めている時、私の頭は桜ちゃん一色。新しい環境、新しい生活に戸惑いながらも、妄想の充実した毎日を送っております。

　さて、本作におきましても、久きゆう真まくんたちに新しいキャラと展開が舞い込んできました。

　デレデレの妹クマとエロい人魚の先輩を加え、大変賑にぎやかなメンバーとなったと思います。この物語を通して、天あま海み姉妹を少しでも舐めたいと思ってくださったのであれば幸いです。
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